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水と土 第1 3 6 号 報文内容紹介

用水路(ボッ クスカル パ ー ト) の道路横断施工事例について
- バ イブル ー フ補助工 法の 採用 一

安田 勉 ･ 小林政義 ･ 佐々 木聖彰

国営か んが い 排水事業 ｢ 空知川右 岸 ( 二期地 区) で 建設され る
用水路 の

一

部は , T V ドラ マ ｢ 北の 国から+ の 舞台で 観光客に よ
る交通量が多く

,
また

,
土被 りの 薄い 現道下 を横断す る計画とな

っ て い た ｡

工 法的 には , 迂回路に よ る 開削工 法
,
推進工 法

,
トン ネル 工 法

が考 えられたが. 安全性
,
経 済性等の検討結果, パ イプ ルーフ 補

助工 法に よ る トン ネル掘削を採用した｡

本報告 は,
この 施工事例を紹介するもの で ある ｡

( 水と土 第1 36 号 17 設 ･ 施)

橋場樋管部改修工法の検討とS P R エ法施工事例

佐藤正史 ･ 金 田 カ

国営か んが い 排水事業 ｢ 岩木jll左 岸地区+ の 主要施設で あ る稲

垣揚排水機場の 既設樋管部に おける 機能 を診 断す る検討手法, 及
び それに基 づ い た改修工 法 (S P R 工 法) 選定まで の 検討過程と施

工 事例を紹介す るもの で ある ｡

(水と土 第136 号 2 00 4 P.
32 設 ･

施)

県営ため池等整備事業(大兄模)
(農業用河川工作物応急対策) の環境対策について

中西啓介

一級河川の 上流部に 位置する 本頭首工 は , 明治初期 に築造され
た空石張 りの 固定堰で あり

,
老朽化 が進み 漏水が激 しく取水に 苦

労 して い た ほか
,
河積の 半分以上を本頭首工 及 び堆積土砂が阻害

して い るため, 洪水時に は溢水 し, 家屋水 田に被害を及ぼ す こと

から可動堰とし流路を確保 し
, 安全 に洪水 を流下させ る た め の 改

修工 事を実施 して い る ｡
本頭首工 の 改修に つ い て は

,
本河 川に残る貴重 な生態系に 配慮

しながら実施して い る ことからこ こに その 内容を紹介する ｡
(水と土 第136 号 2 00 4 P . 胡 = 企 ･

計)

軟弱地盤(N 値= 0) の沈下防止に対応した内圧管の

長距離 ･ 曲線推進技衝

山田敏美 ･ 坪池義夫 ･ 金子 正
一

･ 清野敏治

パ イ プ ライ ン が道路, 河川等を横 断す る場合, 従来は 開削工 法

が一般的で あ っ た が , 施工 上の 制約や周辺環境 へ の 配慮から推進
工法 を採用す る ケ

ー ス が増 えて い る ｡

今 回の推 進工 法は , 国道横断工 事 に採用 されたもの で あ るが ,

N 値0 の地 質条件下で の長距離
･

曲線推進で あり, 厳しい 施工 条件

を克服す るため , い くつ かの 工夫が なされて い る ｡ 無事に 工事を
了する ことが でき, 今後 , 同様の 工 事に参考と なるもの と思われ
る ので 紹介する ｡

( 水と土 第136 号 2 00 4 P . 59 設 ･ 施)
′ノ‾､ J

エ ジプトの農民水利組織の設立過程とその現状
一 技術協力の活動報告 一

高稀篤史

限られ た水を如何 に効率的に利用す るた め には , 無秩序 な水利
用で は不可能で ある ｡
エ ジプトで は水需要が増加 しつ つ あり , 限られた水資源 のう ち
で 農業用水 の 有効利用 は効果的 なもの で ある ｡ その た め に は , 現

状の よう に 農民個 々 で の 水利用 から組織 的な水利用が 必要と な
る ｡ 現 地に あ っ た日本的水利組織 を設立する ため に実施さ れい る

プ ロ ジ ェ ク トの紹介とその 水利剋織設立過程と水利状況 に つ い て

報告す る ｡

( 7k と上 策13 6 号 2 α)4 P. 24 金
･ 計)

福島潟承水路工事に伴う環境との調和への配慮につ い て
一 阿賀野川右岸農業水利事業 福島潟承水路 一

高橋 こずえ

平成13 年の土地改良法改正に よ り事業 を実施する 際に は , 環境
との 調和に 配慮する ことが義務付けられた ｡ それ に伴い , 現在計
画変更の 法手続中で ある 当事業 に つ し†て も , 残事業 を環境 に配慮
した実施内容に変更 して い ると ころ で ある ｡ 今臥 当事業 で実施
する 予定の福島潟承水路改修 における , 環境 へ の 配慮 に つ い ての

取り組み に つ い て報告する ｡

(水と土 草136 号 2 00 4 P
.
3 9 企 ･ 計)

家下Jll 放流工 にお ける環境 へ の配慮につ い て

松尾浩司

東海農政局新矢作川用水農業水利事業所で は , 国営造成施 設で
ある 幹線水路等をパ イ プライ ン 化す る更新事業を行 っ て い る ｡ 水
頭ア ッ プに よる維持管理 の軽減 を図 っ て い る が

,
農村景観 の 中に

大きなチ ェ ッ ク 工等 の構造物が出現する た め , 威圧感 を和 らげる

設計
･

施 工 を行 っ た家下川放水 工 に つ い て検 討内容等 を紹介す
る ｡

(水と土 第136 号 2 00 4 P . 5 0 企
･

計)

ー 9 - 水 と土 第136 号 20 0 4



く技術情報紹介〉

ラジオを活用 した広報活動の支援

全国農村振興技術連盟

農政局
･

都道府県
･ 市町村 ･

水土里ネ ッ トな どの皆さ ん に よ っ

て
, 農村 の振興 に関連 した様 々 な地域活動が実施さ､れ て い ま す ｡
これ らの 地域活動 の情報 を, 参加者の み ならず, さらに広 く地域

住民の 皆さん に紹介す る こと は ｢ 農村の 振興に 寄与する+ と い う

全国農村振興技術連盟 の目的で もあります｡ この た め 従来, 参加
者や 関係者に と どまりがちで あっ た広報活動に 関する情報 や土地
改長藤設が有する 多面的原籍の 評価等を, より広 く確 実に伝 える
ため ラ ジオ放送と タイ ア ッ プして , 農業農村 に対す る理解と共感
を深め る ことを目的として実施 した内容 に つ い て紹介す る ｡

(水 と土 第13 6 号 2 00 4 P.
朗)

水と土 第136 号 20 0 4

〈技術情報紹介〉

農業水利施設の機能診断と補修 ･ 改修工法

一平成1 5 年度農業土木技術研究会研修会 レポ
ー

ト
一

編集事務局

地域農業を支える基幹 的な農業水利施設の 有する棟能を今後と
も持続 的 に発揮さ せ る に は , 施設の 計画 的か つ 適切 な更新

･ 改

修
･

補修
･

管理が不 可欠で あり, その 基本とな る施設の 安全性評
価等を行うた め の 機能診断に 関す る技術, 手法の 整備が進め られ
て い ると こ ろで あり,- また全国各地 にお い て は農業水利施設の劣
化, 損傷に伴 い , 補修 , 改修工 事が進 められて い ると ころ で す ｡

そ こで , 農業土 木技術研究 会で は農業水利施設の 補修 ･ 改修工

事が 進められて い る実態
_
を踏まえ ｢ 農業水 利施 設の機 能診断と補

修
･

改修工 法+ をテ
ー

マ に平成15 年度の 研修会 を開催 して おり,
こ こ で は

, 研修成果の 普及 を目的に講演の 要旨を取 りまとめ たも
の で ある ｡

( 水と土 第136 号 2 00 4 P . 70)

- 1 0 -



【巻 頭 文】

相手を思う こ ころ の バ ネと循環

田 中 研
一 *

(E e ni c bi T A N A I( A)

我 々 は何 の ため に事業を行 っ て い る の か
,
そ の使命はと聞かれれば , 自ずと ｢ 人を守り, 食の 生産確保+

の ためと答える｡

言うまでもなく , 人とは消費者の ことである｡

当然 の こ となが ら取り巻く環境が変化すれ ば , 消費者の 意識 , 行動 パ タ
ー ン な ども変化する｡ 我 々 には

自らの ア ン テナ を フ ル に伸ば して
,
常 に感謝の気持ちを持ち, 消費者の声に誠実に耳を傾けるこ とができ

る , 素直な心掛けが大切である ｡

予期せぬ出来事に直面するこ とは誰にでもある こ とだが , 大切なの は どの ような変化が目前に起きよう

とも
,
決 して嘆 い たり, 慌て たりせ ず,

_
そ の変化に即座に対応できるように , 普段から心掛けて い く こと

で ある ｡ 今自分は何 をすべきか
,
自分に何ができ争の かを問 い 掛け, 頭 と行動が 連動 して こ そ変化に即応

できる
``

本物の こ こ ろ掛け
''

と 呼 べ るであろう｡

もう1 0 年近く前の話になるが , 中国四国農政局山口北部農地整備事業所 に勤務して い た時に, 職員
一

同,

さと

4 集落で土地利用と生産の合理化を目指 した , 水 田10 0 b a
一

団地
一

農場方式の農事組合法人 ｢うもれ木の郷+

が立ち上 がるまでを経験するこ とができた｡

そ れ は集落での助 け合 い が少なくなり人間関係が薄れ ? つ ある中山岡地域にあ っ ても, 集落の リ
ー ダ ー

たちが
一

人
一

人 を大切に礼儀や思 い やりと い っ た ,
こ こ ろ の 面を大切に育み維持じてきた成果が ,

現在で

は4 つ の 集落の垣根を越えた , 新 たな ｢ ゆ い+ 組織と して結実をみる ことで集落横能の 活性化を果た して い

る｡

集落の リ ー ダ ー た ち はともすれ ば, 我 々 は知識や技術の 面を高める こと に目が行きが ちだが , 同時に こ

こ ろ の面を高める思 い やり の効用 も忘れてはならな い と唱え続けてきた ｡

また , リ ー ダ ー た ちは, どん な時も自分に求め られて い る役割や責任の所在を強く意識するこ とで ,
｢

一

人 が動き出せばみ んなが動く+ と の 言葉 どおりの 連帯行動を誘引するこ とを可能と し, 中山間地域の 中に

活気を廼 らせ地域の 活性化を推し進めてきた ｡

リ
ー

ダたちの 行動を通して ,

･

自分の 果たす役割を明確に知る こと ｡

･′現状を認識して積極的に仕事にあた る こと ｡

･

協力してもらえる人間関係を作ること ｡

♯

中国四国農政局神石高原農地保全事業所長 ( T el . 08 47 8- 2- 00 90)

- 13 - 水と土 第136 号 20 04



･ 仲 良く和の こ こ ろで仕事をすれげ, み んな の和恵は衆知とな っ て働くこ と0

の 4 点 を痛感させられたもの だ｡

こ の類まれ な資質を持ち合わせ たり 十 ダ ー た ちが存在したから こそ
,
新 たに生まれ た ｢ ゆ い+ 組織 の 中

わざ

で
,
我 々 が

``

技で こ こ ろを伝える
''

良 い 仕事ができたもの と
` `

こ こ ろか ら の ありが とう
''

を , こ の 紙面 を

借りて表した い ｡

つ ぎに今の 我 々を取り巻く周辺環境に話を転じてみた い ｡

人 に よ っ て は, 対面で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を図るよりも
,
I T や携帯電話利用 を選択する方が , 仕事や

生活の 面でも大きを部分を占めてきて い る｡

こ れ ら の 機器は遠くに離れ て い る者同士 の 距離感を解消させ るもの だが , そ れ は反面, 近くに い る人,

目 の前に い る者同士 を切り離す道具 にもな っ て おり, 新た な人付き合 い の創出やお互 い の距離の 取り方に

つ い て
, 再認識して い く必要がある時代に突入したとも言えるもの である｡

我 々 が仕事をする上 で , 自分自身が納得の い く行動計画を起 こすにはまず目標を立て ,
主人公の 自分自

身をそ こ に登場させ ,
た だ論評するだ けではなく, こ の 目標 を具体的に行動しやす い ように設定する こと

でアクシ ョ ン を起こ して いく こ とが重要である｡

そ こ に形成され る人間関係を人と人 と の つ ながりと い っ たもの を ,
お 互 い に無視 したような無味乾燥 な

もの に して しまうことはあ っ てはならを い ｡ 我 々 が相手の輪の 中に積極如こ飛 び込んで行き, 相手 の こ こ

ろに接する機会を持 つ
一

方で ,
謙虚 な こ こ ろを持ち続けなが ら耳で はなくこ こ ろか ら細く こと の 重要性 を

学び
,
同時に相手 へ の 偽りの な い 誠意ある対応 を心掛ける ｢相手を思うこ ころ+ が醸成され て い く の であ

る｡

最後に
,
我 々 の エ ネ ル ギ ー の 源泉は

,
相手を思う誠意ある対応か ら引き出されてくる ｢ 人 の 役に立 っ て

い る+ ･ ｢ 人 か ら必要とされて い る+ と い う こと を
,
こ こ ろ の バ ネと して持ち株ける ことではな い だろうか ｡

素直に自分の与えられ た環境 を生き抜き, 自分が尽くす こと によ っ て , 人 に
``

こ こ ろ
′
の 生 き方

''

と
"

こ こ

ろの 元気
' '

を循環さすことができる バ ネにもなり得るの である｡

永 と土 第136 号 20 0 4 -
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【連 絡】

｢ 農林水産環境政策の基本方針+ の策定に つ い て

岡 野 光 男
*

( M it s u o O I( A N O)

わが 国の 経済社会は , 水, 大気
,
土壌等

,
自然資源と の健全な関係を保 つ , 持続可能なもの へ と転換す

る こ とが求め られ て い ます｡ 農林水産業は, 自然を上手に利用 し, 循環を促進するこ とにより, そ の 恵み

を享受する生産活動です ｡ 今後
,
農林水産業を進めて い く上 では, 農地, 農業用水路の維持 ･

保全や担 い

手等の確保とともに , 農林水産業が本来持 つ 自然循環機能の発揮が ,
ますます重要にな っ て い ます｡

こ の ような観点か ら, 農林水産省では
,
今後 の 農林水産環境政策の展開に当た っ て の基本的な考え方を

示すもの と して , 平成1 5 年12 月2 5 日 に ｢ 農林水産環境政策の 基本方針+ を策定 い た しました｡ j久下 , 本基

本方針の概要に つ い て紹介します｡

本基本方針は , ｢ Ⅰ 施策展開に当た っ て の 5 つ の基本認識+ , ｢ Ⅱ 環境保全 を重視する農林水産業 へ の移

行の ため の 10 の 基本方策+ , ｢ Ⅲ 水 ･ 大気 ･ 物質 の碍環の 各環境分野の施策+ , ｢ Ⅳ 試験研究
･

技術開発+ ,

｢ Ⅴ 環境教育
･

食育 の推進+ , ｢ Ⅵ 今後検討す べ き事項+ の 6 つ の柱か ら構成 して い ます｡

Ⅰ の基本認識は , 本基本方針の ｢ ね ら い+ と して
,
｢ ･丑 大量生産 , 消費, 廃棄社会か ら持続可能な社会

へ の転換+ , ｢ ② 農林水産業の 自然碍環機能の発揮+ , ｢ ③ 農林漁業者の 主体的努力と消費者の理解 ･

支援+ ,

｢ ④ 都市と農山漁村と の共生 ･ 対流+ , ｢⑤ 農林水産省が支援する農林水産業は環境保全を重視するもの へ

移行+ の5 項目を挙げて , 健全な水 ,
大気

, 物質 の それぞれ の循環を維持
･

増進 し, 豊 かな自然環境の 保

全
･

形成 の施策を展開するこ とと して います｡

Ⅱ の基本方策では , 農林水産業を環境保全を重視するもの へ と移行するため に, ｢ ① 情報の 開示 ･

提供

と説明+ , ｢ ② 国民の意見を反映した政策づくり+ , ｢ ⑨ 多様な主体の参加による施策推進+ , ｢ ④ 環境 に即

した施策相互の 連携+ , ｢ ⑤ 環境保全を重視する農業の ため の 指針の 策定+ , ｢ ⑥ 補･助事業, 制度資金にお

ける環境保全の 重視+ , ｢ ⑦ 事業の グリ ー ン化 ･ 透明化+ , ｢ ⑧ 明確な目標の設定と評価+ , ｢⑨ 科学的な知

識 に基 づく施策の実施+ , ｢ ⑩ 農林水産省自身の環境配慮+ の 10 項 目を挙げて い ます｡

また1 本基本方針に附帯 した工程表で は, 農林水産関係の 事業 ･ 制度ごとに
,
環境保全 へ の 取組の着手,

全体的な検証
･

見直し, 完全実施等の 時期に つ い て整理 し, 計画的に実行する ことと して い ます｡

特 に
, ｢ 環境保全 を重視する農業の ため の指針+ の 策定で は, 環境保全に向けて農業者の主体的努力を促

すため
,
適切な肥料

･

農薬 の使用等による環境負荷の 低減と ,
た い 肥を利用 した土 づくりによる物質循環

書

農林水産省大 臣官房環境政策課 (T el . 03- お 02- 8 11 1)
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を促進する指針を策定 ･ 普及する ことと して い ます｡

ま た ,
こ れ を積極的に支援するた め ,

生産振興 , 農 地 の 整備等の補助事業に つ い て は , 環境 を重視する

も の に順次移行する ことと して い ます｡ 農業農村整備事業に つ い て は ,
平成1 3 年度 の土地改良法の改正 に

より , 環境と の 調和に配慮 した事業が実施されておりますが , 今後, 環境保全型農業の推進等と連携 した

施策も求め られて い ます｡

Ⅲ の 各環境分野の 施策で は, 農林水産省の 環境関連施策 を, ｢ 1 健全な水循環+ , ｢2 健全な大気循環+ ,

｢3 健全な物質循環+ , ｢4 健全な農山漁村環境の 保全+ と い う環境施策ごと に, 各施策相互 の連携等によ る

具体的な取組みと目標に つ い て 述 べ て い ます｡

農業農村整備事業関係では , ｢ ① 農地 の維持
･

保全と安定的な用水供給機能等の確保+ , ｢ ② 農業集落排

水施設の整備 によ る農山漁村地域の水蜜改善+ , ｢ ③ バイオ マ ス の総合的な利活用+ , ｢ ④ 都市と農山漁村

の 共生 ･ 対流, 自然と の ふれあい の場 の捉庚+ 等 の施策を挙げております｡

こ の ほ か
,
Ⅳ ～ Ⅵ で は

, 環境保全 を重視する農林水産業の ため の ｢ 試験研究
･ 技術開発+ , ｢ 環境教育 ･

食育 の推進+ , ｢ 今後検討すべ き事項+ に つ い て挙げております｡

農林水産尭境政策の推進に当た っ て は, 本基本方針等
■
に つ い て

,
国民の 皆様に対 して広 ぐ情報掟供を行

うとともに, 国民の 皆様の 意見を踏まえた効果的な施策展開を因 っ て い きた い と考えて い ます｡
†
t

なお
, 農林水産省環境政策課で は , 本基本方針め策定たあわせ て , 農林水産環境政 策の ⅢP を開設 し, 基

本方針の ほか 関係資料等を掲載 して い ます ｡ 是非
,
ご覧頂ければと思 い ます｡

( 農林水産省 H P の U R L b t tp :// w w w . m aff .g o .j p /k A n k y o /)
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【報 文】

用水路( ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト) の 道路横断施工事例 に つ い て

- バ イブ ル ー フ補助工 法の採用一

繁ut監Y A S ｡ ｡ A ,勉
*

忠s a禁圧｡盈A S善
*

佐急患i S急E I,彰
*

目 次

1 . ま えがき

2
.
工 事 の 概要

3 . 地形

4 .

1 8

1 . まえが き

国営かんが い 排水事業空知川右岸 ( 二期) 地区

は, 北海道上川支庁管内南部に位置する富良野市,

中富良野町及び上富良野町の 水田屯5 83 h a を対象に

用水改良を行うため ,
金山ダ ムを水源と した布部

川頭首工 より取水 し
,
地 区内に配水する用水路34

平面図

良野

弓
道路税断工

用水盟 lわ.∋¢
◆
川.
1
$

道路 ミP
=
1 021 D

ち

畔

5 . ト ン ネル 掘削工 法 の 概略 … ‥ ‥ … … ･ … … ‥ ‥ … … ‥

2 0

6 . 施工 … … ‥ … … ‥ … ‥ ･ ･ ‥ ･ … … … … ･ … ･
,

… ‥ ･ … = … ‥

2 1

7 . 施工 管 理 … … ‥ … = … … ･ …

2 3

8 . おわ りに … ･ … ･ … ‥ ‥ ‥ … … … … … … ･ … ‥ ‥

2 3

条L = 5 7 .5 k m の 整備を行 っ て い る｡

本報告は, 平成14 年度実施した山手幹線用水路

工 事 ( N o 3 6 ＋ 1 8 . 1 5 ～ N o 3 8 ＋8 9 b r 十7 . 0 0 m

L = 2 63 .8 5 m ) の 内道 々横断箇所につも､ て ,
バ イ ブ

ル ー フ神助工 壊に よ る ト ン ネ ル 掘削と , 坑内に

ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト を施工 した農業水利施設と し

て実績の少な い 事例に つ い て紹介するもの である｡

断面図
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1 工 事箇所施工 図

*

北 海道開発局 旭 川開発建 設部富良野地域 農業開発事業所
(T el . 0 16 6- 2 4- 2 13 1)
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2 .
工 事の概要

道々横断箇所は , 富良野市中心部から国道3 8 号

線を帯広方向 へ 約5 k m 南下 した道々麓郷山部停車

場線で , 国道か ら約1 k m 麓郷側に位置する｡

現道は全幅13 . 1 m で 車道 ( 二車線) と歩道か ら

なり , 麓郷に向か っ て緩やか な登り勾配の 右カ
ー

ブ と な っ て い る｡ ( 図- 1 参癖)

山手幹線用水路はフ ル ー ム 水路によるオ
ー プ ン

タイ プを原則と して い るが , 当該地 点は , 直上流

の布部川横断工 と連続するた めサイ ホ ン形式と し

て お り ,
内空断面4 . 2 m X 4 . 2 m

,
最 大通 水量

1 8 m 3/ s の ボ ッ ク ス カ ル バ ー トと なる｡ なお ,
カ ル

バ ー ト天端より道々路面までは約4 .3 m の 土被り厚

とな っ て おり , 比較的薄 い状況である｡

現道 の 周辺 は ,
T V ドラ マ ｢ 北 の 国から+ の ロ

ケ地や ラ ベ ン ダ ー 畑で全国的に知られ
,
観光 バ ス

や
一

般車両の 通行が多く, 夏場 の 観光シ
ー ズ ン な

ど渋滞する路線である｡ そ の ため ,. 工事は通行車

両 へ の影響が少なく安全 で経済的な工法が求めう
れ

,
パ イ プ ル ー

フ 補助工法を併用 した ト ンネ
_
ル 掘

削を行 い , そ の 内部にボ ッ ク ス カ ル バ
ー ト を施工

する方法を採用 した ｡

3 . 地 形 ･ 地 質状況

現地は近隣河川で ある希書抑l の 扇状地であり ,

道 々横断箇所の 基盤は ,
調査ボ ー リ ン グ ( 図- 2)

より地表面か ら15 m の 深部まで砂
･ 砂礫が分布 し

て い る｡

N 値 は5 ～ 6 m 付近まで2 0
～ 50 を示し, そ れ以深

は安定 して5 0 以 上 と な っ て い る ｡ ボ ッ ク ス カ ル

バ ー ト底版部付近もN 値が5 0 以 上 に属し, 安定 し

た基盤とな っ て い る ｡

また
,
工事着工前の 土質調査と して, 道 々横断

箇所の 起点
･

終点側の 2 箇所か ら試料を採取 し ,

原位置 で ふ る い 分 け試験 を 行 っ た ｡ 結 果 は ,

7 5 m m 以 上 の粒径が 50 % 以 上 の 岩塊 ･ 玉石混 じり

土 と確認され , 径3 0 c m 以 上 の 玉石も3
～ 4 % 含ま

れて い る こ とが分か っ た ｡

4 . 施工方法の選定

道路横断工 は, 図- 3 に示 した とおり開削工法

と非開削工法も三大別される ｡ さ ら に後者は山岳 ト

ンネル 工法
･ シ ー ル ド ト ン ネ ル 工法 ･ 函渠推進工

法に細分され ,
分割施工や補助工法の 組み合わせ

で数種の施工方法と して名称が付けられ て い る｡

ホーーリング名 B V 1 2- 5 吉岡査イ立置 冨長野市届 山 調査期間 t H 1 2- 1 2-2 1
～

H 1 2- 1 2- 2 3
標

尺′

標
舌
11ヲ】

m

暦

厚

深

虔

柱

状

土

質
区

記

毒

孔

内

水

標準貴人試験

N 値

m 1 9 0
.
9 1 m m 幽 分 位 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 9 0
_
5 1 0.4 0 0. 4 0 表土 耕作土

▽

1 7 6
.
9 1 1 3
.
6 0 1 4
.
0 0

砂礫

礫は平均 ¢5 ～ 3 0 r R m
｡

最大 8 0 m m 以上の安山岩
の円礫 ～ 亜角礫である｡
全体に礫が多い ｡

サイホン頂版天端富
( H = 1 89.2 6)

サ イホン底版数嘉

(H = 1 8 3
,
7 6)

深 度8.
5

～

9.O m で礫分 が
多く最大径は1 00 m m 以上

深度9.
0 ～ 10 m 付近の含

水量やや多い ｡

‾十‾
l

+
t
l

l
l

l

9.5 0 l

j

】

水七土 第136 号 200 4

囲 - 2 道 々 槙断箇所柱状図
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開削工法

非開削工法 シールドトンネルエ 法

函渠推進工 法

道路 断エ

図 - 3 道路横断工 の 分類

道 々 横断箇所の ボ ッ クス カ ル バ
ー ト施羊にあた

り最も望まし い 工法と して
,
工事期間中の 道路通

行に与える影響が少なく, 経済的で施工 の容易な

ことが望まれる｡ な お , 現場 の 立地条件や地山条

件によ っ て 施工方法が限定されるため ,
適用可能

な4 工法の 特徴を以下 に整理 した ｡

( 1) 開削工法

交通量が多 い 道路であり , 迂回路の施工 が必須

となる｡ そ の後, 道路横断部を開削 して ボ ッ ク ス

カ ル バ ー トを完成させ , 元 の 道路に復旧する方法

とな る ｡ 本工事で の ボ ッ ク ス カ ル バ
ー

.
ト工事は ,

既設用水路の撤去が伴うことか ら, 着手 の 時期が

非か んが い 期で ある9 月以 降と なる ｡ そ の ため
,

仮設道路の供用が冬期に亘り , 安全性の確保 に努

める必要が奉り,
′‾また, 工事後の革密沈下によ る

影響も懸念される ｡

( 2) 非開削工法

道路通行を確保 しなが ら路体直下に構造物を施

工 する方法と して, 山岳ト ンネ ル 工法, シ
ー

ル ド

ト ンネ ル工法及び函渠推進工法が該当する｡

(丑山岳 ト ンネ ル工法

掘削作業は鋼製支保工 の建て 込み と吹付け コ

ン クリ ー ト の組合せ になるが ,
立地条件と して

土被りが薄く , 掘削時に盛土 の 法面や道路路面

に影響を与える恐れがある｡ こ の た め, 経済的

な補助工法を併用する必要があり, そ の 工 法と

して同性の 高 い パ イ プ ル
ー

フ の 施工 や , 薬液注

入による地 山改良などが挙げられ る｡ ま た ,
ト

ンネ ル掘削後の 内空構造を箱形の ボ ッ ク ス カ ル

バ ー トを独立 して構築する方法と ,
ト ンネ ル 支

保工を利用 した円形断面とする方法がある ｡

(勤シ ー ル ド ト ンネル 工法

一

般的に長大延長に用 い られ るト ンネル 工法

で あり , 掘削延長が短 い と シ
ー ル ド模本体や設

備費が割高とな る｡ 類似工 法と して セ ミ シ
ー

ル

ド ト ンネル 工法もあるが , 円形 の セ グ メ ン トを

用 い るため , 断面 の大き い ト ンネ ル では資材費

や運搬 コ ス トが高くなる傾向にある ｡

③函体推進工法 (函体牽引工法)

設計上 必要な内空痴面を確保した函体 を後方

表 一 1 道々 償 断工法比較
一 覧表

エ法

比転換喜寸項 目

開削工 法 -
非開削工 法

山岳トンネル 山岳 トンネル 推進工三宝( 刃 口) 推進工 法(R &C)

通水l折面 : 函形 通水 断面 : 円形 通水断面 : 函形 通水断面 : 函形 通水断面 : 函形

補助工法 バイブルーフ / くイブルーフ 薬液注入
函形ル

ー フ十薬
液注入 ､

周辺環境へ の影響
大規模 な迂回路

△
路上交通 へ の影

○
路上交通 へ の影

○
路上交通 へ の影

○
路上交通 へ の影

○
があ要 誉な し 響なL 曹な し 響な L

地質他山条件等の変
イヒへ の 対応性 対応可能 ○ 対応可能 ○ 対応可能 ○ 対応可能 ○ 対応可能 ○

掘削面 ( 切羽) の自 地 質調査 より 自
○
地質調査 より自

○
地質調査より日

○
地 質調査 より自

○
立件 立可台巨 立可能 立可能 立可能

路上沈下及び天端崩

落の危険性

バ イブルーフに
よる補助工 法に
より開題なし

◎

/くイブル
ー

フ に

よる補助工法に
より問題なし

◎

他山改良( 薬5王)

を行うこ ととな
るが安全性に疑
閻が残る

○

函型ルーフ によ
る補助工 法によ

り問題なし

◎

補助工 法の評価
礫混 じり属の鋼
管挿入 にやや間
題あり

○

礫混じり層の鋼
管挿入 にやや間
題あり

○

土被りが薄い た
め均一で堅固な
地山改良が困難

△■
函型 ルーフによ
る補助工法と地
山改良(薬注) に
よ り閲読 な L

◎

断面形状につ い ての

考察
問題なし･ ◎

前 後の函体 とト

△
前後の断面と同

◎

推進函体の運澱
○‾
推進函体の運搬

○ンネル部の接合 一形状のため聞 と部材接合に間 と部材接合に問
が閑畿 墨責な L 頴あり 量… あり

安全性 く施工 性) 通常工 法
_ ◎

パ イプル
ー フの

0

バ イブル ー

フの

○

比雫附規模の大

◎

函型ル ー

フの施

○
施工 量に左右さ 施工量 に左右さ きい 立坑が必要 土量に左右され

れやすくエ 程が れやすくエ程が で設備も多大だ 工程が複雑

エ 勘 約 4 ケ月
やや複雑 やや複雑 がエ 程は単純 設備も多大
約 5 ケ月 約 5 ケ月 約 4 ケ月 約 6 ケ月

経済性
迂回路に要する
エ 事責が高い ○

バ イブル ー

フ に

要するエ 事善が ◎

パ イプル ー

フ に

要するエ事費が
◎

函麻製作及び還
浪費が高い 年

函聖ル
ー

フ のエ

事費と函体運搬
×

L = 3 伽l やや高め やや高め 費が高い
190 百万円 16 3 百万円 1 59 百万 円 260 百 万 円 380 百万円

絶合評価
迂回路の管理が

必要であり ､
工

手蔓も高い
○
接合部の形状が

違うため通水口
ス が大きい

○

トンネル内で函

体構築するため
確実な施エが可
能

◎

品質の高い 他山
改良(薬注) がで
きれば施工 性良

○

最も雇路通行の

影響が出にくい
エ 法だが工事費
は 非蕾lこ言い

△

- 19 - 水と土 第136 号 20 0 4



か らジ ャ ッ キを使用 して地山 に推進させ る方法

であり
,
先端部に刃 口を装着するため刃 口推進

工法と称して い る｡

刃 口部の解放断面の大き い 場所や ,
土被りの

薄 い場所で は, 地上構造物に与える影響を考慮

し; 薬液注入による地山改良や ,
剛性 の 高 い 箱

形及び円形 の ル
ー

フ を用 い た補助工 法 ( R & C

工法) を採用する必要が ある｡

推進函体は現場製作と工 場製作の 方法が あ

る｡ 後者によ る方法と した場合
,
当該地点の構

造物の大きさか ら
,
現場まで の 輸送に函体の 分

割が必要であり, 現場で の 緊張組み立て作業を

要するため経済的に不利と なる｡

また
,
推進部の発進立坑背面には

,
数千 ト ン

に耐える堅 固な支庄 壁が必要であり
,
設備費が

高くなる傾向にある｡

以 上の点を踏まえ, 5 工 法に つ い て検討 (表 - 1

参照) し たと こ ろ ,
工事期間中に通行車両に与え

る影響が少なく経済的に有利であることから､, 山

岳 ト ンネ ル による掘削とバ イブ ル
ー

フ 補助工 法を

併用 し, _ ボ ッ ク ス カ ル
バ ー ト を施工 する方法を採

用するこ とと した｡

5 . トンネ ル掘削工法の概略

ト ンネ ル掘削の 断面 ( 図- 4 参照) と設計諸元

に つ い て 以下に示す ｡

(1) 設計諸元
■

(彰ト ンネル 掘削

横断部延長 (函) : L
= 3 0 .O m

､ 朝 甘 d 8 【氾 m m

創始O m 口1 1≦〉本

t
= 2 5 8 m m ケル充填

エ アモルタル

､

哨さ～ …

碓空
■一一▲′･一■ 藷･

=
ジジ窮ミミぎミさ

ミ

琴

′
弓

室
≦

音1呈

窮

言J挙
;

-
>弓
き

ノ
喝■≒

】

1

l

3 00
J

l

号 ‡

:D

′

潔
/

_
6 0 0

_
蒜転写
蜘L コ ン タJ-

真昼基 血
基礎 】砂 利 1 一泊 広口n 4 2 〔H〕

含丁
【旧

国 - 4 1､ ン ネ ル 断面図

水と土 第136 号 20d 4

ト ンネル 延長 : L = 2 7 .O m

掘削断面積 : A = 5 4 .8 m 2

掘削土量
■: Ⅴ= 1

,
389 m 3

鋼製支保工 : H - 150 , 28 基

吹付 コ ンークリ
ー ト : Ⅴ = 1 37 .2 m 3

② バ イ ブ ル ー

フ 補助工法

推進延長 : L = 2 7 .O m X 1 9 本

使用鋼管
‾
: 外径¢60 9 ,6 m m

t = 9 .5 m m (S T 正一40 0)

充填材 ( エ ア
ー ミ ル ク) : Ⅴ = 2 37 m

3

( 2) ト ンネ ル 内空断面の形状

トン ネ ル 内空部に菌体を施工 するた め, 天端両

端 に 3 0 c m の 余 裕を 持 た せ ,
R l = 4 . 1 1 8 m

,

R 2 = 1 0 .0 00 m の 二 心円か ら構成する円形断面と し

た ｡

( 3) 鋼製支保工及び吹付 コ ン ク
ー

リ ト厚

支保工構造は, ト ン ネ ル 断面と して ス プリ ン グ

幅が8 .2 皿 と な る こ とから ,
道路ト ンネ ルや新幹線

トンネル を参考に , 地山条件の類似して い る標準

支保パ タ
ー

ン を選定し, 鋼製支保工 15 0 H , 立 て込

み 間隔 1 m と した ｡ 上半部の 吹き つ け コ ン クリ
ー

ト は
,
支保工 の 1 5 c m と パ イ プ ル

ー

フ 施工誤差や

変形余裕量か ら10 c m を加えた25 c m と した ｡ 下半

部とイ ン バ
ー ト部は, 支保工幅の 1 5 c m と し た｡

(4) パ イ プ ル
ー

フ の鋼管径の選定と配置

-
､‾
ト ンネ ル 掘削工 は ,

土被りの 薄 い状況か らグラ

ン ドア ー チ形成の 期待が持てな い ため , 切羽 , 天

端部より土砂の抜け落ちが予想され る｡ 羊の ため ,

補助工法である パイ プ ル
ー

フ の 施工 の可否は最も

重要である ｡ 当初 の 計画では鋼管径¢3 0 0 によ る

施工 を想定したが , 現地で詳細な土質調査の 結果,

含 レ キ率が50 % を超え, ′-3 0 c m 以 上 の 玉石も混入 し

ており施工性が著 しく低下する｡ そ の ため ,
鋼管

内の ス クリ ュ
ー オ ー ガ ー で 取り込み可能な鋼管径

¢6 00 に変更した ｡ 鋼管 の 配置は , 施工精度の 関

係で , 鋼製支保工背面か ら1 0 c m の 問隔をとり鋼

管間隔は20 c m と した ｡

( 5) 推進機の選定 ､

推進機 は, 錮管周辺の 土砂流出防止の た め無水

掘削が可能な水平ボ
ー リ
‾
シ グ マ シ ン を選定した｡

- 2 0 -



写真 -

1 パ イ プル ー フ 推進機械

6 . 施工

工事 の 施工順序 ( 同 一5 参照) と各工種 ごとの

詳細を以下に示す｡

( 1) 準備工

坑口部の 綽別は, 進入路
･

仮設ヤ
ー ド ･

既 設電

篠な どの 制約か ら上 流側より行 い , 推進架台と反

力救設置 に必要な2 0 m x 1 5 m の 底盤部ヤ ー ド を確

保 し, 法面保護の ため道路側法面に吹き付けコ ン

ク リ ー ト (t = 1 0 c m ) を 施工した ｡

(Z) バ イ ブル ー

フ▲[

推進用架台は ル
ー

フ 管の 配列が扇形と なり斜め

移動が必一変となる｡ そ の ため推進榎の 移動に時間

を要するため ,
t 期を考慮して推進機を2 台設置

した ｡

1) 準備エ

2) パイ ル ー

フエ

3) トンネル

4〉函 エ

5) 充填エ

8) 埋戻エ

削エ

筐諾語

優萱蓋雲

鰐部

屋

罷削､ 支保工建
込
､
吹付コングト
トの 連続作業

し基礎コンクリート打設

版コンクリ+ ､打設
体･上版コンクリ+ ヰ丁設

臣莞毘ル充填

際
摘 撤去

図- 5 施⊥ 腋序

写真- 2 坑口 部 の 掘削状況

写真 -

3 パ イプル ー フ 捉進状況

推進は ,
オ ー ガ ー ビ ッ ト ･

ス ク リ ュ
ー オ ー ガ ー

を鋼管内にセ ッ トし2 .8t 電動 ト ロ リ
ー にて 吊り 上

げ推進磯に取り付ける｡ 取り付け後管芯測量を行

い なが ら推進を開始する ｡ 推進に伴う掘削土は,

ス ク リ ュ ー オ ー ガ ー

の 回転により排土 し銅管は触

回転にて正人する ｡ 1 本口の 鋼管准進を終えたら2

本日 の 鋼管に ス クリ ュ
ー

オ
ー ガ ー

をセ ッ トし先 の

鋼管と今切電気容顔で 接合する｡

鋼管セ ン タ
ー ( 管芯) は , 先端オ

ー ガ ー ビ ッ ト

に取り付けられ て い る光源を推進機後部か らトラ

ン シ ッ トにて常時監視し, パ ワ
ー レ ン チ に て 鋼管

を回転させ方向修正作業を行う｡

推進完了後管内及び管外空洞部に エ ア
ー

ミ ル ク

の 桂入を到達側鋼管から行う ｡ 主材となる セ メ ン

ト ミ Jレク は生 コ ン プラ ン トから搬入 し, 現場 の 発

泡法置によ っ て 作られた気泡をア ジ テ 一 夕 ー カ ー

に 投入塊絆 し エ ア
ー ミ ル ク を つくる ｡ ダラウ トポ

ン プから流量計を通して鋼管内外に注入される｡

ー 2 1 - 水 と土 第13 6 写･ 20 0 4



感

写真 -

4 ト ンネ ル 内の 拙 別状況

写真
-

6 l､ ン ネル 掘 削完成

写真 -

8 ボ ッ ク ス カ ル バ
ー

トの 完成

(3) l､ ンネ ル 丁ニ

ト ン ネ ル 掘削 は ト ン ネ ル 延長が短 い た め
,

シ ョ ー

トペ ン チ カ ッ ト工法で行 っ た｡

上 半掘削 (掘削長ユ.O r n) は パ イプル ー

フ が先行

施エ され て い るため, パ イプル
ー

フ 下面まで バ ッ

水と土 第136 号 2 0 0 4 - 2 2

写真- 5 銅製支恍エ の 建て 込み

写真
-

7 坑内 で の 配筋作業

写真- 9 エ ア
ー

モ ル タ ル の 充填尭丁

クホ ウで切崩 しホイ ー ル 塑 シ ョ ベ ル に て坑外まで

迎搬 L , 1 0 t ダ ン プ に孝責み込み搬山した｡

支保エ
･ 吹付け コ ン ク リ

【 ト は上半部掘削後 パ

イ プノレ ー

フ 開か ら の 上砂の 披け落ちや流出を防ぐ

ため1 次吹付を行 っ た｡ 1 次吹付完了後
,
鋼製支保



工 を建て 込み2 次吹付で上半部は完了となる ｡

下半掘削は左右に分割 し掘進長2 m 毎 に支保エ

ーを建て 込み , 交 互に吹付け コ ン ク Iノ ー トを施工す

る ｡

イ ン バ ー ト掘削も下半掘削と同様 に掘進長2 m

毎 に支保工建て込み , 吹付けコ ン クリ
ー

ト の施工

の終了__した時点で ト
ンネ ル工事の 完了となる｡

(4) 函体工

ト ン ネ ル 内の函渠工事は , 開削工事と同様の 手

順 で行 っ た｡

( 5) 充填工

函渠工事完了後 ,
ト ンネ ル部吹付け コ ン クリ ー

ト と の空洞部に エ ア
ー モ ル タ ル を充填する｡

( 6) 埋 戻工

ト ンネ ル 内 の充填工 が完了 した後 , 原形復旧 の

ため法面や水路に影響がな い よう パ イプ ル
∴
フ鋼

管の 1 部を切断撤去 した後
,
埋戻 しを行 い横断部

の工事は完了となる｡

7 . 施工管理

ト ンネル の 掘削に伴う周辺地 山の 挙動と支保部

材の変位 を把握し, 通行車両や工事の 安全性を確

認する ｡ 特 に こ の ト ンネル の 特徴で ある土被りが

小さく
, 直上 の道路の 通行車両が多 い こ とを考慮

すると
,
沈 下測定等の 観測は重要である ｡ な お

,

計測項目は , 坑内観測
,
天端沈下測定

,
内空変位

測定, 地表面変位測定を行 っ た｡ ( 図一6 参照)

図 -

6 沈下及び 変位測定箇所

内空変位の管理基準置は道路トン ネ ル 設計施工

要領 ｢ 限界ひずみと
一

軸圧縮強度の 関係図+ を参

考にした｡

地表面沈下管理 は地表面が道路舗装面であるこ

とか ら日本道路公団の舗装の わだち補修等を参考

に した ｡

( 1) 計測結果の まとめ

各計測項目に つ い て厳密な管理体制をとり ,
そ

の 結果を速やか に施工 へ フ ィ ー ドバ ッ ク して , 道

路路面の 安全性の確保に努めた ｡

そ の 結果 ,
工事進捗 ( ト ンネ ル 内ボ ッ ク ス カ ル

バ ー ト コ ン ク リ ー ト打設完了) に対 し, 坑内外の

変位量 は管理基準値以下 であり, 問題なく工 事は

完了して い る ｡

衰 - 2 管理基準値と計測結果

内空変位 天端沈 下 地表面沈下

( m m ) ( m m ) ( m m )

管理基準値 2 5 1 3 3 0

計測篤農(m a x) 1 6 1 0 2 5

8 . お わ り に

本工事で は ,
施工事例の少な い ト ン ネ ル 内に函

渠を施工する
一 例を報告したが

,
こ れ ら の 工事に

あたり
,
今 まで 以上 に現道交通の 確保と安全性を

考慮 した非開削工法によ っ て , 環境を考えた地下

利用の要求が高ま っ てくると考えられる｡

公共工 事の縮減が社会的に高ま っ て い る中 で ,

新 旧 の 技術を組み合 わせ る こ と で現在の ニ ー ズ

( 安価 で 高品質) に合 っ た水路の 施工 が 可 能に

な っ て きて い る｡
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-
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【報 文】

1 . は じめ に

エ ジプ ト の 農民水利組織の設立過程とその現状
一枝術協力の 活動報告-

目

･ ‥ 24

2 . プ ロ ジ ェ ク トの 概 要 … ･ … ･ … ‥ … ･ ‥ 2 4

3 . 現 状 ･ … 2 6

1 . は じめに

｢ エ ジ プ トは , ナ イ ル の賜物+ と言われたよう

に古代より い ろ い ろな面でナイ ル 川 の影響 を受け

ており
,
今日も多大な影響を受けて い る ｡

現在
,

エ ジ プ トの 水需要は増え続けて い る状況

である｡ ご存知の とおり エ ジプトで の水源は , ナ

イ ル 川 の水であり
,
上 流 に建設された ア ス ワ ン ハ

イ ダ ム で貯留されたナ セ ル湖 の 水を頼りと して い

る わけであ る｡ ナ セ ル 湖か ら年間5 55 億 m
3
の 水利

用の 中で 農業用水の 占める割合は極めて多くそ の

水の 効率的利用が可能とをれば
,
大きを水の節減

,

良質 の用水確保が可能となる ｡ そ の
一

端 と して技

術協力プ ロ ジ ェ ク ト ｢ ナイ ル デ ル タ水管理改善計

画+ ( 以 下 , -｢ プ ロ ジ ェ ク ト+ と言う) が活動をは

じめ た｡ (20 0 0 年3月 ～ 2 0 0 5 年2 月) こ こ では , 本

活動にお い て , 水利組織の 分野で プ ロ ジ ェ ク ト の

開始2 年間 (2 00 0 年3 月 ～

20 02 年2 月) の 現地 で実

施した活動に つ い て 記述をして い きた い ｡

2 . プ ロジ ェ クトの概要

プ ロ ジ ェ ク トは
,
潅漑水資源省潅漑改善局内に

カイ ロ 事務所 をまた ,
カイ ロ
.
よりおよそ 10 0k m 北

にあるタ ンタ市に活動の 中心と なる事務所 を中央

デル タ
､
潅漑改善局内に置 い た ｡ ま た

,
実際 の プ ロ

ジ ェ ク ト実施地区 ( 以下 , ｢ プ ロ ジ ェ ク トサイ ト+

と言う) は ,
タ ン タ市より東方 に5 0 k m ほ ど にあ

るビヤラ町で実施 した ｡ こ れ らに つ い て は
, 事前

*

秋田県由利地域振興局農林部農村整備課( T el . 0 18 4- 2 2- 7 55 4)

水 と土 第136 号 20 0 4

高 橋 麓 史 *

( A t su sh i T A E A E A S‡王Ⅰ)
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調査団
,
実施協議調査団の 協議により決定され て

い た ｡

プ ロ ジ ェ ク トサイ トは
,
ビヤ ラ の 町外れ にあり

,

バ ハ ル テ ラと呼ばれ る大幹線水路から分かれ る4

本 の うち1 本 の デ リ バ リ ー キ ヤ ナ ル で バ ハ ヌ
ー

ル

と呼ばれて い る水路で実施した｡

こ の デ リ バ リ ー キ ヤ ナ ル の 受益面積はお よ そ

4
,
0 0 0 F e d ( 1 F e d = 0 .4 2 h a) で

,
そ の 流域には メ ス

カが2 7 路線存在 して い た｡ 受益農民数は ,
きちん

と したデ
ー タ が なく ,

そ の ため に活動 を進めなが
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ら調査をし て いく状況であ っ た ｡ ま た
,
どの 分野

に関係するデ ー タも同様な状態で あ っ た ｡ な お
,

資料は , 農業省カ フ ェ ル シ ュ
ー

フ の 事務所で得る

こ とができ
, そ れ を手がかりに して , 不足 なデ

ー

タ は
,
現地職員やF / A の 聞き取りにより得る こと

ができた ｡

技術協力の 分野と して は, 潅漑 ･ 水管理 , 営農,

水利組織である｡

水利組織の 分野で は , 端的に言えば ,
日本的水

利組織 ( イ メ
ー ジと しては

,
土地改良区) を設立

し, そ の運営を エ ジプ ト人 ができるようにな るた

め の ノ ウ ハ ウ を移転する形である ｡

日本的水利組織が果た して ,
こ の エ ジ プ トの 地

で根付 い て いくか は, こ の プ ロ ジ ェ ク ト の終了後

すぐにでは な い がわか っ てくる ことである ｡

現在各国か らの 援助プ ロ ジ ェ ク トは , 期待 され

る程 の 成果は上 が っ て い な い状況で ある こ とか

ら, 日本 の プ ロ ジ ェ ク トは他国プ ロ ジ ェ ク トと違

い が あり
_
, 期待で きるもの であるため ,

エ ジプト

琴府か らも期待されて い る ｡

こ の様な中で水利親織の 設立が , 他分野に大き

く影響す ると考える ｡

…

' な ぜ なら ,
い く ら組醜的な

潅漑施設の改善を行 っ ても, そ れ をル
ー ル に従ら

て使用 しなければ ,
施設を十分に利用 した もの と

はな らず, 反対に これまで長 い 間慣れ親しんでた

もの よりも
,
不便 を感 じて しま い , 従来 の 形に

戻 っ て しまうため であ る｡

計画的作付けも効率の よ い水利用 により可能と

なるが
,
施設 の利用 を計画的に行わなけれ ば不可

能とな っ てくる し, 施設の 有効利用には , 受益者

の協力なくしてはなら な い ｡､ その ため にも組織 を

設立 して いく必要があ っ た ｡･

(l) 軒面皮膵から

の農民参加手
法の 導入

(2) 水管理の ため

のよ民軋最化

手法の検封及

び軋魚形成の

促進

(4) 兼赦免投改修

方法の扶育

(5) 農民に 対する
よりよ い水管
理方法の括キ

( A) よ長春加に上る水
管理計画及び土地

利用計画の伴成

(8) 3 段府 の 水管 理親

耗の 設立 ( マ ル ワ

レ ベ ル ､ メ スカ レ

ベ ル
､
デリ バ リ キ

ヤナ ル レベ ル)

(C) 農民参加に
よる メ スカ

. やデ リ バ リ

キ ャ ナ ルの

改善

( D ) 作物 に適し

た水利用の

連用

(E) 農民 肋
f 主体と

なっ た水管理シ ス

テ ムの確立

(1) 土地利用計画

作成手法
_
の農

民へ の 指導

(3) 作物ごとの 必
要水i の 確証

及び師壌 レベ

ルで の遵正な

水利用の 指導

プ ロ ジ ェ クト自席

桓

Ⅰ伊 ( 荘漑改善計画) の 効率的 ･ 効果的 な

実施の ため の 上りよい手法が実証され る｡

ナイ ル デル タ にお ける水資源の 有効利用 と

農業生産の 向上力壬実現され ､

エ ジ プトの

国家経済の 発展に貢献する｡

図 - 2 プ ロ ジ ェ ク ト概要図 (事前調査団報告書 より)
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3 . 現 状

デ ル タ地帯は ,
カ イ ロ より北に25 k 皿 付近で ロ

ゼ ッ タ , ダ ミ エ ツ タ ヘ と ナイ ル 川が分岐される下

菰 に広が る平坦 な地域である｡ そ れぞれ分岐され

た直下に河川を仕切る堰が古くか ら設置されてお

り
,
こ こ か らデ ル タ地帯に巡らせ て ある大小の水

路 へ 堰上げが凍り返され平坦な地帯 へ と水が供給

されて い る｡

農民たちが , 直接的に管理状況を把振で きる水

路は ,
デ リ バ リ ー キ ヤ ナ ル

,
メ ス カ

,
マ ル ワ と呼

ばれて い る水路で ,
そ れ ぞれ幹線 , 支線, 小用水

的な水路で あり ,
メ ス カ レ ペ ル か ら マ タレ ワ ヘ の取

水は , 揚水による潅漑が行われ て い る ｡ 近年まで ,

蓄カポ ン プ ( サ キャリ ン グ) が盛ん に使われ て い

たが
,
現在は比 較的安く購入出来る移動式動力ポ

ンプに替わ っ て きて い る ｡

水路の 管理は, デ リ バ リ
ー

キ ヤ ナ ル までは国の

管理で , それより下流の メ ス カ, マ ル ワ は農民の

管理 とな っ て い る ｡ プロ ジ ェ ク トサイ ト の管理事

務所としては , 潅漑監督区が あり, そ こ で い く つ

か の デ リ バ リ ー キ ヤ ナ ル とそ の 上 の 幹線水路 を管

理 して い る ｡

デ リ バ リ ー キ ヤ ナ ル で は
,
年 に1 回程度の泥上

げや雑物の 撤去が , 国で 実施され て い る ｡

国で管理 されて い る幹線水路 は, い ろ い ろ なと

ころで波沫な どが行われ , 管 理がな され て い る こ

とがうかがえる状況で ある ｡

しか し
,
メ ス カ 以 下の水路 は, その 水路の 受益

農民たちが管理して い るが
,
親族関係 ( かなり血

族関係は強 い) で の 協力はあるもの の , 基本的に

は共同で の水路管理はし て お らず, 水路管理 には

個人差があり
,
1 路線 の メ ス カ で あ っ て も幅, 深

水と土 第136 号 20 0 4

写真- 1 デ リ バ リ
ー

キ ヤ ナル ( パ ハ ヌ ー ル 幹線用水路)

20 0 2 年2 月

写責 -

2 移動式 ポ ン プ によ る圃場 へ の 潅漑

200 1 年4 月

写真 - 3 メ ス カ (支線用水路) 20 0 1 年4 月

さも 一 様でなくメ ス カ 上流で は
,
デ リ バ リ ー キ ヤ

ナ ル からの 違法な取水が行われ ,
メ ス カ を利用 し

た取水をして い な い ため に メ ス カ の 管理をほとん

どしてお らず ,
メ ス カ の 断面が極小となり著 し い
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機能低下 が見られ た｡ ま
_
た

,
メ ス カ下流 では

, 管

理 をしても水が十分に来な い状態で慢性的な水不

足が起こ っ て い る こ とかち,
‾
メ ス カからではなく ,

排水路か ら汚れた水を直疲政水 して い おり , そ の

ため , 反復的に利用さ れた水の 塩分濃度が濃く な

り作物の生 育障害で品質の よ い作物を生産できな

い状況とな っ て い る ｡

マ ル ワ は
,
直接圃場に潅漑する水路であるため,

農民個々 の管理で行われて い た ｡ 前述したとおり

メ ス カ自体に水が充分来な い状況で あるため
,
恒

常的な水不足が マ ル ワ でも起 こ っ て い る ｡

また , 住宅地 近くの 用水路 ･ 排水路は生活 ゴミ

が投棄され て , 投棄物で水面が 見えな い 状況で

･

あ っ た｡

さ ら に
, 排水路は , 投棄物等で流れが 阻害され

て流亡 した土 な どが ヘ ド ロ と なり堆積 し悪臭 を

放 っ て い る箇所も多く見られ た｡ ま た 生活排水も

混入 して い るため , 富栄養化で ホテイ アオイな ど

の植物が水路
一

面に繁茂し通水の 支障要因とな っ

て い た｡

本地域の 住民は公衆衛生 に関する意識が低 い た

め
, 自分の 場所から流れて見えなく なる水路 へ の

投棄が自分たちにも影響があるこ とはあまり感 じ

て い な い の で
,
ゴ ミ の水路 へ の 投棄はなくならな

い ようである｡
一

部
,
市街地 の 水路では暗渠化を

して い る場所もあ っ た｡

4 . 活 動

(1)農民 へ の ア プ ロ ー チ

1 ) G r e e ti n g m e e tin g の 開催

まず
,
農民に接する第一歩と して ,

メ ス カ単位

で の ミ ー テ ィ ン グを開催することと した｡
一

路線 の メ ス カに関係する農民を農業省のリ ス

トを使 い , 現場 ス タ ッ フ ｢ フ ィ ー ル ド エ ー ジ ェ ン

ト+ 以 下 ｢ F / A + と言う) に歩き回 っ て プ ロ ジ ェ

ク ト の ミ ー テ ィ ン グ の 開催に つ い て農民に連絡を

取 っ た ｡

農業省の リ ス トはか なり雉なもの で あり , また

アラビ ア語 の ため我々 日本人に は翻訳できな い こ

とから, そ れ を英語に訳す作業も必要となり, そ

の ため すぐに現地 へ 乗り込む こ と はできな か っ

た ｡

こ の ミ
ー

テ ィ ン グ で は
, 事業実施にお い て直接

受益者をは じめと して 周辺住民 へ 事業の存在 を周

知する ことが重要であると考え, 実施 した ｡

しか し
, 彼 ら の コ ミ ュ ニ テ ィ

ー に外部か らの 何

者か が入 っ てくる こ とは非常に嫌う傾向にあるた

め
,
そ れ を踏まえて , 前も っ て面識を持 つ こ とが

必要となる ｡ 従 っ て , 十分で なくとも事業概要を

説明するため の 集まりが こ の グリ
ー テ ィ ン グミ ー

ティ ン グの ね ら い であ っ た ｡

ミ ー テ ィ ン グは
,
あくまでも挨拶程度の 集まり

と して彼 らが気兼ね の しな い 場所で の 開催を考

え
, 圃場 の そば の広場や作業小屋等で所要時間と

して は
,
1 時間程度と して実施した ｡

なお ,
こ の 時開設走に つ い て は, 彼 ら の作業時間

帯である こ と及び野外は暑 い 時期で ある こと
,
ま

た彼らが 長時間の 集まりに慣れ て い な い こ と を考

慮し, 彼 らが事業に対 して嫌悪感を抱か な い よう

にするためでもあ っ た ｡

ま た, ミ ー テ ィ ン グには , す べ て の受益者が集

ま っ て もらうの が最善で はあるが , 彼 ら の社会で

の 日常の話題の 中にも ニ ュ ⊥ ス と な る こ ともある

だ ろうから
,
遮二 無 二全員参加を強 い る ことは し

なか っ た ｡

な お
, 先 に, パ イ ロ ッ ト メ ス カ ( デ リ バ リ

ー

キ ヤ ナ ル の 上 下流域か ら5 路線を選定) を先行 し

て実施するわけでありま したが
,
プ ロ ジ ェ ク トの

おくれか ら, 日本から短期間, 招聴したP C M ( プ

ロ ジ ェ ク トサイ ク ル マ ネ ー ジ メ ン ト) の 専門家が

ミ ー テ ィ ン グより早く着任 したため , そ の ため の

プ ロ グラ ム を パイ ロ ッ ト メ ス カ で は先に実施され

た
｡ しか し, プ ロ ジ ェ ク ト の事前調査で 関係 した

農民もおり ,
そ れ ほ ど影響はなか っ た｡

ミ ー テ ィ ン グ の 数を重 ねて行くうちに, 地元 農

民の 話題にもな っ て きた ためか
,

一

度 は集ま っ て

みようとする者も見られ , ま た , 現地 パ ー ト ナ ー

( カ ウ ン タ
ー パ ー ト以 下 , ｢C / P + と い う) も説明

の仕方に なれ
,
また F / A の 活動もよくなり, 農民

の 集め方も速くな っ てきた ｡ そ れ により
一 日1 路

線 の メ ス カ で の ミ
ー

テ ィ ン グが効率よく実施する

こ とが で きるように なり, 1 日2 路線の メ ス カ で の

ミ ー ティ ン グも可能とな っ た｡ _

2 ) ワ ー ク シ ョ ッ プ の 開催

第二段階と して ,
グ リ ー テ ィ ン グ ミ ー

テ ィ ン グ

が終了 した メ ス カ の お い て
,
P C M 手法 ｢ プ ロ ジ ェ

ク トサイ ク ル マ ネ ー ジ メ ン ト+ を使 っ た ワ ー ク

シ ョ ッ プを実施した｡

P C M 手法は
,
技術協力で比較的よく使われ る手

法で大きく3 つ の 分析に お い て行われ るもの で
,

- 2 7 - 水 と土 第136 号 20 0 4



こ こ で は詳L く説明は省き た い ｡

P C M 手法は, きちんと時間をか けようとすると

最低で も3 日間程は必要となるが ,
農民を3 日間も

日中拘束すること は, 彼 らの 環境から無理と考え,

周一4 に示すような農民が抱えて い る問題点をあ

らか じめ提示してそ れらか ら5 個を選択 してもら

う形で進める ことにした｡

彼 ら の 抱えて い る問題は
,
事前調査や第一-

･

段階

で実施した グリ
ー

テ ィ ン グ ミ
ー

テ ィ ン グの 聞き取

りか ら, C /P たちと の 検討の結果で , 1 7 偶の 問題

を選ぶ に当た っ て は どの メ ス カ で も農民が 口にし

たもの を優先して , 専門家が現地を見て選び出し

た｡

まず, ワ
ー ク シ ョ ッ プ の 第

一 日巨= ま, 農民個 々

の デ ー タ収集と いう ことで
, 名前 , 年齢, 自作

･

小作
,
耕作面積

,
メ ス カ取水 の 位置 ( 上

･ 巾 ･ 下

流) メ ス カか ら の偵二援潅漑 ･ マ ル ワ か ら の 潅漑,

聴菜 ( 専業で な い場合な ど) を聞き取りする こと

と した｡

ワ
ー ク シ ョ ッ プ は集ま っ た農民たちに

,
あ らか

じめ示した問題か ら選択して もら い , その 中で農

民が選んだ数が多 い もの 5 個に つ い て農民たちに

問 い かけする形で進める こ とと し
, 前述したよう

写真 - 4 ワ
ー ク シ ョ ッ プ 20 0 2 年2 月

に長時間を掛けて の ワ
ー ク シ ョ ッ プは不可能なた

め
,
P C M 手法を簡便的に したもの とな っ た ｡

第 ∴ 日日は , 前u まで の 内容をC / P が参加農民

に説明する ことから始めた ｡ 前日 とほぼ同じ農民

が参加して い るが, 第二 日日か ら参加した農民が

理解できず討論の 中に入 っ て い けな い こ と を考慮

し
, 前 日 の 復習を兼ねて行 っ た ｡ こ の こ と により

最終的な結論まで は行き着かな い までも自分たち

の 問題と発生要因を認識するまで に空 っ た ｡

表- 1 農民が 砲え て い る聞題

1 Ⅵ屯t e T 3 b o rt a g e 水不 足

2 R o t 且ti o n s y s t e m かん がい ロ ー

テーションがうまくない

3 N o t e q u it y w a t e r di st rib 11 ti o n 不 公 平 な配 水

4 Ⅵk e d 8 i n t h e 王; a h l ･ EI N o 1 1r /くハ ヌ ー ル 水路の 雑草

5 E i g b b e d l e v el o f m e s q a 水路 底が 高い(上 流 の 底よりも)

6 S i d e 呂l o p e 払正 w e 水路側面の崩壊

7 W e e d 8 i n m e s q a メス 力水路の雑書

8 N a r m w e r o s s s e c ti o n o r m e 5 q a メス カ断面が狭い

9 N o n
･

e q 11it y w a t e r 血 st rib u ti o n ( m e B q a l e v el) 不公 平な配水( メスカ)

1 0 血占g a t 血 l な0 皿 d T a i11 a g e 排水路 か らの かん がい

1 1 N o c o o p e r a ti o n t o m a 血t a l n 皿 e S q 且 メス カ管理 の 協力がない

1 2 口ig b c o s t o f a g r ie d t1 1 r al e q 山 p m e n t 農業機材 の値段が高い

1 3 C r o p i s lo w p m c e 作物 の値段が安 い

1 4 血ri g a ti o 王I C O S t is e x p e n 8 iv e 潅漑コ ストが高い

1 5 C r o p m a r k e ti n g i s p r o bl e m 作物流通市場が悪い

1 8 出e 8 q a m a i n t e ll a n C e C O S t i s e x p e n s iv e メスカ維持管理費が高い

1 7 N o c o o p e r a tio n a 江1 0 血 g b r m e T 8 農民聞 の協力がない

1 8 C r a w 丘s b ( b b s te r) e a ts tb e c r o p ザリガニ による作物被害
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ワ
ー

ク シ ョ ッ プを重 ねるうちに , 文盲 の 農民

( 確認ほ しなオ
ゝ

つ た) が い る こ とやイ メ ー ジがわ

かな い との 農民の 意見もあ っ た こ とか ら
,
先進地

区で作成され た ビデオ テ け プが いく つ かあ っ た た

め
, そ れを ワ ー ク シ ョ ッ プの 中で見せ る こ とによ

り ビジ ュ ア ル 的効果を図 っ た｡

3) 先進地視察の実施

メ ス カ毎にワ ー ク シ ョ ッ プを実施し, 農民が置

かれて い る状況がわかり, 水路 の 改善が必要で あ

る ことが わか っ で も, 水路改善対策により実際に

メ ス カ が どの よう に改修されるかがわかな い 状厳

であるため
,
実際に出来上が っ た施設を見学する

ことにした｡

先進地は , 世界銀行で融資を受けて実施したモ

ナイ フ ア 地区を選定した ｡

選定理由は , プ ロ ジ ェ ク トサイ トか らそれ ほど

遠くなく ,
プ ロ ジ ェ ク トで想定して い る施設が建

設されて い る こ とか ら である ｡

先進地視察で は
,
先進地 の 指導担当者や施設を

利用して い る農民の 代表から説明を受け､ 実際に

施設の ポ ン プを稼働させ , 濠漑状況を見学させた ｡

参加 した農民は, 肖分たちの 実情と先進地が鮭然

と違う ことか ら, ほ と んどの 農民から見学後に半

期の水路改修を望む声があ っ た ｡

｢ 百聞は一一見に如かず+ である｡

4 ) 情報

プ ロ ジ ェ ク ト の 存在を地域住民 へ も知らせ るた

め, プ ロ ジ ェ ク ト の 概要 を番 い たP R 看板 を設置

した ｡ 容易 に作成で きる こと から木の 看板を試験

的に2 箇所設置したが, 数日 の うち に両方共跡方

もなく持ち去られて しま っ た｡ こ れ は , 本地域が

まだまだ新として木を利用して い る こ とを考えず

に い た結果である ｡ そ の 後, 鉄製 の 看板を作成 し,

プ ロ ジ ェ ク トサイ トの 周り の1 6 箇所に設置した｡

設置位置は ,
他国か ら住民の 通行が多 い道路を選

んで 決定した ｡

設置後に行 っ た ミ
ー

テ ィ ン グ等で , 看板 の 設置

に つ い て 尋ねると見たと いう返事が得られた｡ こ

の こ とか ら簡単な看板でも事案の 内容を知らせ る

手段と して は , 有効であ っ た こ とがうかがえる ｡

5 ) 組織の 設立計画

図- 3 は , 農民水利組織の 系統図である｡ 個 々

の 農家が いく つ か集まり最小グル
} プ 単位と して

マ ル ワ レ ベ ル で の 剋織W U G ( W a t e r U s e r s G r o u p)

が ある ｡ マ ル ワ1 路線 を複数の 農家が利用 して い

写真 - 5 先進地の 説明を開く農民 200 1 年8 月

写真 -

6 改修され た メ ス 力 水路

( 先進地 : モ ナイ フ 7 地区) 20 0 1 年8 月

写真- 3 プ ロ ジ ェ ク ト概要を番 い たP R 看板 (木製)

20 0 1 年6 月

る場合は ,
こ の W U G が存在するが ,

マ ル ワ 自体

受益面積が 小さ い ため 個 々 で 利用 して い る場合

は ,
W U G が 存在して い な い ｡

マ ル ワ は
, 直接圃場 へ 潅漑する水路で受益面積
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デリバ リキヤ ナル レベ ル

メス カ レベ ル

マ ル ワ レベ ル W U G

F ed e r a ti o n o f W UÅs

W U A W U A

園

WU A

W U G

贋塾t重塾

図 - 4 農民水利組織系統図

も小さ い ため ,
プ ロ ジ ェ ク トで対象とする水利組

織の 公式化には ,
こ の段階ではそ ぐわな い と考え

られる ｡

次 に
,
メ ス カ レ ベ ル で の 組織 W U A ( W a t e r

U s e r s A s s o ci a ti o n ) で ある｡ こ れ は1 路線 の メ ス

カ受益農民 の水利組織で ある ｡ 囲一4 に示すとお

り
,
マ ル ワ レ ベ ル で の W U G や 単独農家が組織構

成員とな っ て い る ｡

1 路線 には , 例外は あるもの の 面積も大きく ,

関係農家数も多 い の で組織と して十分運営できる

規模 と考え られ る ｡ 観織化 にお い て
,
農民リ ー

ダ ー の 選出には次の とおりである｡

1 ) リ
ー ダ ー

選出は , 農民集会にお い て 行う｡

2 ) リ
ー ダ ー は5 名選出する｡ 理事長1 名 ,

副理

事長2 名, 会計1 名, 運営管理 1 名 の代表者を

メ ス カ受益者 ( こ こ で は ,
地 主 ( 非農民)

,

自作, 小作は関係しな い)

3 ) 選出に つ い て は , 事業 へ の参加を前提とす

るが
,
選出され たリ ー ダ ー

の 在任期間は組織

設立まで の期間とする｡

4 ) 組織設立後は , 改め て リ
ー ダ ー

の 選出を行

う｡

5 ) 参加農民の 同意が あれ ば ,
引き続きリ

ー

ダ ー と して活動する｡

6 ) リ
ー ダ ー

の 選出にあた っ て は ,
できる限り

多く農民 に参加 してもらう｡

∴我 々 に と っ て は , あ まりにも基本的なこ と で は

あるが ,
ト ッ プ ダウ ンで物事が決ま っ てき て い る

こ とに慣れて い るため ,
道筋を決めてや らなけれ

ば農民だけで はで きな い ｡

リ ー ダ ー は
, 組織設立 に向けて ト レ

ー

ニ ン グ を

受け, 設立後 の組織運営をで きるようにする ｡ な

お
,
ト レ ー ニ ン グ に つ い て は

,
国の 機関で 開かれ

て い る研修を利用 して行う ｡

水 と土 第136 号 20 0 4

こ の 研修では ,
完全に自立 して農民だけで親織

運営ができるまで , 国の 機関の担当者が指導する ｡

F e d e r a tio n o f W U A s ( W at e r U s e r s A s s o cia d o n s)′

は W U A の 連合体 である ｡ 本 プ ロ ジ ェ ク トで は
,

デ リ バ リ ー キ ヤ ナ ル にある メ ス カ全部の W U A を

まとめて1 つ に組織化 しようと して い る｡ こ れ は ,

組織と して の最終型 である｡

W U A 設立後 ,
そ の 上位団体と して連合体 を設

立 する｡ 組織 と して は , W U A で リ
ー

ダ ー と な ら

た農民がそ の メ ス カ の 代表と して , 連合体の委員

と な る｡ また そ の 中か ら連合体の 代表を選臥し;

連合体 の 代表も組織運営の ト レ
ー ニ ン グ を受･占ナ

る｡

最終的に組織設立後に自立 した運営がで きるよ

うになれば , 水利組織分野の 目的は達成される｡

しか し
,
私 の在任期間は ,

農民の 先進地視察の

途中でタイ ム ア ッ プ とな っ た｡

5 . 課 題

農民の ため の組織づくりに農民が集まり進めて

い かなけれ ば
,
従来の 形になり

,
こ の プ ロ ジ ェ ク

トの 存在意義さえな い ｡ 従 っ て ど の ように して ,

できる限り多くの 農民を集めて 参加させ て い くか

で ある ｡ 活動では ,
プ ロ ジ ェ ク トサイ トも事務所

か ら遠く
,
フ レ キ シプ ル に動けなくプ ロ ジ ェ ク ト

関係者の都合で 活動が 日中行われて い たが , 農民

にと っ て は夕方や夜が む しろ集まり易 い の で は ,

な か っ た だろうか ｡

結果と して事前の調査を詳細 に行 い , 農民の
一

日 の 生活サイ ク ル を把握 して 時間を設定する必要

があ っ たと思われ る｡ な お ,
生 活に つ い て は ,

引

き続き調査が必要であ ると考える｡

ま た
,
先進地視察にお い て は, 詳細なイ ン フ ォ

メ
ー シ ョ ン が 必要であり , 概要を図や写真で構成

したリ
ー

フ レ ッ ト の作成も必要で あ っ たと思われ

る ｡ ま たさら には
,
視察後の 家族や友人 へ の 啓蒙

に も なる と考え られ る ｡ し か し , 作成す るに当

た っ ても, そ の ため の 資料の 入手が遅か っ た ｡

組織設立にお い ては , デ リ バ リ ー キ ヤ ナ ル 上流

域
,
下流域 ,

メ ス カ上流 , 下流で の受益地を持 つ

農家そ れぞれ にお い て メ リ ッ ト, デ メ リ ッ ト を明

確に して
,
特 に現在で も十分に水を利用 でき る農

民 へ , 組織設立後の メ リ ッ ト, デ メ リ ッ ト を理解

させなくては ならな い ｡

しか し
, 水利用の 自由度を奪われて しまう農民
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に対しイ ン セ ン テ ィ ブになるもの が必要とならな

けれ ば, 組織 へ の 参加は難し い と考えられた ｡ イ

ン セ ン テ ィ プ になるもの と しては優先的な取水 ,

徴収金額の軽減
, 計画的作付けの 作物選定の 権利

などがあると考えられる ｡

今後, 水利組織を設立 しても,_ 農民
の 意識改革

が必要と考えられる ｡

現在まで の 政府か ら の ト ッ プ ダウ ン形式で新し

い ル
ー

ル を決め られ ても, 農民はそ れを守る こと

よりも従来 どおりの ものを利用して いく方法を選

んで しまう ｡ 長 い 間培 っ た自分でやりやす い 様に

や っ て きたもの か らお仕着せ の もの は廃れて しま

う｡

人 か ら与えられた もの により, 自分たちがそ こ

の 所属 して い る こ と はわか っ て い て も, そ れ自体

を充分に自分の もの (所有) と して扱わなくな っ

て しまうの である ｡

所属 (者) 意識か ら所有 ( 者) 意識に変わ らな

くてはならな い の である ｡

そ こ で農民自身が何をメ リ ッ ト
,
デ メ リ ッ トで

あるか をきちんと把握 しなければ ならな い し
,
さ

せ なくてはなら な い と考えられ る｡ こ れ は , 定期

的な会合の 開催 , 研修 の実施 ,

一

度 きり の研修で

は
,
何も進まなく

,
反復的な研修等の実施が必要

である ｡ ま た1 サ イク ル ( 農民 へ の ミ ー テ ィ ン グ

か ら先進地視察までの 1 連の 取り組み) を短期間

で実施する ことが効果的であると考えられる ｡ 今

回は
,
少人 数で の 取り観みであ っ た ため ,

メ ス カ

毎の ミ ー テ ィ ン グか らワ ー ク シ ョ ウプ
,
先進地視

察の 最初と最後では , 時間が空 い て しま い , 関心

の ある農民からは ワ
ー ク シ ョ ッ プな どの催促 さえ

あ っ た ｡ ｢ 鉄 は熱 いうち
,
打 て+ と 同様 に農民の

関心を引き付け関心が なくなら な い うちに次 へ の

ス テ ッ プ へ と進む こ とが できるようになる ことが

必要である ｡

6 . お わ りに

異国の 地で , 資料も十分で なく手探り状態で ,

始ま っ た プ ロ ジ ェ ク トで はありま したが ,
顔 を見

て言葉で の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン が 不十分 でも ,

我 々 の 姿勢を理解 してくれ , 農民自身にと っ て利

益になる こと である ことが わかり ,
活動の 歩みも

加速 してきた感があ っ た｡

こ こ で は
, 農民に対 して の 活動状況を主 に述べ

てきま したが , 水利組織の 設立 ,
運営に関する技

術を移転する相手は , 農民で はなく , 農民を指導

して い くC / P でありま したが
,
農民水利組織を設

立する過程での 農民 へ の働きかけはす べ てC / P に

よ っ て行われ ており , そ の 活動を通 して 日本的水

利細.織
を理解させ て い く ことが できた の で はな い

かと思 っ て います｡

こ の プ d ジ ェ ク トは2 年間が過ぎたが , ま だ ス

タ ー

トラ イ ンを出たと こ ろである ｡ こ れ か らや る

べ き こ と をたく さん残 してきて しま い ましたが
,

後任 の 方 々 が ゴ ー ル を切 っ てくれる ことを期待 し

て い ます｡

こ の 報文は, 筆者が エ ジプ ト赴任中にお会 い し

た農林水産省, 国際協力事業団の 方々 や長期およ

び短期の 専門家の方 々 か ら指導や助言の 基づ きま

とめさせて い ただきま した｡ こ こ に紙面をお借り

してお礼申 しあげます｡
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1 . は じめ に

揚排水機場や幹線用水路な どの 基幹農業水利施

設は
,
こ れまで 国営土地改良事業により計画的に

整備され てきた ｡ こ れまで整備され てきた農業水

利施設の 多くが , 順次更新時期を迎 える こと にな

るが
, 施設 の 長寿命化を図り , 既存施設の 有効活

用 を実現 して い く ことが ,
■ 国民経済的視点か ら不

佐 藤 正 史
*

金 田 力
*

( M as a s hi S A T O) ( C hi k a r a I( A N E T A )

次

5 . 改修対策工法 の 選定
･ ･ … … ‥ … ･ ･ … … ･ … …

3 5

6 . S P R 工 法施工 事例
= ‥ … … ･ … … ‥ ‥ … …

3 6

7 . お わり に
… ･ … … … … …

3 8

可 欠とな っ て い る｡

こ の た め
,
今後 の 更新事業にお い て は, 施設 の

機能を確保し つ つ , 効率的に既存施設を活用 して

いく こと を主要な課題と して取組んで い く必要が

ある｡

こ こ で は, 岩木川左岸土地改良事業で施工 した

稲垣揚排水機場の樋管部の 機能診断調査と対策工

法の検討施工事例を紹介する｡
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2 . 地 区 の概要 ( 図 一

1 事業計画平面図 参照)

当事業地区は青森県の 西部自神山地を源流とす

る岩木川 の左岸地域 に位置 し, 弘前市外1 市3 町4

村 に ま たがる約1 0 ,5 3 0 h a の 水 田地帯で 県内有数の

穀倉地帯で ある ｡

か ん が い用水は岩木川 とそ の 支流である河川及

びた め池等に依存して い る が営農形態の変化
･ 地

域開発に伴う河川の 流出形態の 変化等に より
,
恒

常的な用水不足が生 じて い る ｡

ま た, 本地 区の 受益の約6 6 % を占める6 ,9 7 0 h a の

水 田は, 標高0 .3 m ～ 1 0 m の 低位部に位置し, 降雨

時 にたびたび湛水を生 じて い る ｡

加えて
,
農業用排水施設は昭和30 年代か ら5 0 年

代の 間 に造成 された もの で , 冬季間の 積雪 や日本

海から の 偏西風と い っ た厳し い 自然条件もあり ,

老朽化が進ん で い る ｡

こ の た め , 本事業及 び関連事業により , 津軽ダ

ム ( 特定多目的ダ ム) に水源を依存して不足水量

を確保し, 頭首工 1 ケ所, 稲垣揚排水機等5 カ 所及

び用水路57 k m ,
排 水路4 3k m を整備する こと によ

り
,
用水 の 安定供給と排水改良を図ると ともに ,

水 田 の高度利用等を促進 し, 地 域農業の 土地生産

性の 向上と農業経営の 安定に期すもの で あ る ｡

≡琴襲

ザ
桝

`

3 . 稲垣揚排水機場の概要

本機場は , 揚排水兼用 の ポ ン プ場であり ,
洪水

排水と かんが い 用水の 補給を行う こと を目的と し

て い るも の で あ る ｡

か ん が い 用水の 補給時は , 岩木川 か ら の 取水

(Q m a x = 4 .9 0 8 皿
3
/ s) と 出精川承小水路に 集ま っ た

排水 (Q m a x = 0 .9 0 0 m
3
/ s) を反復利 用 し, 下流 の

束俣幹線用水路 へ 送水する ｡

洪水発生時は , tJ+ 剛 lI の 水位が計画高水位に近

づ い た段階から ,
自然排水路か ら承水路 へ 分流さ

せ て 本機場か ら岩木川 に排水 (Q m a x = 1 4 .5 m ソs)

す る｡

ま た , 既 設 の 取水樋門 ･ 樋管は , ｢ 西津軽第二 期

農業水利事業+ に より昭和5 2 年度に施工され ,
造

成後約2 5 年が経過 して い る ｡

岩木Jll左岸農業水利事業で は, こ の取水専用の

樋門 ･ 樋管を, 揚水
･

排水双方の 樋管と して 利用

可能か否か , 排水時の 水利的検討を加えたうえで ,

そ の構造
･

耐久性
･ 劣化度合 い 等 の樋管部の 機能

を調査 ･ 診断した事例に つ い て 以下に述 べ る ｡

■妄 ′
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題謙 抑
単一

J 〟■Y
:ブ

輔 触こ
叫
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,!

こ
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図- 2 稲垣揚排水機場平面Ixl
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4 . 機能診断

4
-

1 . 調 査項目

稲垣揚排水機場の樋門 ･

樋管 の現況は , 既設樋

管の
一

部及び取り付け暗渠に地上権が設定され て

お らず, 樋管直上部には民家が建設されて い る ｡

こ の た め
,
全面改修は民家の 移転補償等を考え

ると得策でな い と判断し
,
既存樋管の機能診断結

果を踏えたうえで改修方法に つ い て最終的な結論

を出すことと した ｡

な お
,
施設 の機能診断に つ い て は

,
樋管部全長

1 20 .5 m ( 樋管 : 4 7 .3 m , 取付水路 : 73 .2 m ) に つ い

て調査するもの と し, そ の調査項目は次の とおり

と した ｡

①樋管内部の 目視調査 (B 2 .O m x H 2 .O m x 2 連)

L = 90 m

② コ ン ク リ
ー ト コ ア採取 4 ケ所

⑨ コ ン クリ ー ト強度試験 4 試料

④コ ン クリ ー ト中性化試験 4 試料

⑤樋管部敷高調査 (沈下調査) 1 式
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2 , 調 査結果

調 査 項 目 調査 調 査 内 容 評 価

目 視 樋管部 ○ ス パ ン 中央付 近 に底版 ･ 側壁 にか けて ク ラ 要改修

( ひび 割れ) ッ ク が横断方 向に発生 ( 深さは約 1 0 c m , 幅

1 m m 以 下)

N o : 1 の 目 地 付近に 5 ～ 1 0 m m 程度 の 亀裂が

あ り
, 底版か ら湧水確認

コ ン ク リ ー 中性化試験 ○ 表面よ り 2 ～ 3 m I n < 3 5 m m ( 0 .5 D) 健 全

ト強度 0 .5 D ( 被 り) = 0 .5 × 70 m m

コ ア 圧 縮強度 ○ 平均 3 5 N / m m
2 ( 設計基準強度 2 1 N / m m 2 ) 健 全

試験 ( ヘ ア
ー ク ラ ッ ク あり)

ア ル 骨反応 表 面 の 劣化や浮 き は見 られ ない 健 全

沈 下状況 樋管部 ○ 当初設 計図と比 較す ると 3 0 m m 程 度 の 沈下

か 見 られ るが , 樋 管全体的な沈下 と思わ れ ,

こ の 状態で安定 して い る

健 全

4 - 3 . 機 能診断結果

以上 の調査結果か ら既存樋管を評価すると , 施

工後2 5 年間を経過して い るが
,
コ ン ク リ ー ト の 強

度, 沈下 の 現状は健全であると判断できた ｡

なお
, 要改修と判定された ひび割れは , 全般的に

ク ラ ッ ク幅が1 .O m m 以 下 で安定 しており, こ れ 以

上拡大する傾向は見られ なか っ た ｡

樋管 の改修計画に つ い て は
,
こ れ ら の 結果と以

下 の事項を踏まえ総合判断した結果 , 補修して再

利用 して い く ことが有利と判断した ｡

①樋管は堤防下の 重要構造物である｡

②堤防上 は県道と して利用 され , 今後も交通量

の 増加が見込まれる ｡

⑨排水樋管の 機能も付加され
,
内圧管と して の

強度を有するもの で なければ な い ｡

④部分的ではあるが目地付近には5 m m 以 上 の ク

ラ ッ クが見られ漏水が確認された ｡

⑤樋管の部材厚は現行の樋管設計基準に対 して

不足 して い る｡

⑥樋管直上部には民家が建設されて い る

改修工法は施工性 ･ 経済性等を考え, 道路と し

て利用 され る堤防直下 (L = 2 0 m ) は補強工 法, 取

付暗渠等 (L = 7 0 m ) は 補修工法が適切であると判

断した｡

5 . 改修対策工法の選定

5
-

1 . 設計条件 (樋幹部L = 2 0 m )

前項の 機能診断結果か ら, 補強工法の 選定に当

た っ て は
, ①内面か ら補修で きる工法, (卦経済的

な工 法, (彰流化能力 を満足する工 法, ④耐力が増

加する工法
,
(参恒久的に機能を有する工法を満た

す工法を設計条件と した｡

長期的な利用 を考えた基本条件は , 柔構造樋門

設計の 手引き ( 国土 開発技術セ ンタ ー

) に準拠す

るほか
, 自動車荷重 T-25 , 群集荷重q

= 3 .5 k N / m 2

及 び樋管内水圧 を考慮する｡

内水庄作用時の設計条件を次に示す｡

- 3 5 - 水 と土 第136 号 20 0 4



(1) 設計粂件

( a) 検討ケー

ス

l l

打VL 7 . g O n

切考 水槽

T P4 . 郎( ±)

2 ､ 6 0

上境荷重10 . 0 蛸 ル
】

(T一之5 考止 日≧4 . 0 n〉

･

T P g . 8 ( ±)

肌 7 - 3 3

7 . 6 0

T P 2 . 2 8 . 3 0

l

T P 卜) 0 . 1 0 : 2 . 08

0 . 4¢

トー 止 超+ -

( b ) 1匠 定 断 面 及 び ラ ー メ ン 寸 法

T P 9 . 串O l ( 埠 頭 醜)

畑ス

H 甘 L 7 . 9 0 ( 切 替 水弓書水 位〉

T P -l . 8 8 ( 川 基 数 祐コ■ 小 ; き監殴 稚 尊 称 を 考 鹿)

5 2 . 0 0 0 2 . q O . 3 6

地 下 水 位 官L 2 . 5 ±〉

0 . 3 ¢

2 . 0 0

由. 4 0
0 □

占

.

1
.

丘
U4

5 -

2 . 比較検討

上記設計条件を満足する対策工法と して , (車内

挿管 によ る保護工 法 ( 鋼管 ,
F R P M 等 に よる) ,

②鋼板 内巻工 法
, ⑨ 内面保護工 法 (I N S 工 法 ,

S P R 工 法)･､ な どが あるが , 内挿管によ る保護は円

形と__ なり通水断面が小さくなる ため検討か ら除

き
,
次 の 3 工法に つ い て 比 較検討 し

,
対策工法 を

決定する ｡

ケ ー

ス 1 : S P R 工 法 ( 管渠更生工法)

ケ ー ス 2 : 鋼板内巻工法

ケ
ー

ス3 : I N S 工 法( イ ン シチ ュ フ ォ ー

.
ム 工法)

痍討結果

検討結果は表 - 1 に示すよう に , 堤 防直下 の

水 と土 第136 号 20 0 4

]
20 m ス パ ン はひび割れ の進行と耐力の低下が想定

さ れ, 注入 工法で は対応で き な い こ とから , 樋管

に対する内圧 の 保護と構造の 補強も同時に可能に

なる工法で補修するもの と し, 経済性 ･ 施工性か

ら管渠更生工法 (S P R 工 法) を採用 した｡

6 . S P R 工 法施工事例

S P R 工法は , 既設管路内に硬質塩化 ビ ニ
ー

ル 材

を ス パ イ ラ ル 状にか ん合しなが ら製管し ,
次 に

,

既設管路と更生管の 間隙に特殊裏込材 を充填 し

て
,
既設管路と

一

体化 した強固 な複合管と して更

生するユ法である｡
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表- 1 改修工法比戟検討変

品 ＼ 守 写P R エ 法 鋼板内巻工 法 インシュ チフォームエ法 摘要

断面

芸 ･

l'

ミ∠岩垂
一

一

＼

㌣
'
ご

･ 竺
-+ -･

-

- ;≡ き
l

【 タ
補弓包材 』二 21
_
5 ■･ m r】●血書 書 D_

5 Tt ノm )

ロ

ー

擢･
-

一 点王I t= 6
.
O m m 8 せ血 書 1 【l

_
7 8 t/ m )

2.∝
p

l l

ライナー圧 t= 3 ヰ_
5 巾 ¶

紀要

スチ
‾

･ル祁 残材き1まの込 ん E フ ロ フ ァ イ ■水野 製 ､ 村賃一里に埋 れ匂
｡

釈硬 化丁王】軍刀E 至言 ;具したライナ■- き林
ル (硬普塩ビ要# 軟体)を自走式ゼ曹 ･ 常軌 書込め 軌 時設甘栗ポ ー 体にな 圧l = より管梁一別二辰伝挿入し､ 廿内の

恥 こより放牧管内に所定の野面形状に
成形していく工法 ｡

り強度が 増加する. 水をボ イラーで加払して硬化幸せ管紫
内に新しい官費を形成 するエ 法 ｡

蜂磯

･

7K毛蟹l生. 1凹耳 ℡ニー=t l れる ｡ ;写事章作菜 のため 一E 正己エ 〉至より椎 エl王は リK 暫一生､ 中 耳任 にt■れ る ｡

･ 粗鹿係敬は ､0 瓜I q であり､ サイズダウ
ンしても闘規ない ｡

･

独自のリブ扶達がアンカ
ー

と加 美込
め 材が食い込み 更 正良 書込め材 . 既
硬膏奴が一体になり染庚が額加 する.

去る . う イナー内面は ､ なめらかなポリウレク

のフイル ムで保生されるの で読下能力カ
て

向上 する.

施工 性

製雫 頭皮 ほ ､ 年 男 5. 0
～

丁.O m 頓 l芙で施
エ スビード1ま阜い .

禍
'

百 の 研修 部方 言で尋 ホ i努力ヽ嗣 5 m Ⅶ

あるため ､ 反転挿入 長さが 長くなり. 施
エ 性で劣る｡

燈蒙性
1 8 10 0 00 ○ 円 †合5 0 (の0 0 円 58 2 ( 伽 ∝l 円 也管補強区 間18 m 当たり

(t一
00 ) (1.

2】) (3.
引) 比率

1 0 J18 8 1)0 円 / r n 1 2 7 4 5 此 円 ノm 3 白8 エコ0 0 円/ m l m 当 たりl■稽エ さ 書

評価

l虫折1生､ 取 工1王1 = t l れ も .

一里用

1段研
`

旺からIま. S P R エ )云に焉 干 罵る ｡ 穂 工性 ､青ま!再任で†良工云羞よりも笥も .

また､ 短系断面では . 天 井の直轄部た 2
～ 5% の垂れ下 がりが生じる｡

6 - 1 . 樋管内部洗浄 ( 写真
-

1 参照)

製管に先立ち樋管内の 汚れを落とすために高圧

洗浄樺 (最高圧力4 .9 M p s) と デ ッ キ ブラ シを併用

し, コ ン ク リ
ー

ト面をこ すりなが ら樋管内部に付

着した汚れを水道水を使用して落と した｡

洗浄の 順序は , 河川側 ( 上流側) から機場 に向

けて 洗浄し, 汚泥は産廃処理とした ｡

6 - 2 . 継 目地補修 (写真 -

2 参酪)

目地部は8 0 m m 〉く80 m m で カ ッ ト後 コ ン クリ ー

写真 - 1 頗 管内洗浄

トをは つ り, は つ りで膿んだ コ ンク リ
ー トを高圧

洗浄囁 で 撤去
･

湿潤状態 と し ,
注入 プ ラ グを

20 0 m m ピ ッ チ で 目地全席に設置した後, 急結セ メ

ン ト3 0 皿 皿 で 固定した｡

そ の 後, 止水剤 ( 0 丘ⅠⅩ) を手押 しポ ン プで底

版部から順次注入後 , 止水効果を確認し, 接着剤

を塗布したポリ マ
ー セ メ ントで充填した｡
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6
-

3 . 管蚕更生工 ( 写真
-

3 参照)

製管は磯場倒か ら河川側に向けて製管 し, 製管

横は自走式黎管輝を使用 した ｡ なお , 製管掃に送

り出す ロ ー ル 巻きされたプ ロ フ ァ イ ル は, 5 I n / 分

権度の速度と した｡

ま た
, 塞込め材注入 にあたり, 更生管内部に支

保工 を設置し更生管の 浮き とがり
,
変形防止対策

を行 っ た｡

塞込め材はS P R 3 号 モ ル タ ル を嘉込め注入材と

し
,
強度は材令2 8 日で3 4 ,3 N / m 皿

2以上とした｡

6
-

4 . 工 事期間

本工法にお ける樋管改修工事の所要期間は, 準

備
･ 後片付けを含め て約6 0 日と い っ た短期間で終

了するこ とが できた｡

7 . ぁ わり に

稲垣揚排水機場は平成1 3 年度に着工 し, 平成1 5

年度完成までの 3 カ 年国債工 事 (給工費約10 億lユ寸)

で建設が進められた｡

こ れまで, 西津軽二 期農業水利事業で 計画され

た排水条件は, 水稲単作と して湛水条件は3 0 c m

左し上2 4 時間以内の 排水と して い たが, 岩木川左岸

農業水利事業計画で は, 5 c m 以上4 時間以内とな

り, 直凄岩木川に排水する等大幅な排水組織が改

善さ れ 大きな排水効果が期待される｡

本磯勤 ま, 平成1 6 年3 月か ら試運転を行 い , 平

成1 6 年4 月か ら本格運用を開始する ｡

こ れまで幾度となく繰り返 された融雪時
･

台風

時の 洪水も解消され乾田化が進み , 津軽平野の新

たな農業 へ の 取り組み, そ して , ｢ い の ち+ , ｢ 循

環+ , ｢ 共生+ を柱とした2 1 世紀の 農業経営が展開

されようと して い る ｡

水 と土 第1 36 号 2 00 4 - 38

写真
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写真
-
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【報 文】

福島潟承水路工事に伴う環境との調和 へ の 配慮に つ い て
-一阿賀野川右岸農業水利事業 福 島潟承水路一

1
. は じめ に

･ ･ ‥

2 . 事業概要 ‥ ‥

3 . 事業実施 に当 た っ て の 留意点

鞄｡ Z贋A E孟護身
*

目 次

･ ･ ‥ ･ ･

3 9 4 . 福島潟承水路改修にあた っ て の 環境調査に つ い て
･ ･ ･

4 0

‥ ･ ･

4 0 5 . 福島潟承水路改修における環境配慮に つ い て
･ ･ ‥ … ･

4 2

‥ ‥

4 0 6 . お わり に

1 . は じめ に

平成13 年 の 土地改良法改正 により事業を実施す

る際には , 環境と の調和に 配慮する ことが義務付

けられた ｡ そ れ に伴し､ , 現在計画変更の 法手続中

観 戦 熟

[垂可

‥ … ･ ･

4 3

で あ る当事業に つ い て も ,
残事業を環境に配慮し

た実施内容に変更して い ると こ ろ で ある｡ 今 回 ,

当事業で実施する予定の福島潟承水路改修におけ

る
, 環境 へ の 配慮に つ い て の 取り組みに つ い て 報

告する｡

同
一

芳
一位

言諺
‡声

新潟 古 市黒色

斗

福島満 承水路

㊥

垂洩 叛 書〔 ♯* き

原 意初 期 粁 弘 一l

国
-

1 位 置図

*

北陸農政局阿賀野川右岸 農業水 利事業所 (T el . 02 5- 3 88- 2 76 1)
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2 . 事業概要

( 1)当地区の 概要

当事業地区は, 新潟平野の 北部に位置し, 阿賀

野川
,
安 野川, 新発田川に閉まれ,

･受益地の 中心

部には最も標高の低 い福島湯が位置しており, そ

こ に8 河川と5 河川を集めた福島潟承水路が流人し

て い る｡ 混 入河川 の流域 は118 k m
2 であり

,
五頭山

系か ら のl.
Ⅰ
.1 地排水区域と水田地帯

の 平地排水区域

でそ の 大部分が形成され て い る｡ そ れ ら の 排水が

流入する福島潟は , 動植物が多く生息 して おり ,

本地域の 中で 最も自然が 豊かな場所と な っ て い

る｡ その福島渇の 植生に つ い て は
,
自生北限で あ

るオ ニ バ ス や ガガブタなど環境省の レ ッ ドリ ス ト

絶滅危惧 Ⅱ類に属する稀少種が 生育しており, 鳥

類に つ い て は , 渡り鳥であるオオ ヒ シ クイ の越冬

地 としても有名であり, 平成1 4 年度に環境省で行

わ れた カ モ 科鳥類生息調査か ら はオ オ ヒ シク イ

5
.
9 7 1 羽 , 白鳥2 ,2 7 5 羽 の 飛来が 確認され て い る ｡

また
, 夏季には福島潟で 営巣する鳥も多く生息し

て い る｡

( 2) 福島潟承水路改修計画の概要

現在の福島潟承水路は, 昭和4 1 ～ 5 1 年 に行われ

た国営福島潟十柘建設事業により福島潟4 2 0 h a の

約半分である1 92 h a を締め切り1 6 8 .9 h a の 農地を造

成する際に , 千慮地 の 背後に流人する5 河川を,

直接福島潟に導く目的で築造された｡ 当事業で は,

当該干拓地の 湛水頻度を低減する ために福島潟承

水路の左岸堤防の 2 .3 4 k m に つ い て
,
0 .4 ～ 0 .5 m 嵩

上げをする計画で ある ｡

< 事業概要 >

1 ) 事業地区名 : 阿賀野川右岸農業水利事業

福島渇承水路

2 ) 事業費 : 68 6 ,0 00 千【
lJ

3 ) 実施期間 : 平成16 年10 月 ～ jlく成18 年3 月

4･) 実施場所 二 新潟県豊栄市

5 ) 工事内容 : 福島渇承水路左岸碇防の 改修

3 . 事業実施に当た っ ての留意点

福島潟承水路と近接して い る福島潟は , 稀少な

動植物が多く生息しており, 豊栄市は, 福島渇を

自然文化活動の拠点と して水の王択 ｢ ビ ュ
ー

福島渇+

と い う環境啓発施設や自然学習閣 を平成2 年に設

水 と上 策13 6 号 2 0 0 4

写真- 1 福 島渇

匿し, 自然環境の 保全を目的に活動を行 っ て きて

い る｡ こ の よう に稀少な生 態系が多く生息して い

る霜鳥裔と近接する 中で本事業を実施するにあた

り, 掛 こ留意す べ き事項は次の とおりで ある ｡ ①

原島潟は環境省福島潟
一

級鳥類観測ス テ
ー

シ ョ ン

が昭和4 8 年 に設置されて い るな ど, 国設鳥獣保護

区に指定され て い る こ とか ら, 福島濁承水路改修

工事 に際し て は野鳥に対する配慮が 必要と され

る ｡ ②福島潟周辺の 湿地 地帯 には レ フ トデ
ー

タ

ブ ッ ク新潟で絶滅危惧 Ⅰ類と され て い るオサ ム シ

類が確認されて い る こ とから, こ の昆虫 に つ い て

も, 改修箇所で の生息の 有無を確認 したうえで保

護対策を講じなが ら丁零を行う必要がある｡ ③荷

氏清周辺に は, 環境省の レ ッ ドリ ス ト絶滅危惧¶

類や レ ッ ドデ
ー タ ブ ッ ク新潟で絶滅危惧榎とされ

て い る植物が生育 しており, こ れ らに つ い て改修

箇所で の 生育を確認したうえで , 保護対策を講 じ

ながら工事を行う必 要がある｡ こ の よう に改修工

事を行う にあた っ て は , 様 々 な生態系に対する配

慮が不可 欠な状況とな っ て い る と こ ろである｡

4 . 寄島潟承水路改修にあたっ ての環境調査に つ い て

こ の ようなこ とから福島濁承水路の 改修を行う

に際し, 当事業所では, 福島爵にお い て 特に留意

す べ き鳥類, 昆虫, 植物に関する 環境調査 ( 表-

1) を平成1 5 年8月か ら
､

ド成16 年の 3 月 の 間で行 い ,

そ の 結果を基 に実施設計を希う こと と して い る ｡

な お環境調査の 結果にお い て , 以下の 点が確認さ

れて い る｡ ①鳥類調査で は, 夏季には ヨ シ が繁茂

して い る承水路にお い て ｢ コ ヨ シキリ+ , ｢ ホ オ ア

カ+ 7う
官
営巣し繁殖を行 っ て い る こ とが確認され た｡

ま た , 冬季 にお い て は, 福島滞承水路の と空 を

｢ オ オ ヒ シクイ+ 等 の 渡り鳥が群れをなして 飛 び

ー 40 一
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交 い , 承水路近くで採食 して い る こ とが確認され

た ｡ ②昆虫調査では , 福島港周辺 湿地に生息する

であろうと考えられて い た レ ッ ドデ
ー タ ブ ッ ク新

潟で絶滅危惧Ⅰ類に指定されて い るオサ ム シ類に

つ い て は確認されなか っ た ｡ こ の こ とに つ い て は ,

オ サ ム シ類は泥炭層に生息 し, 水際 の湿地帯にお

い てカ エ ル やタ ニ シ, ミ ミ ズな どを捕食する生態

か ら考えると , 福島潟承水路は矢板護岸により施

表
-

1 環境調査項目

鳥類調査
陸上 昆虫類等調査 陸上昆虫類等調査

植物調査
( 甲虫類) ( 直 し類バ ッタ･ コオロキ

ヾ

類)

ライ ン ･ セ ン サ ス 法 見 つ け採り法 目撃法 植生 図作成調査

集団分布地調査 ピ
ー テ ィ ン グ法 ス ウイ

ー ビ ン グ法 群落組成調査

ベ イ トトラ ッ プ法 植物相調査

ライ トトラ ッ プ法

表 一

2 タ カ アザミ の 概要

タカアザミ Ci r s i u m p e n d u l u m ( キ ク科卜

特 徴

越年｡ 茎 は直立 し高さ 1 ～ 2 m ｡
上 方は よく分枝する｡ 根生菓 ,

下

菓は花時にはな い ｡
茎葉は大刑長だ 円形で羽状に深裂する｡ 頭花

は長柄の先に多数 つ き花時にはぶ らさが っ て咲く｡ 総萄は卵形 ,

長 さ 2 c m ほ ど, 外 片は短く中片とともに反 り返 る｡

生育地 平地 の草原

分 布 北海道, 本州 ( 長野県以北)

花 期 夏 ～ 秋

図 - 2 環境調査位置図
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工 され て おり湿地帯が なく泥炭層で もな い と い っ

た オサ ム シ類が 生息する環境とな っ て い な い こ と

が
一

番の 理由 で はなかと考えられ る ｡ た だ し , 本

調査をオサ ム シ類が活動する4 月か ら6 月に実施で

きなか っ た こ とも
一

因 で はな い かと考えられるた

め
,
実際に工事を実施する前に これ らの 期間に つ

い て 再調査を行う必要があると認識して い る｡ な

お , そ の 他 の昆虫に関し て は特に稀少種は生息 し

て い な い と の結果で あ っ た｡ ④植物調査 で は , 新

潟県で指定して い る準絶滅危1異種で あ る ｢ タ カ ア

ザ ミ+ ( 表- 2) の 群生が確認された ｡

5 . 福 島潟承水路改修における環境配慮につ いて

前述 したとおり, 本承水路及び近接する福島潟

は自然が豊かで 稀少な生態系が多く生息 して い る

こ とか ら, 改修工事計画を以下 の とおりと した｡

(1)承水路築堤部の 部材に つ い て

既設 の福島潟承水路は , 張りブ ロ ッ ク が施 工 さ

れ て い るため
, 植生が妨げられ て い る状況 とな っ

て い る｡ そ こ で 改修にあた っ て は, 承水路と して

の 機能と経済性 を考慮 しながら ,
生態系や景観に

も配慮するため
,
植生 に よる緑化が可能な コ ン ク

リ
ー

ト ブ ロ ッ ク マ ッ トを用 い る こ とと した ｡

( 2)稀少植物の 移植等の 処置に つ い て

植物調査の 結果
,
施 工 区間 で 確認された ｢ タ カ

現 況

＼弓長ブ｡ ツ ク

計 画

張ブロック

水 と土 第136 号 20 0 4

ア ザ ミ+ に つ い て は , 環境調査の際に ,
復元する

ため に必要な種子 を採取して は い る が , 本種は多

年草の ため , 植物個体自体の移植を行う方が望 ま

し い こ とか ら
, 本種が ロ ゼ ッ ト の 状態で ある3 月

に同じような生 息環境をも つ 自然学習園に移植を

行 い
,
工事が終わり, 施工箇所が安定した時期に

もとの 生息場所に移植するこ と に より本種の 保全

を行う計画とした ｡
ま た

, 採取 した種子に つ い て

も
, 数 回に分け て 発芽させ ,

自然学習園 に植え付

ける計画と した ｡

( 3)堤防表土 の 再利用 に つ い て

堤防の嵩上 げ盛土 に つ い て は
,
現在 ヨ シ が繁茂

した状況にな っ て い る箇所にお い て は, ヨ シ の植

生を継承で きるよう に
一

度刈り払 い を行 い ,
そ の

後根混じり土と して 表土 はぎを行 っ たも の を ,
盛

土嵩上 げ施工 後の【一番表層の部分に戻すこ とによ

り
,
ヨ シ が で きるだけ早く復元 できる工法とした｡

ま た, 嵩上 げ盛土 の 搬入土 に つ い て は, 当事業で

行 っ て い る他 の 河川 の 掘削土に つ い て 透水試験及

び粒度分析を行 い 盛土材に適して い るかを判断し

利用する計画とし て おり
,
土壌改良等は行わず,

自然の 遷移に任せる こととする｡

( 4)堤防表土 の ス ト ッ ク方法に つ い て

既設堤防表土の 再利用 を図るため の 施 工方法に

つ い て は
,
ヒ シ ク イ をは じめとする警戒心 の 強 い

福島潟承水路横断図

土 羽

一
/ ヨシの 繁茂

艶 A s 舗 装

ヨシの 繁茂

ブロ ックマ ット 土 羽

計 画 改 修 断 面

園 -

3 福 島潟承水路横断図

- 4 2 -
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※図は 非越 流部の イメ
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鳥類 へ の 影響を最小化する ため ,
工事箇所及びス

ト ッ ク場所 を1 箇所に集約 し
,
影響範囲の分散を

革小化する こ とが効果的であるこ とか ら, 工事に

あたり影響を最小化できるような施工方法に つ い

て現在実施設計の施工計画で検討 して い る と こ ろ

である｡

ま た ,
ヒ シクイ等は福島潟の周辺 の 水田で落穂

や水草 などを採食する ことか ら , 既設堤防表土 の

ス ト ッ ク場所は ,
工 事箇所で ある堤防の 隣接地 と

し
,
採食地として利用され て い な い 休耕地等をで

きる限り利用する計画と して い る｡

( 5)党防改修工事時期と工事用機械に つ い て

工事期間に つ い て は ,
工事箇所が排水路と いう

こ とか ら河川管理者と の 協議の結果, 洪水時期を

趣けるた め1 0 月 ～ 3 月 の 井出水期 とされ て い る ｡

こ の こ とか ら
, 前述 したと おり , 夏季の 承水路に

お い て , 営巣 し繁殖 を行 っ て い る鳥類には工事着

手前と い う こ ともあり支障は な い と考えられる ｡

しか し, 冬季には ,
オ オ ヒ シクイ 等の 渡り鳥が 施

工 区間の 上空を群れ をなして飛び交 い , 承水路近

くで採食が行われて い る こ とが確認されて い る こ

とか ら, 工事用機械によ る
,
騒音

,
振動が鳥類に

対 し生息地 の逃避や産卵, 繁殖活動をス ト ッ プさ

せ たりする等の様々 な影響を及ぼすため ,
工事は

施工性や経済性を考慮し つ つ
,
低 ( 無) 騒音 , 低

( 無) 振動 の 施工 機械 を使用 し
,
ま た小型 の 機械

を使用するこ とにより, 鳥類 へ の 影響を小さくす

るように , 施工機械を嗣限するこ とと して い る｡

( 6)工 事実施に つ い て

工事実施にお い て ,
工事用機械や仮設備の外観

色感は ,
で きるだけ鳥の警戒色 (鳥が赤や黄色を

警戒色と して認識し忌避して い る らし い と いう生

態学上 の知見がある) を避け, 自然に近 い濃緑色

の 塗装等を施 し, 周辺 の自然景観に調和するよう

配慮する｡ ま た ,
夕刻時の照明方法の工夫

,
目隠

し網等に つ い て検討するとともに, 工事が完了し

た場合や工事途中でも所要の機能が不用とな っ た

機械 , 仮設構造物等は早期に撤去するな ど, 常 に

動植物の生息植生環境に注意を払うこ とを根底 に

お い て施工 を進め て
.
い くもの とする 0

6 . ぁ わ りに

今回改修を予定して い る福島潟承水路に つ い て

は
,
工事そ の もの は堤防の嵩上げ改修と いう小規

模 なもの であるが , 今年度実施した環境調査の 結

果か ら渡り鳥 へ の 影響や稀少植物等の生息が確認

されて い る こ と ,
ま た

,
近傍する福 島潟は ,

本地

域 の 中で最も自然豊か な場所であ る こ とから施工

に関しては十分 に環境 へ の 配慮を行うこ とと して

い る｡ ま た , 施工後には , もと の‾自然環境 へ の 復

元 はもとより
,
より

一 層豊かな自然環境に遷移さ

れ る こ とを願 い なが ら
,
こ れ か らも施工性

,
コ ス

ト縮減等を図り
,
環境 へ の 配慮にづ い て の 工法の

検討に努めて参りた い ｡

- 43 - 水と土 第136 号 20 0 4



【報 文】

県営ため池等整備事業(大瀧模)(農業用河川工作物応急対策) の環境対策につ い て

中 西 啓 介
諌

(E e k uk e N A t( A N IS E E)

1 . は じめ に

一一級河J11 の 上流部に位置する本頭首工 は , 明治

初期に築造され た空石蘇りの 固定堰で あり
,
老朽

化が 進み漏水が激 しく取水 に苦労して い たほか ,

河積 の 半分以 L を本題宵工及び堆壌土砂が阻害し

て い るため . 洪水時には溢水し, 家屋水田 に被害

を及ほすことか ら可動唯と し流路を確保 し
,
安全

に洪水を放 下させ るため の 改修工事を実施して い

る｡

写真- 1 頭首工 の 現況

写真- 2 被害の 状況

お

二二里県南執志摩県民吊農林水産 腐⊥ 部 ( T el . 059 6【27- 517 7)

水と土 第136 号 2 00 4

次

4 . 平成14 年度工 事の 状況 … ‥ ･ - ▲--･4 6

5 . 平成15 年駿 モ ニ タ リ ン グ結果- ‥ 小 ･ ‥ ‥

4 8

6 . お わり に … ･

4 9

木頭首工 の 改修に つ い て は, 本河川に残る貴重

な生態系に配慮 しながら莫施 して い る こ とか ら こ

こ にそ の 内容を紹介する｡

2 . 頭首工諸元及びエ事概要

【頭首工諸元】

受益面積 2 1I l a 受益戸数 60 戸

取 水 量 慣行水利権により0 .0 97 m ソs

現況東首工 規模 H
=

1
.
7 ⅠⅥ L = 5 3 m

計画東首工規模 E
=

1 .2 r n I ノ
=

3 9.2 m

【1 事概要】

全体計画

堰 1 本体⊥ゲ
ー ト2 門 L

= 21 .5 皿

魚 道 ⊥ 階段式 L
= 2 0 皿

護 岸 エ ブ ロ ッ ク積み護岸 A = 30 5 Ⅱ1
3

護 床 工 木工沈床 A = 5 5 1 皿i

稔事業費 2 67 ,
0 00

,
0 00 円

1 4 年慶工事内容

堰 工 本体エ ー
一

式

魚道工 階段式 L = 20 m

護岸工 プ ロ ブ タ稽護岸 A
= 11 5 m は ( 右岸)

護床工 木工沈床 A
= 3 24 r が

を実施済み

15 年度工事内容

堰 工 本体工 一式

護床工 木工沈床 A
= 1 60 m 2

を実施中

3 . 環境配慮計画

本工事箇所には国の 天於記念物 ( 天然記念物は

文部省指定) であり環境省 レ ッ ドデ
ー タ ブ ッ ク の

絶滅危惧種 (I B) にも指定されて い るネ コ ギギの

ー 44 一

企画部
長方形

企画部
長方形

企画部
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存在の 可能性が指摘され ており ,
ま た付近は鮎の

放流もなされ て い る状況であ る こ とか
‾
ら , 平成1 3

年度に ネ コ ギギ等の の 生息調査を実施したと ころ

工事箇所で約3 9 個体 ,
工事箇所の 上流下流部をあ

わせ ると
,
39 4 個体 の ネ コ ギギ の 生息が確認され

た｡

従 っ て , 平成14 年度以降の工事を実施する に際

し, こ れ ら の貴重な生態系に つ い て専門家である

学識経験者の 方々 にご指導 い た だだきなが ら環境

保全対策を実施して いく こ とと したため , そ の内

容 を以下に示すこととする｡

(彰捕獲 ･ 避難

現頭首工 直下流に生 息するネ コ ギギ の 生息場

所は ,
頭首工 改修工事の 実施により改変され て

しまうため
,
改変区域 内に生息するネ コ ギ ギを

工事実施前に捕獲 し, 避難させ る計画と した ｡

②濁水の流 出防止

濁水の 防止に つ い て は ,
仮締め切り内の排水

に当たり., 排水中
の 細粒分を沈砂槽内にて沈殿

させ るため に沈砂槽 を設置して濁水の 流下 を防

止 し
, また重機の 河道内 へ の 乗り入れを制限す

る計画と した｡

⑨ネ コ ギギ の生活史に配慮 した工事期間の設定

工事実施期間に つ い て はネ コ ギギ の 生活にで

きるだけ影響を与えな い ように ,
ネ コ ギ ギ の 非

活動期で ある冬季 (1 1 月
～ 3 月) に工 事を実施

し, 活動期である春期か ら秋期 (4 月 ～ 1 0 月)

に は ,
工事を実施しな い 計画と した ｡

④護床工等の 配慮

護床工 は水棲生物の 生防空 問を確保するた

め , 木工沈床工法を採用 しまた
,
た た き部分に

は, 木工 沈床設置と 同様の 理由か ら , 自然石を

配置する計画と した ｡

(参頭首工下流側での 州と淵の保全

工事に際して は, ネ コ ギ ギ生息地の消失を防

ぐた めに , 頭首工下流の 州と淵を保全するよう

作業ヤ
ー ド を境内地 に設け, 工事区域外の河道

内 へ の 立ち入りを制限するこ とにより, 下流 の

州や淵 の 現存する地 形の 改変 を防ぐ計画と し

た｡

⑥護岸工法の配慮

護岸工法に つ い て は , 水棲生物の 生活空 間を

確保するため , 護岸水面下 に魚巣ブ ロ ッ ク を3

段配 置し, そ の 前面及び埋め戻 し部を現場で調

達 した玉石 により覆う計画と した｡

(彰魚道の 設置

両側回遊魚等め遡上 の たや, 頭首工 右岸側 に

魚道を新設する｡ 魚道 の登り口は現況の 集魚位

置と し ,
魚道の 登り口方向を河川流水方向と平

行とする ｡ ゲ
ー トの 越 流水に変化を与え, 呼 び

水効果により右岸儲 (魚道側) に集魚させ るた

め
,
右岸側ゲ

ー ト を左岸側より2
〈
- 3 c m 低く設

定する計画と した ｡ また , 魚道の 底面には , 底

生魚や甲殻類に配慮 して現場で調達 した玉 石を

配置する計画と した｡

⑧魚道入り口付近に対する配慮

魚道の入り口部に つ い て は , 下流と の連続性

等を確保するため , 魚道登り口部分の水深を確

保 し ( プ
ー

ル) , 潜孔入り口部分の ス一口 ープ設

置等を行う計画と した ｡

(釘堰運用方法に対する配慮

頭首工 ゲ
ー ト に つ い て は

,
農業用取水時の み

起立 させ , 非取水時は原則的に倒伏させる こ と

とするすが ,
取水時にお い ても, 定期的に倒伏

させ る こ とにより土砂の 急激な流 出を減少させ

る ｡ ま た , ゲ
ー ト は 一

門 づ つ 徐 々 に倒伏させ る

こ とにより, 土砂 の急激な流下 を防止し, 濁り

度合 い を低く抑える計画と した ｡

なお
,
こ れ ら の こ とに つ い て は ,

地元関係者

にも周知す るこ とと し, 操作方法が記された掲

示板にもこ の こ と を記載しておく計画と した｡

⑲啓発活動の実施

本河川の 本地域には , 貴重な生態系が存在す

るため に濁水対策や近自然工 法等の 保全対策を

実施 して い る こ と等 に つ い て , 看板や広報によ

り地域住民や観光客 へ 周知させる計画と した｡

⑪ モ ニ タ リ ン グ

前述 した こ れら の 対応により , 本地域 の生 態

系が保全され て い るか どうか に つ い て ,
工 事中

及び供用後に ,
保全対策実施箇所及び頭首工 の

上 下流 を対象に , 生態系の分布確認調査を実施

する計画と した ｡

な お
,
こ こ で参考と して記すこ ととするが ,

法律上保護される生物と は文化庁が19 50 年 に発

行 した法律第2 14 号 ( 文化財保護法) の 定め る

｢特別天然記念物+ ｢ 国指定天然記念物+ 及び環

境庁が1 99 2 年 に発行 した法律第75 号 ( 絶滅 のお

そ れ の ある野生動植物 の 種の 保存に 関する法

律) の定める ｢国内希少野生動植物種+ があり ,

そ の ほか 条例で守られる各地方自治体が指定す

一
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写真一4 沈砂槽

写真 - 3 凶の 天 然記念物ネ コ ギ ギ

る天然記念物もある なか , 本稿にお い て は こ れ

ら の 違法採取を防ぐため に場所の 特定を控える

こ ととし て い るも の である( ,

4 . 平成1 4 年度工事の状況

次に
, 本⊥事を実施する に あたり計担1 した前述

の環境配慮計画の 11 項目を粁まえて実施した平成

1 4 年度.
L 車 の 状況 に つ い て 以下 に ′jミす こ とと す

る｡

¢)捕獲 ･ 避難

■【二番前の モ ニ タ リ ン グ時に捕猿によ る避難を

2 阿, 丁寧 の 仮締 め切り施⊥ 時に捕獲による 凶

避を1 阿実施 した｡ なお , そ の 結果に つ い て は

後述する モ ニ タ リ ン グ結果にとりまとめた｡

②濁水 の 流出防止

仮締め切り内の排水に つ い て は, 沈砂槽を設

降したもの の 借地 の 関係か ら沈砂槽の 必要量が

確保で きなか っ た ため . 濁水が溢れ出て しまう

こと とな っ た ため
,
その 対応策と して , 沈砂槽

か ら排水先河川までの 闘に5 0 皿 程度蛇行させ た

素堀水路を設置し, そ の 巾で濁りを緩和きせ た

後に河J11 に 流出させ るとともに
, 汚濁防止幕を

設置する こと により
, 濁水 の 排山防止 として の

効果が得られた ｡

(郭ネ コ ギギ の 牛晴史に配旛した丁寧期間の 設定

工事実施にら い ては
,
ネ コ ギ ギ の 非活動期に

行うため7 月上旬 に工事契約を行 い 業者と の ⊥

皐工程打ち合わせ により, 計画 どお り1 川
～

3

月 にかけて実施する ことが で きた ｡

な お , 8 月 上旬 に実施さ れた学識繹験者 , 県

水と土 筆13 6 号 20 04

写真 - 5 蛇行水路

囲 - 1 ネ コ ギギの 生活史

教育委員会との 環境対‾策に関する才丁ち合わせ に

も
, 環境に対‾する 意識を向上 させ るとともに打

ち合わせ事項 をよりうまく工事 に反映させるた

めに+二事請負業者も同席させる ことと した ｡

④護床⊥ の 配慮

水棲生物の正確空間を確保する ため , 木工沈

床を施エするとともに, た たき部分には自然石

を配置を行 っ た ｡

⑤頭首+二卜流側で の 澗の 保全

頭首⊥ F 流 で の 淵に つ い て は , 頭首工工 事の

施⊥ の ため どう して も河川 内に仮設道路を設置

しなけれ ばならな い こ とか ら改変され る ことは

間逃れなか っ た ｡

一 4 6 -



⑥護岸工 の 配慮

藍岸水面下 に魚巣ブ ロ ッ ク を3 段配 置し, そ

の前面及び埋め戻 し部を現場で調達した玉石に

より袴い 水棲生物の生活空間を確保した｡

①魚道の設置

頭首丁右岸側に魚道を新設した ｡ 魚道 の登り

∪ほ現況の集魚位置と し, 魚道 の 登り U 方向を

河川流水方向と平行とした｡ ゲ
ー

トの 越流水に

変化を与え呼び水効果により右岸側 ( 魚道側)

に集魚させる ため , 右岸側ゲ
ー ト を左岸倒より

2 c 皿 低く施工 した ｡

ま た魚道 の底面に は, 腐生魚や甲殻類に配慮

して現場で調達 した玉石を配置した｡

(釣魚通人り口付近の 配慮

魚道の 入り口 部に つ い て は
,
F 流 と の連敵性

等を確保するため , 魚道登り口部分の水深を確

保し ( プ
ー

ル) , 潜孔人り口部分の ス ロ ープ設

置を行 っ た ｡

(郭堰運用方法の 配慮

生態系に配慮するため の頗首工ゲ ー トの操作

方法に つ い て は ,
地 元 関係者に工事説明を利用

して 実施 した ｡ ま た操作盤 へ の 記載に つ い て は

現在工事実施中の ため完成時にほ実施される予

定で ある ｡

⑲啓発活動

ネ コ ギギの 存在を広く周知するこ とにより違

法採取される吋能性が あるの で, 看板 の 設置に

つ い て はネ コ ギギ と いう文言は記載せず貴慮な

生態系と記戟する予定であり, 議事録 の扱 い に

つ い て も公開する場合は , ネ コ ギギ の生息場所

が特定できな い よう注意をする ことと した ｡

⑪ モ ニ タ リ ン グ

水棲牛物の棲息に1 4 年度工事が どれだけ彰帝

を与えたか確認するため に , 平戌15 年8 月29 U

及 び9 月2 9 1+ に . た もあみ
,
潜水

,
投網によ る

魚類の捕獲 . 巨Ⅰ祝詞査を行 っ た ｡ その 結果に つ

い て は
, 後述する平成1 5 年度 モ ニ タ リ ン グ結果

に記載して い る ｡

なお , 実際の 施工 に つ い て は工事を早期に発

注したにもかかわ らず請負業者との意志の 疎通

を欠 い た こ とか ら次の 間題が 発生する こ と と

な っ た ｡

ア) 工事実施前にネ コ ギギ を捕獲
･

避難させ る

こ と と して い たが , 仮締め切り時の ネ コ ギ ギ

の 捕獲避艶の タイミ ン グがずれ たため , ネ コ

写真 - 6 木工 沈床の 設置状況

写真- 7 漁巣ブ ロ ッ ク の 設置状況

- 4 7 -

写真- 8 魚道の 設 置状況

ギギ を重機等で押 し つ ぶ した可 能性がある ｡

イ) ②にお い て , 大南時に汚濁防止幕が流され

る ことを防ぐため に汚濁防_
【ヒ幕を撤去してか

ら工事再開後の 再設置までの 時期が最短と な

らなか っ た ｡

ウ) ⑤にお い て , 当初仮設道路設置予定箇所は

T 事区域 内を計画して い たが ,
施工性 の 問題

か ら工事筒所の 外周に仮設道路を設置したた

め, 改変蚤 が最小とならなか っ た｡▲

水 と上 策1 3 6 号 2(X 旭



5 . 平成1 5 年度モ ニ タリ ン グ結果

前述したとおり平成15 年度に実施した モ ニ タ リ

ン グ の 結果 ( 本報文で はネ コ ギギ に特化する ｡)

に つ い て ｢ 表1+ ｢ 表2+ ｢ 表3+ に示した｡

こ れ ら の表からもわか る よう に, 本年度の ネ コ

ギギ捕獲量 は13 年度と比 べ 小型 の 個体にお い て捕

獲量が減少して い るが , 学識経験者の 先生 の 話に

よれ ば, こ れ は19 9 3 年 にお い ても繁殖がうまく い

か なか っ た こ と を踏まえると , 今年度も長雨が続

き冷夏で あ っ た こ と及 び今年は他の 河川にお い て

も同様な傾向が確認され て い る こ とか ら 工事 の 影

響と は言 い 切れな い と いう話で あ っ た ｡

表- 1 ネ コ ギギ の 個体数の 比 較

表 -

2 体調区分別 ネ コ ギ ギ の 捕獲数の 比 較

嶽
珊
1 J

草

軍
勢
蟹

壬 ∠ゝ

捕■獲数比較
佃平成1 3 年虔

l■ 平原1 5 年展

. 国 . 』

3 c 江】未満 3 へ′5 cIコ 5 ～ 1 0 c D〕 1 0 ～ 2 0 c Ⅱ】

体 長区分

水と 土 第136 号 20 0 4

表- 3 亨屋重量 別 ネ コ ギ ギ捕獲数 の 比 較

=] 0

8 D

凝
6口

車
空
4 L〕

2 0

一義3 湿重量別ネコギギ捕
獲数比較 屈 平成1 3年度 !

平成1 5年嚢.
l
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】
】
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～

5 g 5
√
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～

湿重量区分
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6 . ぁ わ り に

環境に対する工法は確立され た工法はな い こ と

から
__
, ある ひと つ の 工法を実施するか どうか

,
ま

たそ れらを どう組み合わせるか を決定するまでが

重要とな っ てきます｡ 本 工事で実施 した方法も実

際に正 し い か どうか は モ ニ タ リ ン グを重 ね て み な

現地調査

工 事 に よ る

影響の 予測

保全対策 の 検討

工 法 の 検討

事業の 実施

モ ニ タリン グ

( 事後調査)

保 全 対策 の

効果 の 評価

フ ィ
ー

ドバ ッ ク

い と わからな い面が多 い の も事実です｡

本事業は現在施工 の 真 っ 最中であり本報文で示

した10 の 環境配慮項目を実施するこ とにより どれ

だけ環境 へ の負荷が軽減されたかに つ い て モ ニ タ

リ ン グで確認 し, そ の 結果を次年度以降の工事や

そ の 他の 工事 へ 反映して いく ことが重要で あると

い えます｡

ケ ー

ス ス タディ

図 -

2 環境対策工法決定 の 流れ

ー 49 - 水 と土 第136 号 20 0 4
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1 . 事業 の 概要

家下川放流工 における環境 へ の 配慮に つ い て

目

…

5 0

2 . 環境 (景観) へ の 配慮 に つ い て の 課題と 対応
… …

5 0

3 . 放流工 の 構造
‥ … ‥ … ･
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1 . 事業の概要

国営新矢作川用水農業水利事業は
,
昭和3 7 年度

に完了した国営矢作川用水農業水利事業
,
昭和53

年度に完了した国営矢作川第二農業水利事業で造

成された ダム や幹線水路 ,
お よび昭和63 年皮に完

了 した国営矢作川 総合農業水利事業で造成された

幹線水路等の 国営造成施設の
一

部 に つ い て施設更

新を行う事業である ｡ こ れ ら の施設が老朽化する

とともに
,
周辺 で都市化が進展 し, 開水路 へ の ゴ

ミ の不法投棄や藻の 繁茂など
,
安定取水の 阻害要

因になるとと もに , 維持管理 に多大な労力を費や

して い たため
,
用水 の 安定供給及び維持管理 の軽

減を図るため
,

∴平成6 年度か ら既存国営造成施設

の更新改修を行う国営事業と して開始され たもの

である｡

事業の 内容は
,
基本的には既存の 開水路を取り

壊 し, 元 の 水路敷地の 地下 に パイ プライ ン化 して

埋設する工法により施設更新するもの である｡

また
,
比較的媛やか な地形勾配を利用したオ ー プ

ン タイ プ の パ イ プライ ンであるが , 概 ね2 m 前後

の水頭ア ッ プが可 能と な っ た こ と により, こ れま

でポ ン プで しか潅漑でき なか っ た 地域 の 相当部分

を自然庄 の みで潅漑でき るように なるとと もに
,

ポ ン プ で しか 潅漑できな い地域に つ い ても, か な

り の 電気科を節約する事が可能にな っ て い る ｡

ま た ,

一

部 の施設に つ い て は
,
老朽化の度合 い に

よ っ て は元の 暗渠やサイホ ン をS P R や E P R な どの

管更生工法や , 鞘管挿入工法なとにより , 全く新

しく作り直すよりも安価に東生すると ともに ,
そ

*

東 海農政局新 矢作川用水 農業水利事業所 ( T el . 05 66- 7 4- 73 2 7)

水 と 土 第136 号 20 0 4

松 尾 浩 司 *
(E oji M A T S ロ0)

次

4 . 放流工 に お ける景観 へ の 配慮 … … … … ･ … … ‥ … …

5 1

5 . その 他 の 環境 と の 調和 へ の 配慮 … … … ･ … … … … ‥

5 6

6 . 終 わり に ‥ … … … ‥ … … ‥
,

… … ‥ … ‥ ･ ‥ … … ･5 8

れ らの 工法による断面の 減少に対処す べ く ,
不足

する分だけの バイ パ ス管水路を ,
さ ら に地下深く,

或 い は別 ル ー トで設置するな ど, 極力事業費の 縮

減に努めて い ると ころである
‾
｡

2 . 環境 ( 景観) へ の野慮につ い ての課題と対応

しか し
,
こ れ ま で の 三面張 コ ン ク リ

ー ト製で

あ っ て も, 開水路であ っ た幹線水路を地中に埋 め

て しまう事業であるた め, 周 辺 の 住民にと ら て は

水辺空 間 の喪失感を与え, ま た , 管理者にと っ て

も農業用水利用者や地域住民がそ こ に幹線水路が

あゃこ とを忘れ , 管理作業 へ の 理解度を低下させ

かねな い 問題を持 っ て い る ｡

本文では, 当事業の 中で最も早く概成 した豊田

市の 上郷 ( かみ ごう) 幹線水路の うち, 最大の 地

上施設である家下川 ( や したが わ) 放流工 (図1)

豊田市

Jl

G )

① 』 8 k m

- ■50 -

愛知県

園 -

1 家下川放流工位置図



写真
-

1 家下川放淀 丁航空写真

写真叶■央下 が放流+ ∴ :左が 中頃バ争水場 と柳川漸公臥 右が家下川｡

左
_
トニの 河川 は矢作川｡ 写真上方が南方向｡

の 施 工 に際し , 外観等 に つ い て周辺の 田 阻景観

(環境 の うち対人的な領域) と の 調和 に配慮した

検討結果等に つ い て 記述する ｡ ( 写真1)

こ の 近隣住民や隈漬する豊田市の 運動公園であ

る柳川瀬 ( やながせ) 公園の 利川音にと っ て , 住

道感 の少 な い馴染みやす い も の とするため , 地 元

佗民 へ の ア ン ケ ー トな どを元 にした展観 に配慮し

た施設設計を行 っ たうえ
, 放流⊥ 及び付帯施設を

平成13 年慶に概成させて い る の で
,
十 地改良法改

正による環境と の 調和と の 配慮規定が制定され る

直前の 経緯をまとめる こととする ｡

本文により, 親水水路な どの 環境と の 調和 へ の

配慮が考え易 い もの だ けで はなく
,
どう しても コ

ン ク リ ー ト構造物な どの 人工物 を作らざる を待な

い場合にも, 景観と い う対人的な環境 へ どの よう

に配慮す べ きか の 検討材料の 一 助 になる こと を希

望 して い る ｡

3 . 放流エ の構造

上郷幹線水路の 最下流部に位置 して い る家下 川

放流工の 主な役 熟ま, 卜流 の需要 に答える べ く上

流にある細川頭首工 か ら大量の 柑水が供給された

ときに , 予期せぬ降雨等で F
一

流 で の奮要が急激に

減少した場合に , 余 っ た水を安全に家下 川 へ 放流

する こ と で ある ｡ ま た
,
構造的な特徴と して ,

ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト構造 で ある L 郷幹線水路が開

放流工 に流入した箇所に, 上流支線 へ の用水供給

に必要な水位を保 つ ため の チ ェ ッ ク 工 の役割 を担

うため の ク レ ス トを有して い る｡

さ ら に
, 節夫作川用水地区では年間を通 じて 最

大量を通水する期間が 少な い の で , 通常は8 0 % 程

度以下 の 水境が流れて い る時期が大半です｡ その

ため
,
8 0 % ま で の 水星で はク レ ス トをオ

ー バ ー

フ

ロ ー し , そ れ 以上 の 流量 のときは ク レ ス ト の 下 部

にあるゲ
ー

ト の 開放操作に より, 10 0 % ま で の水量

を高速に流 トさせ る構造を, こ の 家下川放流 T も

含めた当事業で造成する大半の チ ェ ッ ク 工 が有し

て おり , 構造物の 規模縮小によ る事業費の 縮減に

努めて い る｡

4 . 放流エ における景篭昆へ の配慮

しかし なが ら
, す で に隣接する中切水源浄水場

の タ ン クが威圧感を周辺に与えて い る情況の もと

に
, 下流 の 水頭を確保するため に大きな扇を伏せ

ー 51 一 水と
_
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2 家下川放流工平面図

図面左下が上郷幹線水路 の 上流｡

た形の 地上高3 .9 m の 放流工が 田園地帯に突然姿を

現すこ とになり , 近隣 の新興住宅地の 住人や
, 隣

接する柳川瀬公園の 利用者にと っ て , 田 園風景の

中に巨大な人工構造物が現れる こと は, 違和感 ･

威圧感を感 じさせ る こ とになる｡

そ の ため
, 同放流工 の 周辺整備検討業務にお い

て は
,
下記 の点に留意して放流工 の 外観や

,
付属

施設で ある管理操作棟の外観を検討 した｡

1) 豊 田市 の 環境基本計画等における地域の位置

づ けを確認したと こ ろ
,
開放的景観 を保全する

田園工業ゾ ー ンと して 位置付けられ て い る｡

2 ) 上 郷幹線水路周辺 の 集落で2
,
0 0 0 件 ( 回答率

67 %) , 家下 川放流工近隣の集落である川 田地 区

で 6 0 0 件 ( 回答率1 0 0 % ) の 地域住民 へ の ア ン

ケ ー ト調査 を行 っ た結果
,
住民が こ の 施設周辺

に求めて い るもの は, 公園的整備であり
,
公園

と同等の 維持管理 を希望して い る｡

3 ) 周辺 の現況景観状況を確認し, 既存 の 浄水場

の タ ンク が
, 田 園風景の 中で威圧感を放 っ て お

水と土 第136 号 20 0 4

り , 隣接する放流工 の 威圧感の 軽減が重要｡

4 ) 隣接する柳川瀬公園や , 県営水環境整備事業

畝部 ( うね べ) 地 区 で 造成さ れた柳川 瀬緑道

( せせ らぎ水路) と の調和

5 ) 柳 川瀬や放流工 へ の 動線

さ らに
, 近隣の 新興住宅地 の 複数地点から の 放

流工 の 見え方をシミ ュ レ
ー

シ ョ ンする な どして ,

どの 範囲から の 視線が放流工 に注がれ るかを検討

した ｡

上記をもとに検討し, 放流工本体の 外観は
, 単

色 カ ラ ー 塗 装 や
,
色柄 ペ イ ン ト タイル 張りと比

較 した結果, 縦方向に外幅50 m I n X 内幅4 0 m m x

探 さ2 0 m m の 縦 ス リ ッ トを走らせ る レリ
ー

フ にす

る こ とにより
,
単断面積 を縮小 して特 に横方向の

威圧感を和らげる外観と した｡

ま た
, 管理棟 の形状に つ い て は , 注 目を集め る

こ とにより, 逆 に巨大施設である放流工の 威圧感

を更に和 らげ, か つ 柔らか な印象を与える形状で

ある円筒形と した｡ さ ら に, そ の屋上 には放流工

ー 52 -
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3 豊田市境墳墓本計l血は り

●水路上部 の溝用方法 (複数回 数) 一 散歩 ･ 遊歩道 が1 位

全体

●水路上部 に設置 し た い 施設 (複数回 数) 一 花埋 が1 位

図
-

4
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1 ア ン ケ
ー

ト結果1
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●水路上部の 維持管理作業 へ の 参加に つ い て

全 体

/

確
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n
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●維持管理 に 関する組織 の 必要性 に つ い て 一一

全 体
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一 地域 で役割 を き め る が半数以上

川 田 地区

8 上 t中主相 法 しと く辛 い

ロ b 8 1 ら允l l

ロ モ 咄

公園等と同等 の 維持管理 へ の 希望が 多数

川 田 地区
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図 - 4 - 2 ア ン ケ ー ト結果2

視点 A

視点B
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写実- 2 放蕊⊥ 施⊥ 前 の 浄水場 タ ン クの 状況
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軌川瀬緑道

梯川瀬公園

写真 -

3 柳 川瀬公開と柳川瀞紐道

[日 放血 エからの 昏岸 玉 的 2 2 0 M

視点噂¢

ト

【司 放 水工 からの鹿 # ⊆ 釣 1 8 0 糾

t 魚篭 X を通り過ぎるこ とによ匂放水エの全兼が見え るよ

うになる｡ 東面左鵡に妊中切水意声巳水囁の タ ンク が見え

る｡ 掛 違沿 いの 舶 に おい て ､ これ より先は梵全に 放流

エが見 えるようになる ｡

･ & 逮沿 い に設定 した各視点と放水工とのう那こl も鵠り出

した彰 で克つ 住宅 X は . 放水エの 見えがかりに大書なゼ

事を及!ます著真の内の 一

つ である . 視点坤 2 3 の 写兼は

こ の塊点 とr王ぼ同義件の 責蝕で ある .

同
一

5 - 1 視 点 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン
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木立によリ

サ l ◎暮られる点

放水工可視イヒ領域換言寸囲

図- 5 - 2 可 視化態域検討囲

本体およ び背後に広が る 田園風景が3 60
0

見 渡せ

る場所を設け , 小学生等の 見学者 へ の説明時に頻

繁に利用して い る ｡

ま た
, 見学者 の 盛上 へ の 動線と, 管理者の 1

･

2

階の 倉庫 ･ 操作室と の動線を分粧して , 放流工本

体 へ の 不用意な佳人を防止する こ とにより. 施設

間放と安全管理 の確保の 両立 にも努めた ｡

さ ら に , 管理棟の外観は , 特殊樹脂化粧型枠 ＋

塗装 ( A 案) , 特殊樹胎化粧型枠によ る凹 凸仕上

げ ＋ 塗装 ( B 案) と 比較 し, 隣接する柳川瀬公園

の緑地と調和し , 最も経済的で ある単純な円筒形

の コ ン ク リ ー

ト打放 し ＋塗装 ＋豊旧市の 花である

ヒ マ ワ リ の イ ラ ス ト を デ ザイ ン仕上 げで 拭くこ と

とした｡

ま た ,
イ ラ ス トと 2 階操作室の 窓位置の 関係か

ら
, 図らずも コ ミ カ ルな〔り象を与えて い る｡

5 . そ の他の環境との親和 へ の配慮

当事業で は ,
こ の 他に, 地 下埋設管水路の 上部

用地に つ い て , 従来の ように管理川道路だけを設

水と 土 第1 3 6 号 2 0 0 4

置する の で はなく, 周辺住民や地元自治体の 要嘗

に合わせ て , 支線水路の
一

部を水面が見え るよう

な ｢ せ せ らぎ水路+ と して 設置したり, 遊歩道の

設‾置や植栽な どしたりする ( 以 下 , ｢ 上部利用+

と いう｡) こ と と して い る ｡

上部利用 に つ い て の 当事業で の先駆けは , 西尾

市の 六 ツ美幹線水路周辺にお い て . 地域住民の 発

意から通学路や地域 の 憩 い の 場として 整備した い

と の 運動が高まり ,
地域か ら調達 した資材を住民

肖らの 労務により施⊥ した ｢ ふ れあ い の 迫+ が ,

平成1 2 年度 に概成し て おり, 地域住民に よ る ｢ ふ

れあ い の道を育て る 会+ も結成され . 現在 で も頻

繁に草取りや花の 管理等が 掛 ナられると共に, 地

域のイ ベ ン ト会場と して 活発に 活用され て い る ｡

ま た . ｢ ふ れ あ い の 道+ の 直上菰の 地 区にお い て

も, 住民によ る ワ
ー

ク シ ョ ッ プ形式の 整備構想 の

策定を昨年から進め て おり ,
さ ら に他の 地区に お

い て は地元自治体の 公園課が管理する前提で の 実

施設計も進めて おり, 地 域 の ニ
ー ズ に合わ せ た と

吾抑J用を推進L て い る. -

- 5 6 -



叫
q

■
仰

図 - 6 - 1 管.埋棟A 案

蓄

図 一

6
-

2 管理棟B 案

囲- 8
- 3 管理 棟最終案
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憑

誉

写実- 4 - 1 管理棟近景

写真 - 4 - 2 徹りIl蘭公 園か ら見 た管理棟

水と土 第1 3 6 号 2 0 04

6 . 終 わりに

最後に , 当事業は昨年の 12 月1 8 日 に足掛け4 年

に亘る計画変更を確定し, 農業用水再編対策事業

( 地域用水機能増進型) に移行され, 末端受益面

積要件か ら当初は国営事業によ る更新対象とでき

なか っ た路線 を追加すると共に , 地域住民等の 求

め る整備水準に合わせ た上 部利用の整備 を, 県営

地域用水環境整備事業 , 団体宮地城用水機能増進

事業と
一

体 とな っ て整備するこ ととして , 関係機

関と協力して事業推進を行 っ て い る｡

ー 58 -
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【報 文】

軟弱地盤 ( N 値 = 0) の沈下防止に対応した内圧管の長距離 ･ 曲線推進疲術

山 田 敏 美 * 坪 池 義 夫 * *
( T o si m i Y A M A D A ) (Y o si o T ロB O I E E)
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1 . は じめ に

推進工法は, 工場で製造され た推進管の 先端に

掘進機等の 先導体を装着し, 後方 の発進立坑内に

設けた元押 しジ ャ ッ キ の 推進力を推進管列の 最後

端面に伝達するこ とによ っ て , 推進管列 を地中に

埋設 して い く方法である ｡ 近年は, 切 羽 の 掘削を

機械によ っ て効率よく行う密閉型推進工法が主流

とな っ てきて い る｡

推進管列を地中に埋 設する推進力は , 掘進機先

端の 面板 にかか る先端抵抗力と , 管 の外周面と周

辺地盤の 摩擦抵抗力による周面抵抗力により構成

されて い る｡ こ の管 の外周面に働く周面抵抗力は,

推進延長に比例 して増大して いくため に, 長距離

の推進施工を困難に して い る｡

ま
､
た

,
曲線推進施工 にお い ては ,

曲線内側の管

端面での 推進力伝達と なり, 内側 の 部分的な接触

により管端面にひび割れや破損が発生 したり , 回

転力により管列が計画曲線の外側 にせり出すと い

う問題がある｡

こ れ ら の 問題 を解決するために , 低推進力で計

画曲線を確実に造成できる技術と して ,
ア ル テ イ

ミ ッ ト工法 ( 長距離
･

急曲線推進工法) が開発さ

れ
, 多くの 難工事を克服 して きた ｡

今 回 , 児島湾周辺農業水利事業の
一

環 と して ,

用水路と し て の 管水路布設工事 に本工 法を採用

し
, 厳 し い 土 質条件下で地中環境を保全しなが ら

推進工事を無事完成する ことができた ｡

以 下 に , 本工 事の 概要, 課 題と対策及び施工結

*

株 式会社 間組藤 田錦作業所
* *

機 動建 設工業株 式会社広 島事務所
* 毛 * ク ラ ウ ン エ ン ジ ニ ア リ ン グ株 式会社 (T el . 03- 34 38- 1 333)

金 子 正
一 * * *

清 野 敏 治
* * *

(S h oiti E A N E I( 0) (T o si h a r u S EI N O)

4 . 施工 結果
‥ … … ･ … ･ … ‥ … ‥ … … ‥ ･ … … … … … … …
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5 . お わり に … ‥ … … ‥ … ‥ …

｢
‥ … ･ … ･ … … … ･ ･ … … … ･

6 3

果 に つ い て紹介する｡

2 . エ 事概要

児島湾周辺農業水利事業は , 岡山市南部の児島

湾周辺の 2 市1 町にわた る4 ,8 2 0 h a を 受益地と し,

農産物の 需要調整 に対応で きる汎用耕地化の た

め
, 用排水施設を再編成

･ 再整備 し
,
排水と水利

用 を合理化 して地域農業経営の合理化と安定化を

図る こと を目的と して い る ｡

本 工事は , 児島湾周辺農業水利事業の
一

環 と し

て
, 藤 田幹線用水路の 管路工事 を推進工法で施工

するもの である｡

計画路線は , 国道30 号線と直交する市道に設定

され ,
そ の沿道には新興住宅が並び, 既設下水道

管渠や 国道付近の 旧堤防下通過等, 平面線形及び

縦 断線形 に い く つ も の 拘束条件が 課せ られ て い

た ｡ 更 に , 市道通行 へ の 影響を避けるた め , 発

進 ･ 到達立坑 を道路敷き外に設定し, 曲線推進を

採用 した ｡ 当地 区の 地 質は粘性土 で N 値0 の 軟弱

地盤で
,
先行の 推進工事実績で は, 地盤変動の 兆

候が見受けられたケ
ー

ス もあり, 本工事では , 推

進工法用 ダクタイ ル 鋳鉄管外径よりワ ンラ ンク小

さ い シ ー ル ド マ シ ンを選定し
,
推進管外径と同径

と する改造 によりテ
ー

ル ポ イ ド の 厚さ を小さく

し
, 崩壊を極力抑えて地盤沈下の 招来が少なくな

る工法を選定した ｡

工事の 内訳は以下 の 通りである
‾
こ

推進延長 : L = 4 1 4 .04 m

曲線半径 : R = 4 0 0 m (2 カ所)

管 材 : ¢1 10 0

推進工法ダクタイ ル鋳鉄管 ‾

土 被 り : 6 .3 ～

7 .7 m

ー 5 9 - 水 と土 第136 号 20 0 4-
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土 質 : 姑性土

N 値 : 0

地下水位 : G L - 1 ,0I n

l挺 Il氾

♂｢ i ゝ

B C t 【ヨ:l

R
=

◆(巾

グ ミゝ
到達立坑

日田 E C 2 ｢ ｢

図一1 路線図

3 . 推進施工の課題と対策

3 - 1 . 軟弱な粘性土内の推進施工

(1)課 題

現場 の 地質は, 地表より1 1 m 付近まで N 億
= 0

と非常に柔らか い 粘性土で構成されて い る ｡ 従来,

掘進機外径を並進管外径より大きくし, 推進皆の

外周にテ ー ル ポイ ドを形成して周辺地盤と管外周

面の摩擦抵抗力を小さくし, 周面抵抗力を低減さ

せ る方法が採用 されて い る ｡ テ
ー ル ポイ ド の厚さ

が大き い ほ ど
,
周囲抵抗力 を小さくで きるため,

多くの推進工法で は テ
ー

ル ポイ ドの 厚さを比較的

大きく計画して い る の が現状で ある｡

しか し
,
上記 した土質条件で は

,
大きなテ ー ル

ポ イ ドを長期間にわた っ て鯉持するこ とは困難で

あり, テ
ー

ル ポイ ドの 崩壊が上灘地盤の沈下を招

来することが懸念された ｡

ま た, 非常に柔 らか い 粘性土である こ とか ら ,

切羽部の 自立 は期待できな い ｡ 掘進機チ ャ ン バ
ー

内 の僅かな圧力変動によ っ て切羽面が崩壊し, 土

砂がチ ャ ン バ
ー

内 に流れ込み ,
地盤沈下を招来す

る危険があり, さ らに , チ ャ ン パ け 内に流れ込ん

だ土砂によるチ ャ ン バ ー 内園塞も懸念された｡

(2)対 策

(D 必要最低限の テ ー ル ポイ ド

曲線施工 にお い ては ,
曲線に見合う拡幅余掘

りが必要と なる ｡ しか し, 地山が安定 して い な

･ い と, 拡幅部より管頂部の崩壊 ,
管列 の外側ズ

レなどが塁念される ため, 最低限の拡幅量で計

画 し ,
テ ー

ル ポ イ ド の 厚 さ と して は , 片側

1 2 .5 m m と した ｡ さ らに, テ
ー ル ポイ ド の 崩壊

を防止するため に, 空隙 へ の 自動滑材充填を計

画した｡

水 と土 第13 6 号 20 0 4

写其 - 1 泥水式掘進機

②泥水方式の採用

本施工位置は前述 したとおり, 自立 しな い 軟

弱な粘性土であり , 切 羽及びチ ャ ン バ
ー

内 で の

圧力変化は, 切羽の 崩壊を招来する危険性が あ

る ｡ そ こ で , 送泥, 掘削, 排 土が
一 連 の環流系

統と して シ ス テ ム 化され ,
切羽面 の 安定した加

圧及びチ ャ ン パ
ー 内 の圧力変動の 少な い泥水方

式を採用する ことと した｡

⑨地表面の 沈下計測

テ
ー

ル ポイ ドや泥水庄 の維持管理が適正に進

め られて い るかを確認するため に, 推進方向に

は5 m ピ ッ チ で地表面 に測点を設け, 推進開始

とともに掘進機の現位置に合わせ て前後の 測点

の レ ベ ル 計測を継続的に行うこ とと した ｡ こ れ

により ,
推進施工 に伴う地盤沈下 を早期に発見

し
,
そ の 防止対策を鮨確 に行う こ と も可 能と

な っ た｡

3 -

乙 長距離推進施エ

(1)課 題

軟弱な粘性土 におけ る長銀離推進施工 で あるた

め , 前述 した とおり上 部地盤沈下 の 危険性か ら

テ ー ル ポイ ドを必要最低限としで確保した こと に

より, 周辺地盤を締め付けるこ とと なり周面抵抗

力 (推進力) が増大する こ とが予想された ｡

( 2)対 策

推進施工時の 周辺地盤の締め付けによる推進力

の 増大を低減させ るためには , 掘進機から発進坑

口までの 管外周に形成された テ
ー ル ポイドに良質

な滑材を均等に充填 し, 長期間維持する ことが必

要となる ｡ しか し, 注入され た滑材 は地下水で希

釈されて劣化し, その 効果を持続 しにく い と い う

問題があり, こ の 間題を解決するため に, 自動滑
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材充填シ ス テ ム ( U LI S) を導入 した｡ 自動滑材充

填シス テ ム とは , 一次注入と二 次注入を基本とし

た シ ス テ ム で , 一次注入は推進管と地LL】の 間際分

( テ
ー

ル ポ イ ド) に滑材を連続 して 注入 し, 二 次

注入は注入上限駐と注入時間を設定して 自動的に

注入する シ ス テ ム である ｡

滑材と して は , 謹選力の低減に多くの実演をも

つ 一

級性滑材 ( ア ル テ イ
ー K ) が採用され た｡ な

お
,
ア ル テ イ ー K は地中環境を保全する中性の 滑

材である ｡

3 - 3 . 曲線推進施工

(1)課 題

推進管の 管種選定に つ い て は , 推進管内には圧

力水が流れる こ とを考慮 し継手部の水密件に優れ

た 内圧管が必要となる ことか ら, 継手部の 永常性

に実額のある ダクタイ ル管が採用され た｡

しか し, 本工事 の堆進区間には , R = 4 0 0 皿 の 曲

線区間が2 カ 所ある ことか ら, ダ ク タイ ル 管の 場

合は管長がL
= 4 .O m と

,

一 般の 下水道分野で多〈

用 い られ る鉄筋 コ ン ク リ
ー ト管 ( ヒ ュ

ー

ム 管Ⅰノ =

2 .4 3 皿) より長 い こ とか ら , 曲線区間 におけ る管

熊手部の屈曲が課題とな っ た｡

( 2)対■ 策

本工事で採用 した掘進機は, 中間部に曲線造成

ジ ャ ッ キを装備 した屈曲機構により, 計蘭曲線を

確実に造成で きる構造とな っ て い る ｡ ま た, 掘進

機に後続する推進管に は, 掘進機が造成したト ン

ネル 坑に自在に追随させ るため の , セ ン プ ラカ
ー

プ シ ス テ ム が導入された｡

セ ン プ ラ カ ー プ シ ス テ ム とは, 雄進管の継手部

の 上 下対称位置に雄力伝達材 ( セ ン プラリ ン グ)

を設置し, 推進力を管の 中央部分で伝達するため,

管に回患力が発生 しにくく , 隣超する管端両が揺

蝕 しな い と い う特徴を有 して い る｡ ま た ,
セ ン プ

ラリ ン グは, 塑性領域の広 い 低発泡の ポリ ス チ レ

ンな どが用 い られ , 推進力 を管の中央部分の 広 い

範囲で伝達するとともに , 自在にト ンネJレ坑 に追

随して い く構造とな っ て い る ｡

セ ン プ ラリ ン グの 設計 に当た っ て は , 設置する

位置 で の 推進力の 大きさと推進管の 祈れ角 によ

り, 種類, 設置面橡. 厚さ及び縮み量が計画され ,

施 工時にはその 結果 を基 に薄m かく曲線管理が行わ

れる｡

推進管 には, 継手部で 屈曲が可能な U 形推進工

法用ダクタイ ル管 (植込みボ ルト レ ス タイプ) が

採用され , 挿 し口外面に溶接したフ ラ ン ジと受口

の推進力伝達部の上
‾F の 対象位置にセ ン プラ リ ン

グが装着される ｡ ま た ,
ダク タイ ル管 の 各継手部

に設置される セ ン プラリ ン グ の 計画縮み量に合わ

せ て
, 挿し口外蘭に洛揺するフ ラ ン ジ位置の調整

が 計画された｡

セ ン プラ リ ングが装着さ れ て い な い 推進力伝達

郡の 両サイ ドには, 土砂な どの 噛み込みを防止す

るため, セ ン プラリ ン ダに支障がな い ように , 強

度の 小さ い ソ フ トリ ン グ の設置を計画した ｡ さら

に
,
自動滑材充填シス テ ムを実施するために ,

注

入孔を設けた ダクタイ ル管が計画された｡

4 . 施 工結果

前述 した主要3 項目の 対策を周知徹底して, 厳

し い 土 質条件下の 推進施⊥ を精度良く完了させる

ことが で きた｡ 以下に, 各項目の 施工状況に つ い

て 報告する ｡

4 - 1 . 軟扇な粘性土の推進施工

必要最低限 に設けられたテ
ー

ル ポイ ドには, 前

述 した U L I S に より推進施工 と併行 して滑材が均

等に充填されて ,
テ

ー

ル ポ イ ドの 崩壊な どは発生

しなか っ た ｡

また
,
泥水圧力も変動させ る こ となく適正な

一

定 した圧力管理が行われ , 軟弱な切羽面を崩壊さ

せ る こ ともなく施工 が行われ た｡ こ れ は, 推進施

工 開始前より実施した地表面の沈下計測にお い て

も ,
変化が認め られなか っ た こ とから実証できた

もの と考えて い る｡

㌍ i
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4 - 2 . 長距離推進施 工

推進開始時から ,
テ ー

ル ポイ ドに はU I ノI S に よ

り･
一

液性滑材の 注入充填が行われた｡ しか し, 本

工事 の推進線形は , 発進から直ぐにR = 40 0 m の 冊

絶となり, 管の 外周面が必要最低限の 余堀厚さの

テ ー

ル ポ イ ド で あるため
,
曲線区間に人 ると, 曲

線 の 内側で は管の 中央部分が , 曲線 の 外側では管

の両端部分が側面の 地盤と接する こと になり ,

一

敵性滑材は他方の テ
ー

ル ポ イ ド曲線内側に押 し出

されて, 滑材が旋選管全周に均等 に分布されなく

なる ｡

こ の た め , 管 の 両側面部が 粁陸士と接触 した状

態となり, 当初か ら計画課進力よりもや や大きな

推進力で維持され る こ ととな っ た｡ 将 に粘性土と

平滑な ダクタイ ル鋳鉄管の外面の 苺触で 大きな摩

擦力となり, 縁切り堆進力が計画推進力を超えて

い たと思われ る｡

4 - 3 . 曲線推進施工

使用した推進用 ダクタイル管の管長がL
= 4 .O m /

本 と, 標準 の ヒ ュ
ー ム 管長 の約1 .6 倍 と長 い こ とに

つ い て , 当初は掘進機が造成 した ト ン ネ ル坑に追

随 しにく い の ではな い かと想定されたが , 管継手

部の上下 に設置したセ ン プ ラ リ ン グが ト ンネ ル 坑

写真- 3 ダク タ イル 鋳鉄管推進

水と上 策136 号 2 00 4

の 線形に合うよう に自在に塑性変形して , 造成し

た計画曲線に確実に追随する ことができ, レ ベ ル

及び セ ン タ
ー ともに , 許容値を超える こ となく ,

高精度に推進施工が行われた ｡ 次頁の施工 管理国

を参照された い ｡

濁

写真一4 注入プラ ン ト

写真
-

5 注入
･ 中継 ボ ッ ク ス

ー 6 2 一

写真 - 6 管 内施工 状況

企画部
長方形
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5 . ぁ わ りに

今 回, 長距離
･ 急曲線推進技術であるア ル テ イ

ミ ッ ト工法を藤田幹線用水路の 管路工事で採用 し

た結果
,
推進掘削に伴う地表面沈下量は ,

1 0 m m

以 下 に収ま っ ており, 推進路線周辺 の ライ フライ

ン及び周辺 の構造物 にも何ら被害を出さずに高精

度に施工 を終了できた ｡

当工事では , 推進施工 に先駆けて掘進機の 余堀

厚さを必 要最低限 に設定 した こと ,
掘進機先端の

切羽圧力 を安定して保持できる泥水方式及び推進

用 ダクタイ ル管 の 曲線形成にセ ンプラカ
ー ブ シ ス

テ ムを採用した ことが成功の 主因と考えて い る｡

本報告が ,
今後 の 同様の 工事の参考となれ ば幸

い である ｡ 最後 に, 当工事 の 着工 前か ら ご指導 ,

ご協力を い た だ い た工事関係者各位に ,
こ こ に感

謝の意を表 します｡

一 6 3 - 水 と 土 第136 号 20 0 4



【技術情報紹介】

1 . 趣 旨

ラ ジオを活用 した広報活動の 支援

2 . なぜ ラ ジ オ放送なの か

3 . ラ ジ オ に よ る広報活動 の 実績

日

･ ･ ･

6 4

･ … ‥

6 4

‥ … ･ ･

6 5

全国農村凝興技術連盟
*

次

4 . ラ ジ オを活用 した 広報支援 に よ る効果
･ ･ ‥ … … … ･ ･6 8

5 . 主催者及 び レポ
一

夕
ー

の 発言 (要 旨) ‥ ‥ … ‥ ‥ ･ ∴ 6 8

6 . お わり に …
= ･ ･ ･ ‥ … ･ … … ･ … ‥ … 6 9

1 . 趣 旨

農政局
･

都道府県
･

市町村
･

水土里ネ ッ トな どの皆さん によ っ て , 農村 の振興に関連 した様 々 な地域活

動が実施されて い ます｡

こ れ ら の 地域活動の情報 を, 参加者の み ならず , さ ら に広く地域住民の皆さん に紹介する こと は ｢農村の

振興に寄与する+ と い う全国農村振興技術連盟の 目的で もあります｡

こ の た め従来, 参加者や関係者にと どまりがちであ っ た広報活動に関する情報や土 地改良施設が有する

多面的機能の 評価等を ,
より広く確実に伝えるためラ ジオ放送とタイ ア ッ プ して, 農業農村 に対する理解

と共感を深め る こ とを目的と して実施しま した ｡

支援対象は農政 局, 都道府県 , 市町村, 水 土里 ネ ッ ト等に所属する会員が主体的に取り組んで い る広報

活動です｡

広報内容は
,

①土地改良施設を活用 した体験学習

②歴史的土地改良施設の探訪
･ ウ オ ー ク ラ リ ー

⑨農業農村をテ
ー マ と したシ ンポジウ ム

(彰田んぼ の学校

⑤環境整備活動

⑥地域 と取り組むワ ー ク シ ョ ッ プ

な ど, 農村 の振興に寄与する活動と して い ます｡

平成15 年度 の ラジオ支援対象の広報活動は , 技術連盟地方協議会の推薦をふまえ決定 しま した｡

2 . な ぜ ラジオ放送なのか

①行われて い る広報活動をライ ブで
一 般の 視聴者に伝えるの は ,

紙面によるもの よりラ ジオ の 方が適 し

て い る｡ ②地 域 に密着 した放送内容とな っ て い る ｡ ③ パ
ー

ソ ナ リテ ィ
ー が話題と して取り上げる形で対応

できる こと ｡

と い うラジオ の 持 つ 特徴 を活用する ことと しま したが ,
さ ら に

,
ラ ジ オ局がも つ 新聞やテ レ ビな どの他

の メ デ ィ アとの 情報網があり更な る広範囲の 情報発信を期待 しました ｡

実際に奈良県で行われた ｢農山村まるごと収穫体験 & ウ オ
ー ク+ で は地元F M 局 ( 可聴人口約50 0 万 人 , 聴

取率4 .2 % )
.
は広範囲な エ リ ア を対象と し て広報する ことが できま した｡ イ ベ ン ト当日 の実況放送は約1 5 分

を10 回行 い ,
さ ら に告知6 0 秒C M を2 0 日 間と , ｢ 収穫体験 & ウ オ

ー

ク先取り情報+ と題する コ
ー ナ ー

( 約10

分) と して 夕方の 生番組を設け8 日間連続して 放送がありま した ｡ ま た T V 局 と の タイ ア ッ プも熊本県等で

実現されて い ます｡

*

全国農村振興技術連盟 ( T el . 0 3- 3 43 1
-
- 5 74 7)

水 と土 第136 号 2 0 04 ー 6 4 -
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3 . ラ ジオによる広報活動の実績

活動主体 実 施 日 イ ベ ン ト名 ラジオ放送実績 可聴人口

水
土
塁
ネ
ッ

ト

し
の

つ

中
央
･

新
篠
津
(

北
海
道
)

耳15 .1 0 .4

F M ア ッ プル

篠津地 域農業体厳学

習会 ｢ 田 ん ぼ の 学枚
･ 稲刈り+

生放送2 5 分

後 日体験 レ ポ
ー ト放送2 5

分

181 万人

聴取率2 .3 %

活動 の概要 ･ 地域用水に関する事業を実施して い る土地改良区が主体となり, 地元′ト学生

を対象とした農業体験学習 (稲刈り) 及び農業用施設見学を通じた農黄塵村

整備事業 の役軌 水土里ネ ッ トの役割等をP R ｡

集

琶

水
土
里
ネ
ッ

ト

み

や

ぎ
･

宮
城
･

東
北
農
政
局

F 1 5 月
_
6 〈 ノ

8

F M 仙台

｢ 七 夕ま つ り
血

子供

に夢を
け

+

生放送1 2 分 5 00 万人

騰収率2 ,4 %

活動の 概要
･ 土地改良区が主体となり, 地元小学牛 を対象と した農業体験学習 (稲刈り)

及び農業用施設見学を通じた農業農村整備車莱の役蕃山 水土塁ネ ッ ト の役割

等をP R ｡

? ｡
_
t

▼
J

関
東
農
政
局

E 1 5 .8
.
2 8

F M N a c k 5

さい たま ･ フ ァ ミ リ ー

水上里 フ ォ
ー

ラ ム

事後報告1 分 3
,
50 0 万人

聴取率1 .9 %

活動 の概要 ･ 埼玉 の子 ども及びその親をタ
ー ゲ ッ ト と して

,
見酒田んぼや トト ロ (狭山丘

陵) な どの 埼玉 の 原風景を見 つ めなお し, 行 っ て みた い , 見てみた い気持ち

を植え付けて ,
そ の 中で, 農村風景を保全するこ との大切さ, 田 んぼ, 水路,

た め池の 果た して い る役割や今後の 整備や管理はどうある べ きか等の 議論を

語りかけた ｡

- 65 - 水 と土 第136 号 20 0 4
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体主動活 実 施 日 イ ベ ン ト名 ラ ジオ放送実績 可聴人口

手
取
川
右
岸
地
域
用
水
対
策
協
議
会
(

石
川
県
)

H 15 .8 .2 3

A M 北 陸放送

手 取 J】1 セ ヶ 用 水

｢ ウ オ
ー

ク ラリ
ー

+

生放送a 分を2 回 3 0 6万人

聴取率2 .4 %

活動 の概要
･ ウ オ ー キ ン グ体験を通じて , 農業用水の役割や大切さ . 農業水路の 維持管理

の 大切さ等に つ い て . 認識を深める場を攫供する こと に より, 農業
･ 農村 の

多面的機能に つ い てP R ｡

勢
和
村
･

水
土
里

ネ
ッ

ト

立

梅
(

三

重
県
)

E 15 且2 1

A M 東 海 ラ ジ

オ

凍土 里ネ ッ ト立 梅 ホ

テ イ ア オイ と メ ダカ

ま つ り

生放送5 分

活動の 概要

1
.
4 0 0 万人

聴取率2 .5 %

水土製ネ ッ ト立梅用水と地域住民によるボラ ン テ ィ ア匝卜防が 中心とな っ て休

耕田を利用し ,
ホ テイ ア オイ を植え, メ ダ カを放 っ た農村の ビオト

ー プ を爵

用して, 田 んぼ の コ ン サ
ー

ト や生 き物観察会な どをお こなうこ とにより, 周

辺都市住民や子供たちに農村の 自然環境の 大切さや水土里ネ ッ トの役割等を

P R

水と上 第136 号 20 0 4 一 66 -
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体主動
詩
伯 実 施 日 イ ベ ン ト名 ラジオ放送実轟 可聴人口

実
行
委
コ

貝

会

●

奈
良
県
･

大
宇

陀
町
･

菟
田

野
町
･

榛
原
町
･

奈
良
県
農
業

協
同
組
合
･

桜
井
宇
陀
広
域

連

合
･

近

畿
農
政
局
･

奈

良
農
政
事
務
所
･

水
士
里

ネ
ッ

ト

奈
良
･

水
土
里
ネ
ッ

ト

大
和
高
原
南
部

E 15 ,1 0 .13

F M ハ イホ ー

農山村ま る ごと収穫

体験 & ウ オー ク

告知6 0 砂C M を20 回

告知番細.
1 0 分を8 回

牛放送15 分を1 1 回

50 0 万 人

聴取率4 .2 %

活動 の概要
･ 農産物収稽体験

･ 手作り体験
･ 試食 ･ 農産物直売 ･ そ の他地域資源の P R ｡

･ 近隣都市在住者をは じめと した一般性氏が , 地域寄港を巡る ウ オ ーキ ング コ
ー

ス を歩き, 途中 で様 々 な体験をしてもらうこ とで , 中山閑地域の魅力を広く

P R ｡ 地 元にと っ て も地域 の 良さ を売り拍す機運醸成 の き っ かけとする｡

水
土
里

ネ
ッ

ト

山
田
ぜ

き
(

高
知

県
)

H 1 5 .9 .2 3

A M 高知放送

｢ 水⊥ 里 の 路ウ オ ー

キ ン グ+( 舟入川ウ オ ー

キ ン グ)

告知20 砂C M を15 回

生放送6 分

11 3 万人

聴取率5 .6 %

活動の 概要 ･ 農業用水路を管理して い る水土里ネ ッ トが主体となり. -
一

般 の方 々及び小学

生を対象としたウ オ ー キ ン グとイ カ ダ下りを通 じて , 農業用水路の役割や重

要性等をP R ｡
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活動主体 実 施 日 イ ベ ン ト名 ラジオ放送突抜 可聴人口

白
川
中
流
域
水
土
里

ネ
ッ

ト

連
絡
協
議
会
(

熊
本
県
)

H 15 .8 .1 0

F M 中九州

田 ん ぼ の 学校i n 白川

中淀城

告知C M 20 砂 を16 回

生放送3 .5 分･

39 0 万人

聴取率3 ユ%

活動の概要
･ 土 地改良区が主体となり , 地元小学生を対象と した農業用施設見学や勉強会

を通 じ
,
下流 の熊本市の地 下水を酒巻して い る白川中流域 の 田んぼ の機能を

P 記する｡ また, なかなか触れ合う機会の少な い 田んぼや用水路で の レ ク レ
ー

シ ョ ン による, 田 ん ぼで の思 い 出 づくりもあわせ て行 っ た ｡

4 . ラ ジオを活用した広報支援による効果

① 以前は広報活動の 前にプ レ ス リリ ー

ス して マ ス コ ミ の 自主判断に委ねた対応で あ っ たが , 今回は ラ

ジオ放送が確実に行われ, 広幸艮の対象が参加者の み ならず, より多くの 人々 ( リ ス ナ
ー

) に広がり ,

大きな相乗効果が発現する｡

② 広報活動の取材を通じて, 普段疎遠な マ ス コ ミ と の 新たな関係を構築する
一

助とな る ｡

③ 行 っ て い る広報活動をラジオ放送するこ とにより地域住民に興味を持 っ て もらう契機と なり, ひ い

て は農業農村に対■し理解を鋳め ることが 出来る｡

④ 活動主体と地域住民が 一

体 とな っ て 取り租んで い る こ とがラ ジオで紹介される こと により . 携 わ っ

て い る仕事に対す る誇りややりが い を持 つ な ど組織の活性化が図られる｡

5 , 主催者及び レポ ー タ ー の 発言 (要旨)

@ 主催者の意見等

｢ ラ ジオを通じ自らの 活動を外部に広く知らせる ことができた こ とが, 意識啓発と自信に つ なが っ た

様子であり, こ う い っ た意味でも効果的な取り組みで した｡+

｢ 地域用水などの役割をラジオを通じて発信することができ. 参加者や関係者だけでなく, 広く県民

の皆様に農業農村に対する理解と共感を深め る ことが出来たと思 い ます｡+

｢ 放送後, 多く の 人か らラ ジオ放送を聞 い たと い う声を い ただき , 関係者は大 い に励まさ れました ｡

参加 した人だけで はなく広く地域の 人 々 に知 っ て い た だく ことができ ,
そ れ が新たな人と の 出逢 い や つ
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ながりを生んで こ の ような活動がますます発展して い けるもの と期待 して います｡ +

｢ ラ ジオで行 っ たイ ベ ン ト告知C M と イカ ダ制作現場の 実況方法を聞い て応募したと いう方も多く ,
改

めて マ ス メ デ ィ ア の 影響力の 大きさを感じました ｡+

㊥ レ ポ ー タ
ー の発言 (生中継)

｢ ス タ ッ フ の方がたくさ ん い ら っ し ゃ いますが ,
こ の 方々 の 中にも, 水 土里 ネ ッ トの 皆さんや全国農

村振興技術連盟の会員の 皆さんが結構活動されて い て , 本当に精力的に動 い て い ら っ し ゃ い ます ｡ こ う

い う風に
一 生懸命我々 と , そ れ から自然, 食卓 , 田 ん ぼ ,

と い うの を つ な い で い ら っ し ゃ る の が こ の 人

連なの か なと い うような感じが します｡+

6 . ぁ わ りに

安全 ･ 安心な食の提供, 水源かん養, 洪水防止 , 都市住民に射 しやすら ぎと休養の場の 捏僕な ど農業農

村の発揮 して い るさまざまな役割に つ い て広く国民の 皆さん に認知される こ とが必要です｡ そ の ため には ,

各地域の 連盟会員の皆さんが行 っ て い る各種広報活動は大変重要な役割をも っ て い ます｡

全国農村振興技術連盟は , 平成1 5 年皮に行 っ たラジ オによ る広報支援活動などを通 じて , 今後とも連盟会

員の 皆さんが携わり行われる農業農村の振興に向けたさまざまな取り組み活動を支援 して参りた い と考え

て い ます の で , 引き続き宜 しくお願 い します｡
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【技術情報紹介】

農業水利施設の機能診断と補修 ･ 改修工法

一平成1 5 年虔農業土木技術研究会研修会 レポ
ー トー

編集事務局

平成15 年虔 の 農業土木技術研究会研修会が ｢ 農業水利施設の機能診断と補修
･ 改修工法+ をテ

ー マ に開

催されました｡ そ の結果 を以 下に報告します｡

Ⅰ . 研修会の概要

1 . 研修日時 平成16 年1 月27 日 ( 火) 10 : 0 0 ～ 1 7 : 00

2 . 場 所 科学技術館 ( サイ エ ン ス ホ
ー ル) 03 - 3 2 1 2 - 39 39

東京都千代田区北の 丸公園2 - 1 ( 交通) 地下鉄東西線 ｢竹橋+ 徒歩7 分

地下鉄半蔵門線 ｢ 九段下+ 徒歩1 0 分

3 . プ ロ グ ラム

10 : 00

10 : 1 0

1 0 : 4 0

ユユ: ユ0

1 1 : 5 0

1 3 : 00

13 : 4 0

1 4 : 2 0

1 5 : 0 0

1 5 : 1 0

1 5 : 5 0

1 6 : 1 0

開会挨拶 農業土木技術研究会 会長

研究会賞及び奨励賞授与式

既存ス ト ッ ク の有効活用に向けた取組み 農林水産省事業計画課

管更正工法によ る農業用水路の改修 滋賀県耕地課

(昼 食)

農業水利施設の 機能診断の あり方

(独) 農業工学研究所施設機能研究室

国営か ん排事業亀田郷地 区にお ける親桧排水機場の 施設更新

北 陸農政局亀田郷農業水利事業建設所

老朽化ため池の堤体改修工法事例 新技術研究開発離合

(休 憩)

管路診断及び改修技術

日本 ダクタイ ル 鉄管協会 ･ 強化プラ ス テ ィ ッ ク複合管協会

国営かん排事業新潮北 地区の コ ン クリ
ー ト開水路の改修

近畿農政局新湖北農業水利事業所

施設機械設備における機能診断と改修工法

(社) 農業土木機械化協会

16 : 5 0 閉会挨拶 農村振興局整備部設計課 首席農業土木専門官

水と土 第136 号, 20 0 4
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Ⅰ. 講演の概要

講演に先立ち
, 松浦農業土木技術研究会会長より

,
研修会 へ の参集に対する謝意表明と研究会の 取り組

みが説明された上で
,

｢ 農業農村整備をは じめとする公共事業全体に共通する こと でご ざい ますけれ ども, 経済財政諮問会議

等にお きま して の 議論を通 じま して
,
そ の 重点が従来の事業量から達成す べ き成果に 目標が転換するよう

に求め られ てきております｡ ま た
,
民間の資金等を活用するP FI の 活用や既存ス ト ッ ク の有効活用を図る こ

と によりまして効率的な整備の 実施が必要とされてきて い るわけで ござい ます｡

こ の ような情勢を踏まえまして
, 今後 の農業農村整備の 方向を示すもの と い た しまして , 昨年10 月10 日

に平成1 5 年度か ら の5 カ年間を計画期間とする新たな土地改良長期計画が 閣議決定されました ｡ 新 たな計画

で は
,
農業者の みならず消費者を含む国民全体に対する成果を念頭 に ｢ い のち ･ 循環 ･ 共生+ の 観点から

環境との 調和 へ 配慮 しつ つ勢率的か つ 効果的に農業農村整備事業を実施して い く こ とまた ,
こ の た めに は,

他 の 農林水産施策や異なる分野の公奏事業と の連携強化を図るこ とや これ まで の 整備により蓄積 され た既
存ス ト ッ ク の 長寿命化を図る維持管垣, そ れか ら計画的

･ 機動的な更新整備を実施する既存ス ト ッ ク の有

効活用な どが留意点と して盛り込まれております｡

ご案内の ように日本全国では , 既l羊造成整備されま した農業用用排水路は基幹的なもの や 中小 を含め ま

して総延長で約40 万k m とい わ れております｡ こ れ は地球10 周分に相当する距離で あると言われ ております｡

こ れ か ら
, 農業用水の供給によ る食糧‾の 安定供給 を確保するとともに健全な水循環を維持 して い くために

は
,
既 に整備した農業水利施設を適切に維持する こ とま た ,

適当な時期に更新するこ とが極め て重要に

な っ てきておりぎす｡

こ の た め施設の 現状や安全性の評価を行うため の機能診断に関する技術 ･

手法の 整備が それぞれ の 機関

で現在進められ て い ると こ ろで ござ いこますし, 施設 の 劣化や損傷の 度合 い に応 じた補修 ･ 改修 の 工法が実

施されてきております｡

ま だ機能診断や技術基準の 整備は轟削三っ い た ばかりでご ざい ますが , 大変重要なテ
ー

マ と な っ てき
.
てお

ります｡ 本日 の研修会で は こ の ような既に整備された施設 を有効に活用 して い くと いう動き を踏まえまし
て ｢農業水利施設の 機能診断と補修

･ 改修工法+ こ れをテ
ー マ と させ て い ただ い ております｡ 8 名の 講師の

方々 にそ れぞれ の 現場 ･ 専門分野か ら講演をお願 い い た して おります｡
■
先駆的な取り離み の ご紹介や現地

で の 実施事例な ど皆様方の 関心の 高 い事項を選んでおりますの で最後ま
_
で熱心に受講して い ただくように

お願 い 申し上げる次第で ござい ます｡

さ らにまた , 昨年度の会誌に掲載され ま した2 8 編 の報文の 中か ら会員による投票を参考にさせて い ただ

きまして特に有用な報文に対しま して研究会賞2 編, 奨励賞1 編を選定させ て い ただきこ の後に表彰させ て

い ただくこ とと しております｡

会員 の 方, ま た農業土木技術者の 皆様方には , 今後とも, 貴重な技術情報に つ い て会誌 ｢水と土+ へ の

積極的な投稿をこ の場をお借り しま してお願 い申 し上 げる次第で ござ います｡

最後に ,
限 られ た時間の 中ではありますが , 本日 の研修会が , 皆様にとりま して実り多 い も の となるよう

祈念 い たすとと もに ,
ご多忙中, 講師をお引き受け頂きま した講師の方々 に重ねてお礼申し上 げま して開

会の挨拶とさせ て い ただきます｡ + と の 挨拶が なされ , 講演が開始されま した ｡

個別め講演の ポイ ン トを以 下にまとめます｡

1 ._ 既存ス ト ッ クの有効活用 に向けた取組み

最近の 国営土地改良事業にお い ては , 昭和30 年 ～ 4 0 年代以前に整備され た基幹的な農業水利施設が整備

後4 0 年余りを経過 して 更新事業の検討を行う地 区が多くみ られ る状況にあ るが ,
更新事業の 場合は , 同時

期
_
に全て の 施設を新 しくするの ではなく, 耐用年数が長 い 施設など, そ の 時点で更新 しなくてもまだ相当
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な期間の使用 に耐え得る施設に つ い て は , 既設利用 と いう形で計画をたて て い る地 区が ほとん どであるた

め
,
ど こ まで の 範囲を更新するの か

,
ま た

,
どの ような手法で更新を行うの か と い っ た ,

本 日 の研修会

テ ー マ である ｢農業水利施設の 機能診断と補修 ･ 改修工法+ は
,
重要な課題とな っ て き て い る

､と
こ ろであ

る と い えます｡ こ の ような こと から ,
こ れ らに関して農村振興局にお い て こ れま で取り組んで い る内容及

び今後取り組もうと して い る内容 に つ い て 以下 の ような講演がなされた ｡

今後 の 農業振興施策の展開方向に つ い て は
,
農業水利シス テ ム は

,
我が 国における食料の 安定供給確保

の ため の重要な基盤と して , 社会の 安定, 国民 の安心と健康の 維持等を図る上で重要な役割を担 っ ており,

農業や 農村が大きな変化を遂げる中で , 農業水利 シス テ ム の役割を い か に永続的に発揮させて い くかと い

う こ とは
,
今後 の重要な課題の

一 つ であると い え
,
こ の 課題 に つ い て ,

食料 ･

農業
･

農村基本計画にお い

ては, 農業 の 持続的を発展 に関する施策の中で, 農業水利施設の機動的な整備及び更新 を推進するこ とや

土 地改良施設の 適切な管理及び保全を推進するこ とが言匿われており , 今後, 食料 ･ 農業 ･ 農村基本計画の

基本理念の 1 つ で ある ｢ 農村の 振興+ を図 っ て いくためには , ｢ 新設か ら既存ス ト ッ ク の活用+ な ど新たな

手法の 導入により
,
農地

, 農業用水筆を確保 し, 適切な土地
･

水利用 , 循環型社会の 形成等を図るこ とが

重要で あるとされ て い ます｡ ま た
, 今後 の 農業農村整備事業の展開方向と しては ,

農村に存在する ｢ 農地

資源+ , ｢ 水資源+ , ｢ 有機性資源+ , ｢ 環境資源+ の4 つ の 資源を活用 し, 新た な施策の 展開を図ると いう方向

が示され て おり, こ れまで造成された農業水利施設の ス ト ッ ク を有効に活用すると い う観点から施設の長

寿命化の推進や更新適期の判断に基づく機動的
･

効率的な更新整備の 実施を推進するこ ととされて い ます｡

さ ら に , 新 し い 土 地改良長期計画にお い七も ｢ 国民 ･ 消費者の い の ちを守 る農業 ･ 農村 の 基盤づくり+
,

｢ 有機性資源や農業用水の循環を基調と した社会の構築+ ,- ｢ 人 と自然 , 都市と農村の 共生 の実現+ と い う新

たを視点でと らえ, そ の実濁の ため の 7 つ の政策目標が掲げられており, そ の 中で ｢ 土地改良区等による適

切な管理や必要な更新等を通 じて の 農業用施設の 既存ス ト ッ ク の有効活用によ る農業用水の健全な水循環

を通 じた親水空間の形成に資する+ ことが事業の実施の 目標と して記載され て い ます｡

こ の た め
, ｢ 基幹的農業用用排水施設の長寿命化やライ フサイク ル コ ス ト の低減を図り つ つ , 施設が有す

る延 べ 約2 50 万h a の 農地 に対する安定的な用水供給機能及び排水条件の 確保を図る+ こ と を目指 して , ｢ 基

幹的農業用用排水施設に つ い て , 予防保全対策を含めた管理 により施設の 長寿命化 を図り つ つ
,
施設ごと

の 更新適期に応 じた必要な更新整備を計画申か つ 機動的に実施するととも に, 畑地にお ける農業用用排水

施設の 新規整備等を実施+ する こ ととされて い ると い っ た ように , 今後の 農業
･

農村施策の展開方向にお

い て
,
農業水利施設等の新た な整備に加え, こ れまで整備されてきた ｢ 既存 ス ト ッ ク の有効活用+ は今後

の 重要な課題の
一 つ と されて い ます｡

今後
, 有効活用を図 ると され て い る ｢ 既存ス ト ッ ク+ の 頚状に つ い て ですが , 我 が国にお いては,

′
2
,
00 0

年 以上 にも及ぶ水 田稲作 を中心と した農業の 発

展の 中で , 農業水利施設を整備 し適切な管理 を

行 っ て い く体制が 整備さ れ て き て おり , 特 に ,

戦後 の 高度成長期以 降
,
土 地改良法に基づ く大

規模な土地改良事業等の 実施により
,
基幹的な

農業水利施設の 整備が集中的に進められ , 現在

の ような農業水利シス テ ム が形成され てきてお

ります ｡
こ れ ら の 施設は

,
我 が 国全体の年間水

使用量の 2 / 3 を占め る農業用水の 侯給に重要な

役割を果た しており
,
こ れ ら施設は

, 現時点で ,

基幹的農業水路の 延長は約4 万年千k m あり ,
こ

れ は直轄管理 の
一

般国道やJ R の 鉄道 の 約2 倍 ,

直轄管理 の 1 級河川 の 約4 倍も の 延長と な っ て お

り , ま た , ダ ム , 頭首
.
工

,
用排水機場等の 数は

合わせ て 7
,
00 0 カ 所 に及び , 農業水利施設の 資産

水と土 第136 号 20 0 4
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価値は, 再建設費 ベ
ー

ス で基幹水利施設が約14 兆円
,
そ の 他の 施設を含めると25 兆円を超える額に達して

きております｡ なお ,
こ れ らの 農業水利施設は, 時間の 経過とともに徐 々 に老朽化が進ん でおり , 仮 に標

準耐用年数が来た ら直ちに更新を行うと仮定すると , 今後, こ れ ら施設の 更新が同時期に集中し, 多大な

更新費用が必要となる ことが想定されて い ると ころであります｡

こ の ような状況を踏まえ
,
こ れ か らは農業水利施設を大切に手入れ をしなが ら長く使うと い っ た考え方

を取り入 れる こと により , 農業水利ス ト ッ クを適切か つ 効率的に管理 ･ 更新 し, 有効に活用する施策の実

施が不可欠と な っ て おり , 国と しても, 今後は, 施設の状況を的確に把握し つ つ , ｢ 適切な保全対策による

施設の長寿命化の推進+ 及び ｢更新適期の 判断に基 づく計画的
･

機動的な更新整備の実施+ を柱と して､ ,

ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト の推進 を図 る こ とと して おり
,
国 ･ 県営造成施設を対象と した予防保全対策の 導入

や
, 機動的な更新 を進め るため の 事業制度の創設 ･ 拡充な どを行 っ てきおり, そ の 取り観みの 1 つ に平成1 1

年虔より実施され て い る食料供給広域基盤確立対策があるが ,
こ の対策は, 今後増加が予想される更新事

業 へ の 円滑な対応や , そ の ため の農業水利施設機能の 継続的な監視の 必要性な ど, 農業水利施設にお ける

今後の 課題 へ の対応を図るため実施されて い るも の であり
,
効率的な更新と いう観点か ら施設の 耐用年数

が異なる中, 施設ごと部材ごと の 老朽度合 い ･ 更新時期に応 じて更新整備 を行 っ て い く ことが重要となり ,

こ の ような更新 を実施して いくため に施設の 状況を調査し, 各施設の 更新適期に応 じた整備計画をたて る

たやの広域基盤整備計画調査を実施しております｡
一

方 , 予防保全 による長寿命化に つ い て
,
今年度より実施され て い る国営造成施設の 予防保全対策です

が
,
こ れまで の 管理や更新の 方法は, 施設の 故障が致命的に な っ て か ら整備補修を実施する, い わ ゆ る事

後保全により施設機能を回復させ ,
さ ら なる時間の経過とともに整備補修で は施設機能の 回復が見込め な

い段階で施設を更新してきて い るが
, 予防保全で は, 施設 の故障が致命的になる前に適切な措置を実施 し,

機能回復を図り , 施設 の 長寿命化を図ると い っ た考えであり
,
国 の 出先機関である土地改良調査管理事務

所がス ト ッ ク マ ネ ー ジ ャ ー と して の役割を担うとともに, 土 地改良区等の 管理 主体に対して ,
こ れ まで の

事後保全から
,
施設 の故障が致命的になる前に適切な補修を実施する予防保全 へ の 転換 を促進する こと を

目的と して い ます｡ 具体的な内容と して
, 国営造成水利施設保全対策指導事業は ,

施設の 長寿命化 に向け

た予防保全の 観点か ら, 平成11 年度か ら進めて い る広域基盤整備計画調査と連携 して , 機能診断等 に基づ

く予防保全計画を策定する こと により , 国が土地改良区等の 施設管理者に対 し効果的な予防保全対策等に

つ い て の指導 ･ 助言を行 っ て いくもの であります｡

また
,
施設 の劣化状況に応 じた対策工 法に つ い て は , 対策に係る コ ス ト低減と い う観点か らも, 現地の

状況に応じ て適切な対策をとる必要が あるが
,
近年は新 し い 対策技術の 開発もなされ て きており建設 コ ス

トの低減を図る事例が多く見られて い ます｡

以 上 の ように
,
農業水利施設の 有効活用 に向けた取り組み を紹介 して きま したが , 農業水利施設の ス

ト ッ ク マ ネジ メ ン トを適切に行うためには
,
施設 の状態を的確に把握

･ 評価 し
,
将来的な施設の状態を予

測するとと もに ,
ラ イ フ サイ ク ル コ ス ト の低減と いう観点か ら, い つ どの ような対策をど こ に行う ことが

最適なの か を検討するこ とが必 要であり ,
こ の ス ト ッ ク マ ネジ メ ン ト の確立 は, 農業水利施設と い う資産

の最適運用計画の構築とも いえるか と思 います｡

こ の た め には, 様 々 な取り組みが 必要であり
,
例えば

,
施設の 状態を的確に把握

･ 評価するため には ,

点検
･

調査手法や調査結果の判定
･

評価手法の 整備な ど, 機能診断技術の 確立が必 要に なりますし, 将来

的な施設の 状態を予測するために は, 劣化 の 予測, 余寿命の 算定方法の確立が必要となります｡ ま た , 施

設 の老朽化度合 い に応じた最適な対策工法の 適用を図るためには
,
補修

,
改修

,
更新工法の 体系的な整理

や 日 々 進歩する最新技術を収集して い く こ とが必要です し, 対策工法毎の 延命年数の算定方法の確立や ,

ライ フ サイク ル コ ス ト算定方法の 検討な ど, 様 々 な課題を整理 しなが ら取り組んで い く一必要が あると考え

て います｡

こ れ ら の 取り組みの
一 つ と して

, 平成1 6 年度にお い ては
,
予 防保全と適期の 更新をより効率的, 効果的

に行うため に, 基幹農業水利施設の 施設情報 をデ ジタ ル化 し, 施設 の カ ル テ を作成する農業水利ス ト ッ ク

有効活用緊急整備調査の 実施を考えて い ます｡ 調査は ,
国営及び こ れに関連する県営で概ね支配面積100 h a

- 73 - 水と土 第136 号 200 4



以上 を有する基幹農業水利施設を対象に, 3 カ 年 で施設情報の デジタ ル化 ,
カ ル テ化を行 い , デ ー タ ベ

ー

ス

作成後は
,
調査計画 , 設計, 更新 , 維持管理 における情報を継続的に蓄積 し, 維持管理 と調査計画及び整

備 ･ 更新等の 効率的な実施を図る ことと して い ます｡ ま た, 国の 出先機関である土地改良調査管理事務所

にお い て
,
ス ト ッ ク マ ネジ メ ン ト の確立 に向けた体制の 整備も予定されて い ると ころです｡

以 上
,
既存ス ト ッ ク の 有効活用 に向けた国の 取り組み に つ い て ,

そ の 一

端 を ご紹介させ て い ただきま し

たが
,
い ず れ に して も

,
こ の ような取り組みを進め るに当た っ て は ,

机 上 の 検討だけで は不十分であり ,

現地 における適用と適用結果の モ ニ タ リ ン グ を通 じて ,
フ ィ

ー ド バ ッ ク を行 っ て いく ことも重要です｡ 造

成 した施設は い ずれ更新が来ると い う当たり前の 事実を再認識し, 現場 の 様 々 な意見も伺 い なが ら , 必要

な取り組みを進めて いきた い と考えておりますの で , 今後ともよ ろしくお願 い 申し上 げます｡

2 . 管更正工法に よる農業用水路の改修

滋賀県 にお い て実施され て い る県営農業用水

再編対策事業 ｢ 野洲川沿岸地 区+ は , 昭和10 年

代か ら造成され た農業用施設の 老朽化に伴う用

水路の 改修を行うもの で あるが ,
そ の 中にお け

る
一

部道路横 断箇所 に埋 設さ れ て い る管水路

(施設が古 い こ とか ら管種に つ い て は不明であ っ

た
｡) に つ い て , 機能診断により現在の 状況の把

握を行 い ,
そ の 調査結果を踏まえ改修工 法を決

定 し
,
決定 した改修工法の 施工 内容に つY.

､ て 以

下 の とおり紹介が なされ た｡

改修方法 を検討するにあた っ て の 施設の 現状

に つ い て①施設の 施工年や構造等にづ い て既存
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資料 により把握 , (彰現施設の補修履歴や漏水状

況等の 維持管理状況の把握, ⑨施設の 現況勾配

や断面構造
,
､水垢等の確認による施設の 通水能

力の把握, ④施設周辺の 宅地 開発や輪荷重の 増大, 周辺排水の 流入等の施設に対する外的要因及び周辺状

況の把握, ⑤施設の ク ラ ッ クや欠落, 沈下 ,
土砂堆積, 損傷等の 施設機能の 把握等を行 っ て おり ,

そ の 結

果,′_ 本管の 周辺 開発等による載荷重の増大に起因して管体
の 不同沈下 による破損が確認され ,

浸入水の 確

認もなされた｡

こ の ような ことか ら, 本施設に つ い て は何 らか の対策 を行 わなければ ならな い が , 本区間は野沙抑1 河川

区域に隣接 しており, 開削工法による改修では ,
河川管理者

,
隣接地権者と の協議が必要となり ,

改修 の

緊急性が高 い本区間の改修が迅速に行えな い こ と , ま た , 開削工法を採用すると河川区域内に仮設道路の

設置が必要となり工事費が増大 し, 土工 に伴 い 周辺の生 態系 に大きな負荷を与える可能性が ある こと から

非開削工法と して の管更正 工法を採用する こと とした ｡ なお
,. 管更正

工法には , 現況管の変形や損傷が大

きく通水断面の 確保が必要 な場合に採用 され る自立管 を用 い る反転工法と クラ ッ クがあ っ て も管の ズ レ程

度であり , 通水断面が確保 され て い る場合に用 い る製管工法等が あるが ,
本地区で は, 管 の損傷が激 し い

こ とか ら前者の 反転工法を二採用 しており, 本工法の 施工手順及び特徴に つ い て講演がなされた ｡

3 . 農業水利施設め機岳巨診断の あり方

農業水利施設の機能診断に つ い て は, ｢ 農業水利施設の要求性能と現況性能との 差を客観的に把握 し, そ

の差を生 じさせ る原因を究明し
,
そ の 差が今後 どの ように進行して い くかを予測し, 現況性能と要求性能

との差 を解消するため の 対策を提案するこ と+ と定義し ,
ま た性能とは目的また は要求に応 じて農業水利
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施設が果たす役割及び働きをある評価軸によ っ

て数値化した値と して定義するこ と と考えるこ

と
_
に より

,
農業水利施設の機能診断の 実施に つ

い て は
, ｢ ①農業水利施設の要求性能を設定する｡

@ 農業水利施設の現況性能を把捉する｡ ⑨要求

性能と現況性能の差 を生 じさせ て い る原因を究

明する ｡ ④要求性能と現況性能の差の 進行 を予

測する ｡ ⑤① ～ ④に基づ き
,
要求性能と現況性

能の 差を解消する対策を選定する｡+ を行うこと

であると考え , 水路 ト ンネ ル の 機能診断事例に

つ い て農業工学研究所及び民間3 社 ( 日本工常株

式会社 ,
コ マ ツ エ ン ジ ニ ア リ ン グ株式会社 , 株

式会社ウ ォ
ー

ル ナ ッ ト) で進め て い る官民連携
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新技術研究開発事業での 実施内容に つ い て 以下

の とおり紹介された｡

まず, 調査手法に つ い て は
,
レ ー ザ ー 光 を 壁 に向か っ て発信 し壁面より反射 して戻 っ てきた レ

ー

ザ
ー

光

の 光量の 強弱を フ ォ ト マ ル電気信号と して 記録するこ とによりひび割れ等 を認識する レ
ー ザ法また ,

コ ン

ク リ ー ト中に電磁波を発射 し, そ れ ら の透過, 屈折, 反射などの 物理現象 をと らえる こと により
,
コ ン ク

リ ー ト中 の鉄筋や空洞の 位置を検出する レ
ー ダ法に つ い て紹介が なされた ｡ 次 に機能診断に つ い て は

,
対

策工要検討区間の 判定と して
,
ト ンネ ル に発生するクラ ッ クが構造的な条件や作用外圧 条件により , 種類

や発生位置が異なるもの の , 現場 の 設計 ･ 施工条件や空洞の 有無な どの情報をあらか じや仮定すればある

程度の ク ラ ッ ク の発生 パ タ
ー

ン を予測するこキは可能である ことか ら ,
こ れ らを考慮 したク ラ ッ ク パ タ ー

ン マ ッ チ ン グに ト ン ネル 形状や覆工 の 巻厚等i言よ る補正 を行 い 対策工要検討区間の 抽出を行うこ と ,
ま た

現在変状 は発生 して い な い が将来変状を引き起 こす要因 ( 内
･

外的要因等) の 存在の有無により対策工 要

検討区間と して抽出できるような判定基準を設け
,
抽出された要検討区間にお い て精査を実施し

, 得 られ

た情報を追加する こと により , 覆工 の 破壊荷重及び残余耐力
,
変状 の進行性の有無

,
地質の 性状な どを勘

案 し
,
対策工 の要否を決定するシ ス テ ム とを? ており, こ れ ら を踏まえ最終的には絶合的な判定を行うも

の とされて い る｡ なお , 今後 の機能診断を速めてい くため には , ①農業水利施設を診断する′ため の 要求性

能を明確 にする必要があるこ と , ②農業水利麺設の 現況性能をに つ い て; 効率的に客観称なデ ー タ が低 コ

ス トで得 られ る現況性能の 把握手法の周発車必 要であるこ と , ⑨機能診断調査か ら得ら れる多く■は変状情

報である ことか ら
,
こ れを基に現況性能を滞軍し,■性能の 将来予測をするため の 診断ルr

⊥ ル を作成するた

め に各施帯の 変状とそ の 原因, 変状と性能低下 と の 関係を解明する こと , ④各種工法の長所 ∴ 短所及び耐

久性また ,
どの 程度現況性能を向上 させ る こ とができる の か に つ い て･の デ ｢･ 夕 の 整備をはかる こと･ ,

‥

等 が

必要であると された ｡

4 . 国営かん排事業亀田郷地区 にお ける親松排水機場の施設更新

新潟市に位置する亀田郷地区の 親於排水機場 は, 昭和4 2 年 に造成以来, 農作物の 湛水被害の 防止や農地

周辺 に広が る宅地等の浸水被害の 防止等に大きな役割を果た して きて い るが , 建設以来3 5 年以 上が経過 し,

施設横龍雄持の た め の 定期的な整備 ･ 保守が行われてきたもの の
,
老朽化によるポ ン プ の異常停止や維持

管理費の増大等により排水機能の 維持が困難な状況にあり, さ らに機場の 不同沈下 に伴うポ ンプ軸の 変位

によ る運転停止が懸念される状況とな っ て い る ため今回改修を行う こととするもの であり, そ の ポ ン プ設

備の 更新事例の検討内容に つ い て以 下 の とおり紹介がなされた｡

まず, 排水機場の 今後の 課題, 問題点を明確にし 総合的な診断に基 づき更新計画に つ い て検討を行う

ため に学識経験者 によ る ｢排水機場総合診断検討委員会+ を設置 し総合的な診断を行う こと と して おり ,

- ･ 7 5‾
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総合診断に つ い ては , まず , 設備 の 運転 ･ 管理

状況を運転操作員に確認 し, 最近 の 主 な トラ ブ

ル 等を把握 し, 各 々 の 問題卓を要因別に分類 し,

そ の要因に対 し
,
機能保全承び改善の ため ,

､
ど

の 様な対策を実曝するか ,

､
あ る い は総合診断を

実施す る必要があるかたらい て検討を進め , そ

の 結果より , 横場 の 現状で の 機能及び状況を把

挺するため
,
｢ 全般概略診断+ を実施し

,
間

の 抽出及び改善策を検討する こ と と し て お

全般概略診断に つ い て は, ポ ン プ設備全般宙不

具合事項の 抽出とそ の 原因や他の シ ス テム ヘ の

影響範囲 ･ 対応を明確 に し
,
より信頼性の 高 い

写真 -
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シ ス テ ム の提案を目的と して , 現 地調査と機場

関係者か ら の ヒ ア リ ン グを実施 し, 点検
･ 整備

記録な どの資料の 内容を調査 し, 問題点の 抽出を行うもの である｡ こ の診断結果を受け, 第2 回検討委員会

で①地盤沈下 , ②騒音対策, ⑨液状化の 検討 , ④建屋構造に つ い て個別診断の 必要があると の 判断が なさ

れ こ れ らに つ い て個別診断を実施 した ｡ こ の結果により
_
検討委員会で は全面更新が望ま し い とされ た こ と

か ら こ の こ と を受け, 磯場 の残存価格と維持費また , 継続使用と全面更新の 年減価額による検討等を行 い

全面更新の 妥当性に つ ∨- ても検討を行 っ た｡

5 . 老朽化ため池の堤体改修壬津事例

ため池は築造年代が古く
,
老朽化 によ る堤体の 断面不足や漏水等により早急な改修を必 要とするも の が

多 い が , 最近では こ の 改修に必要な遮水性や強度に適 した築堤土 を池近傍で入手困難にな っ て い る
一 方で

,

老朽ため池には貯水容量低下や水質悪化の原因になる超軟弓弓な底泥土が堆積 し, そ の 除去処分を必要とさ

れ て い るもの の
,
土捨場の 確保が近年ますます難しくな っ てし†る

ことか ら底泥土 をセ メ ン ト系固化材によ

り固化処理 を し七築堤土と して有効活用が できる砕 ･ 転庄工 法を開発 した の で こ の 工法 の概要に つ い て 以

下 の ように解介が なされた｡

砕
･

転庄盛土工 法は ,
た め池に堆積 した底泥土 を, 所要 の 強度と速水性 を有するように ,

セ メ ン ト系固

化材 を添加混合 し
一

定の 初期固化期間だけ固化 させた初期固北土を規定の 最大粒径で解砕するこ とで築埴

土 を製造し, 通常土 の 場合と同様に
一

定 の層厚で撒きだ し, 敷き均 した後に転圧する こ と を繰り返す こと

で漏水対策と して の 傾斜速水ゾ
ー ン や

, 堤体 の

嵩上げを
一

層 ごと に築造するもの で ある ｡ こ こ

で
, 初期固化養生 は解砕 ･ 転庄 後 の 再固化強度

に
, 最大粒径は速水性と強度の 両方に影響す る

こ とか ら
, 砕

･

転 圧 土 により所要の 強度と速水

性を有する堤体 を築造するには , 初期固化養生

と最大粒径 を管理する こと に留意する必要があ

る ｡

施工手順に つ い て は , 底泥土 の 初期国化工程
,

初期固化土の 解砕工程 , 解砕土 の築堤工程か ら

なり
,
初期固化工程は

,
他 の 落水後の 底泥土 に

固化材を水 ･ 固化材比 1 . 0 の ス ラ リ ー 状 で添加

し
,
ト レ ン チ ヤ ー

_
型撹拝混合機により原位置混

合するこ と を標準と して い る ｡ ま た
, 解砕工程

水 と土 第136 号 20 0 4
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は
, 掘削 ･ 解砕 ･ 積み 込み を連続的に で きる ス ケ ル ト ン バ ケ ッ トを装 着した バ ッ ク ホ ウ に て 行うこ とと し

て い る｡ 最後 の 築堤工程は , 解砕土 を租粒か ら細粒子まで解砕土粒子を均
一

に 混合か つ
一 定層厚になるよ

うにバ ッ クホウ で撒き出し, ブ ル ド
ー ザ ー

で 敷き均 し, 振動 ロ
ー

ラ
ー

等 に より転庄を行うことと して い る ｡

6 . 管路診断及び改修技術

農業用管水路の 状況 をできる だけ容易か つ 効

果的な方法で診断し
,
そ の 老朽度を把揺すると

ともに , 適切な更新技術 を用 い て信頼性が高く

安価な管路を構築する こ とが緊急の 課題で ある

こと から , 農業用の 圧 力管材と し て 使用され て

い る鋳鉄管と F R P M 管 を対象とし て ,
管路診断

手法の
一 つ で ある詳細診断手法を中心に診断技

術に つ い て 以下 の とおり紹介がなされた｡

管路診断手法は , 既存 の 資料をもと に管路の

大ま かな老朽度を把握する標準診断と既存の 資

料で把握 でき な い 情報を実際の 管路か ら収集す

る詳細診断に分類できる ｡

写真 - 7 草野講師の 講演の 様子

標準診断は
,
施設を管理す るうえで 収集する

水圧 , 水量, 水質に関する運 転記録 , 維持管理

時に発生 した事故 ･ 苦情や そ の 修繕な どの 記録は管理機能の 低下 を把握するうえで重要で あり, まずは既

設管路の 正確 な位置の 把握が必要で ある｡ また , 既設管路に関する各種情報と して 呼び径 , 継ぎ手形式,

布設年, 土 か ぶ りなど の標準デ
ー タ の収集, 管路の 埋設状況 を把握するため に土壌状況, ラ イ フ ラ イ ン施

設の 建設状況の収集
,
管路 の 事故 ,

苦情
, 修繕記録や水圧 ,

水 量
,
濁水発生等の 運転記録等の 情報収集,

こ れ ら の情報整理 が必要で ある｡

詳細調査に つ い て は, 管蹄の 機能低下 の全容が把握で きな い場合に実施する もの で あり, 対象とする 管

路 を直接調査 し
,
当該管路の機能を評価する ことか ら , 当該管路 に発生 して い る不具合を把握 し, 解決す

るため に管路の何 を調査する べ きか十分に整理する必要が ある ｡ ま た , 詳細調査はそ の 日的によ っ て , 管

の 内面を診断するもの と外面を診断するもの に分類で き, 管路に発生 して い る不具合が出水不良な どの 管

路内面に起因する場合には , 内面か ら診断する手法が有効で ある ｡

一

方で , 継ぎ手から漏水や管体破損を

対象と した診断で は, 管路 の 内面か ら の 調査に加えて ,
掘削して 管路の 一 部 を露出させ た状態で の 調査が

不可欠となる｡

7 . 国営かん排事業新湖北地区の コ ンクリ ー ト開水路の改修

滋賀県の 琵琶湖北東部に位置する湖北地域 の水田4 ,7 2 0 b a に 農業用水 を供給するた め, 昭和4 0 か ら国営湖

北 土地改良事業に より頭首工 や幹線用水路が整備さ れたが , 近年の 地 区の営農形態の変化による用水量 の

増加に対応する必 要がある こ とまた , 経年変化 によ る施設の 老朽化による維持管理 費の増嵩に対応するた

め
, 国営新湖北農業水利事業により行われる開水路改修工事に新工法である F R P M 板 ラ イ ニ ン グ工法を採

用 した事例 に つ い て 以下 の とおり紹介がなされた｡

まず, 施設 の現状を把握するため の水路全体 に つ い て 目視 によ る確認を行うとと もに ,
コ ン ク リ ー ト コ

ア 採取によ る強度
･

鉄筋か ぶ り厚
･

鉄筋 の健全度及び中性化試験等を実施 し, そ の 結果 , ①表面の 摩耗劣

化が著しく表面租度の 低下 に よ る通水機能の低下 , ② 目地部の 劣化 ･ 破損 , ク ラ ッ ク等に よる漏水防止機

能の低下 , ⑨強度不足による構造安定機能の低下 の確認が なされ た｡

改修工 法の 選定に つ い て は, コ ン ク リ
ー ト強度が7 5 % 以 下 とな っ て い る場合は全面改修と し7 5 % 以 上 の
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場合は , 構造的安定機能の 回復及び通水機能 ,

漏 水機 能 の 回 復 を 図る た め に対 応 可能 な ,

F R P M 板 ライ ニ ン グ工 法, 鋼板内張り工法 ,
レ

ジ ン コ ン クリ ｢ ト ボ ー ド工法に つ い て 比較検討

した結果 ,
F R P M 板 ライ ニ ン グ工法 を採用する

こ とと した ｡ な お
,
F R P M 板 工法とは , 老朽化

した コ ン クリ ー ト水路の表面にF R P M 板 を国定

金具で 固定し ,
コ ン ク リ ー ト水路と隙間にモ ル

タ ルを充填 して水路と
一

体化を図る工法である ｡

F R P M 板 ライ ニ ン グ による構造的性能の 回復

の 評価に つ い て は
,
メ ー カ に よ る破壊強度試験

の 結果 , 有効断面と して の 評価が 可能である と

の 判断をしておりまた , 通水性能に つ い ても完

成後の 通水によ る流量観測の 結果に羊る逆算か

ら期待 した租度係数が得られ る こ とが確認さ れ

た ｡
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8 . 施設機械設備 にお ける機能診断と改修工法

施設機械設備 における機能診断と改修工法に

つ い て 以下 の とおり紹介が なされた ｡

機械設備の劣化の 進展 メ カ ニ ズ ム は, 腐食, 摩

耗, 破損, 変形, 振動, 焼付, 漏洩, 日詰, 破

損とな っ て現れ てく る｡ 通常 の管理 は , 劣化 の

度合 い が許容範囲を超える こと の な い ように ,

点検整備を実施 し設備全体の 信頼性を維持 して

い くもの で機能回復が整備の 重点とな っ て , 延

命対策や機能向上 等は考慮 されて い なく , 決 め

られたサイ ク ル によ っ て整備を実施 しなが ら供

用 を進め て い くうち に耐用 年数に到達 し主要部

の 老朽化によ っ て更新とな る の が
一

般的な劣化
写真 一
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メ カ ニ ズ ム で あ る｡

施設機械設備の 保全の 考え方にら い て は , 従 .

来 の保全と は, 設備を安全 別犬態に保 つ こ とを い い ,
こ の た め に必要な点検

,
整備補修等の 全て の行為を

云うと定義されており, こ の定義に基づき , 棟器が故障する こと によ っ て取り替え修理 を行う事後保全と

故障を未然に防止 するため に損耗の 度合 い を計画的に推測 して行う時間計画保全及 び設備の 状態観測デ
ー

タ を基 にして予防保全の 時期を決めて実施する状態監視保全があり ,
こ れ らの 保全の 内容は

,
機器 の 修理

を故障の 事後に行うか予防的に行うか の違 い であり, 本質的に機能回復の 領域を脱 して い なく, 従来の 日

常整備
,
定期整備はこ の ような考え方により行われて い るもの である｡

施設機械設備は土木構造物に比 べ 耐用年数が短 い こ とから ,
こ の 短命の 機械設備の延命化を図る こと

､
が

シ ス テ ム構造全体の岳寿命化に繋が る こ とに着目する必要があり, 従来の 保全事業の概念か ら更に歩を進

め
,
延命対策を視点と した施設毎の 中長期計画をたてライ フサイク ル コ ス トの 低減化 を図 る こ とが緊要で

ある ｡ また中長期計画の樹立 時期は,
′
供用 開始後の 約中間地点が適期とされ るが ,

こ れ は
, 各現場の 使用

状態や機器の劣化過程等が 明確 になる時期で あり, 機械設備の 余寿命め判断と延命対策診断等が技術的に

可 能となるから で ある｡
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Ⅱ . 研究会賞授賞式

研修会で は , 農業土木研究会賞2 課題 ( 企画 ･ 計画部門, 設計 ･ 施 工部門) 及 び奨励賞1 課題 の 表彰を行

い ま した ｡

各賞は, ｢ 水と土+ 13 0 号
～

1 3 3 号 に掲載され た報文の 中から ,
任意に選出さ れた15 0 名 の 会員による投票

結果を参考に
,
執筆者が会員か どうか , 報文内容が研究会賞と し て ふ さ わし い か どうか に つ い て 検討し ,

選考しま した ｡

今回表彰の 報文名の 執筆者, 選考理由は次の 通りで す｡

1 . 研 究会賞 (企画 ･ 計画部門)

｢ フ ァ
ー

ム ポ ン ドにおける ア オ コ抑制対策の検討+ (13 1 号掲載)

松岡 良司 独立行政法人水資源機構 豊川用 水総合事業部

[選考理 由]

本報文は , 水資源開発公団営事業により造成された フ ァ
ー ム ポ ン ドに ア オ コ が発生する こと に

より農業用水及 び水道用 水に悪影響を及ぼすこ とから様 々 な対策工法に つ い て 検討を行 い 遮光板

による対策工法を考案した内容を紹介した事例で ある｡

本対策によ る実際の 適用事例 を示 しなが らそ の 効果の 内容を紹介 したもの で あり ,
今後の

フ ァ
ー ム ポ ン ド施設の維持管理 に お い て 参考とな る 内容とな っ て い る こ とから , 本年度の 企画

･

計画部門 の研究会賞と して選考した｡

2 . 究会賞 (設計 ･ 施 工部門)

｢ 環境 へ の 配慮と 工事費縮減の ため の排水路の設計法に つ い て+ (13 2 号掲載)

阪田 剛
一

㈱農業土木会館

岩間 正市 東北農政局 寒河江下流 農業水利事業所

[選考理由]

本報文は , 農業用排水路に つ い て
,
環境と の 調和 へ の 配慮及び コ ス ト縮減 を図る ため の 設計法

に つ い て 紹介した事例で ある ｡

排水路護岸に つ い て , 植生 の 耐水性と許容掃流力か らそ の 高さ に つ い て 決定し, 現場 で の 実証

を行 い そ の 効力 に つ い て検証 して お り ,
環境と の調和 へ の 配慮及び コ ス ト縮減を踏ま えた今後の

写実- 1 0 表彰式 の 模様
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農業用排水路の 設計 ･ 施工 の 参考となる内容と な っ て い る こ とか ら, 本年度の 設計 ･ 施工 部門の

研究会糞と して選定 した｡

3 . 奨励賞

｢魚類等の生態環境に配慮 した頭首工 の施工事例+ (133 号掲載)

佐藤 大輔

小嶋 義次

廣田 .幸 二

北海道開発局 網走開発建設部 網走農業事務所

北海道開発局 網走開発建設部 網走農業事務所

北海道開発局 網走開発建設部 網走農業事務所

[選考理由]

本報文は
,
国営畑地帯総合パ イ ロ ッ ト事業により建設する頭首工 にお い て ,

生息する魚類等の

生態系に配慮した施藷設計に つ い て紹介した事例である｡

頭首工 を建設する河川 に生 息する魚類の行動性に配慮 した魚道や河床部の あり方, 取水口 に迷

入 した稚魚の 復帰策, ま た河川環境の保全な ど, 生態系 に着目 した手法の検討経緯と , 採用した

施工 事例 を紹介 しており , 今後 の頭首工 の 設計にお い て参考と なる 内容と な っ て い る こ とか ら ,

本年度の 奨励賞と して選考した｡

各課題の 講演後 ,
農業土木技術研究会の 高嶺彰理事より , 参加者及び講師に対する謝意が表されると と

もに

｢本日 の研修会の テ
ー

マ は ｢ 農業水利施設の 機能診断と補修
･ 改修工法+ と題 しま して実施させ て い た

だきました ｡ こ の こ とは , 今後 の 農業農村整備事業に携わる我々農業土 木技術者にと っ て誠に重要 なこ と

と考えて おります し, こ の こ とによりま して今後の 農業形態が大幅に変わ っ てくると考えられます ｡ そう

い う中で い か に こ の施設を保全 して い くか を併せて考えて いく必要が ある こと になろうかと い う ふう に考

えております｡

本日 ご参集の 皆様が , 本日 の 講演 を参考に各地で の 農業水利施設の 維持管理等にあた っ て頂くこ とは勿論

の こ と
, 農業水利施設を通じた地域の 様々 な活動に取り組まれ て 農業水利施設の果た して い る役割等, 地

域住民の 皆様方と理解 を疎めて頂くこと を益 々期待した い と思 い ます｡

最後になりますけれ ど , 当研究会は自主的な組織と して発足 して以 来30 年 を超える こと になりますけれ

ども
,
前身の コ ン クリ

ー ト ダ ム研究会か ら数えますと約半世紀の 長き に渡 っ て活動が積み重ね られてきて

おります｡ 常 に現場の 農業土木技術 をテ ー マ に会員の 皆様方の技術力の 向上 を目的と してきており ,
今後

とも
一

層 の技術力の維持 ･ 向上 の ため の 情報の 発信と交流に努めて 参りた い と考えております｡ そ の ため

にも会員の皆様方の 情報交換や意見交換が非常に重要と思 っ て おりますの で , 引き続きそ の 様な観点か ら

ご協力をお願 い した い と思 い ます｡ 研修会に参加された皆様方には職場に戻られま して ,
職場 の皆様方に

本研究会の 趣旨をお伝え い ただきま して 1 人 で も多くの方 々 に会員にな っ て頂‾く■ことをお願 い申 し上げると

ともに, 継続 して今後とも農業土 木技術研究会の活動が継続されますよう お額斗i を致 しまして簡単ですが

閉会の 挨拶と した い と思 い ます｡+

と の 閉会の挨拶がなされました ｡

今回 の 研修テ ー マ が ｢ 農業水利施設 の機能診断と補修
･

改修工 法+ と いうこと

利施設の有効活用を図るため の 取組み内容や課題点に つ い て
,
ま た

,
有効活用

講演内容は農業水

に実施す べ き機

能診断の実施事例や そ の結果を踏まえた補修 ･ 改修工 法の 実埠事例等, 今後現場で取り入れる べ き先進的

事例の 内容が多か っ た こ ともあり, 研修参加者は熱心に講演を開くとともに , 今後農業水利施設の 有効活

用 を図 っ て いく中で の課題や 問題点等に つ い て
, 各講演の 後に活発な質疑応答や意見交換が なされました ｡

編集事務局と致しま して は , 今 回 の研修 にお ける こ の ような壌果や会員み皆様の 期待に応える べ く , 農

業農村整備を進め る上 で重要と なる ｢現場技術の視点+ か ら, 会誌 ｢水と土+ 及び技術研修会の
一

層 の 充

実に努めて参ります｡ 今後ともよろ しくお願 い します｡

水 と土 第1 36 号 20 0 4 一 80 -



画 匡]
1 . 会員の募集

水と土 の発行は皆様の 年会費によ っ てまか なわれて い ます ｡ 今後と も事業地区の技術情報の 交流 を図

るた めには会員の確保が重要とな っ て い ます｡ 会員の 皆様には職場の 同僚の 方々 に農業土木技術研究会

の 成り立ちや ｢水と土+ をP R し て い た だ き, 会員 の勧誘をお願 い い た します｡ 平成1 5 年度の年会費は

2
,
3 0 0 円です｡ なお , 別紙のP R 版を作成しましたの で会員の勧誘に活用いた だければ幸い です｡

2 . 報文投稿の募集

-｢ 水と土+ は会員の皆様か らの 報文投稿 によ っ て支えられ て い ます｡ 報文は以下 の ように様々 なテ
ー マ

､ が考えられますの で ,
こ れを参考に皆様が担当されて い る事業地区の 状況を報文にまとめて投稿 い ただ

くようお願 い い た します｡ 併せて巻末の投稿規定も参照 して下さ い ｡

① 事業地区の段階は , 企画 , 調査, 計画
,
設計

,
施工

,
管 理 に分けられる の で

,
構造物の 施工 の

‾ 有無に関わらず, コ ス ト縮減, 創意工夫 , 新技術導入 , 環境配慮などの 視点から取りまとめた報文

② ダム ,
ト ンネ ル , 橋梁, 揚排水機場等の大規模工事や長期 にわた る債務負担行為工事等に つ い

て
, 調査 , 計画 , 設計 , 施工 の各段階での 検討や実績を取りまとめた報文

⑨ 農業工学研究所や県試験場な ど へ の 依頼研究の 成果に つ い て取りまとめた報文 (研究依頼先と

の連名による)

④ 土地改良技術事務所, 調査管理事務所が対応して い る技術検討や現場支援業務 に つ い て取りま

とめた報文 ( 当該機閑との連名による)

⑤ 海外派遣か ら帰任 した職員の 派遣先で の プ ロ ジ ェ ク ト等に つ い て 技術的見地か ら取りまとめた

報文

⑥ 建設会社 ,
コ ン サ ル タ ン ト等 の 会員に つ い て , 普及性の ある事例や技術検討に つ い て取りまと

めた報文

3 . ｢ 水 と土+ 表紙写真の募集

農業土木技術研究会では
, 会誌 ｢水と土+ の 表紙 を飾る写真を募集 して います｡

あ なたが撮 っ た ｢ 美し い農村や農業生 産の風景+ , ｢ 地域にと けこ んだ 農地 , 農業施設+ , ｢ 水 ･ 土 の ふ

れあ い+ な どを表紙に使わせ て い ただきた い と思 い ます｡ 以 下 を参考に多数の写真を応募靡 い ます｡

① 写真の種類 : カ ラ ー プ リ ン トでサ ー ビ ス版より大き い サイズで提出して下 さ い ｡

② 枚数 : 応募点数には制限が ありませ んが
,
未発表の もの に限ります｡

⑨ 応募先 : 研修会テキ ス ト中 し込 み先に同 じ

④ その他

(1) 応募写真の 裏面にタイ ト ル
,
コ メ ン ト

,
住所, 氏名 , 年齢, 職業 , 性別, 写真テ

ー マ
, 撮影

場所, 撮影年月日を記入 して下 さ い ｡

( 2) 原則と して 応募写真は返却 しませ ん｡

( 3) 採用され た写真の版権は, 農業土木研究会に属します｡

(4) 採否は, 編集委員会で決定します｡

(5) 採用された場合は薄謝を進呈 い た します｡
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[コ 圏 園 囲 園 [コ

1 原稿 には次の 事項を記した ｢投稿票+ を添えて下記に送付する こと

〒1 0 5 - 0 00 4 東京都港区新橋5 - 3 4 - 4 農業土木会館内, 農業土木技術研究会

2 ｢ 投稿票+

(丑 表 題

② 本文枚数, 図枚数, 表枚数, 写真枚数

⑨ 氏名, 勤務先, 職名

④ 連絡先 ( T E L)

⑤ 別刷希望数

⑥ 内容紹介 (2 0 0 字以内)

3 1 回 の 原稿の 長さ は原則と して図
,
写真

, 表を含め14 ,5 0 0 字程度 ( ワ
ー

プ ロ で作成の場合, A 4 版10 枚

程度) ま でとする｡

4 原 稿は なる べ く ワ
ー

プ ロ で作成 し
,
漢字は当用漢字, 仮名 づか い は現代仮名づか い を使用, 術語は学

会編
,
農業土木標準用語辞典に準じられ た い ｡ 数字はアラ ビア 数字 (3 単位ごとに, を入れる) を使用 の

こ と
｡

5 ワ
ー プ ロ で作成 した原稿に つ い て は

,
プ リ ン トア ウト した原稿と ともに文字デ

ー タ に つ い て は フ ロ ッ

ピ ー ディ ス ク でも提出すること ｡

6 手書きの原稿に つ い て は, 当会規定の原稿用紙を用 い 作成すること ( 原稿用紙は,
‾
請求次第送付)

7 写真
,
図表は ヨ コ 7 c m X タ テ5 c m 大 を24 2 字分と して計算 し

,
そ れ ぞれ本文中の挿入個所を指定し, 写

真, 図 , 表は別に添付する ( 原稿中に入 れな い) ｡ 写真, 図表が画像デ
ー タ の 場合は

,
画像デ ー タ を文字

デ
ー

タ上 (
一

太郎, ワ ー ド等) に貼り付けずに, 元の 画像デ
ー タ の ま まとする こと ｡

8 原 図の 大きさは特に制限は な い が
,
B 4 版ぐら い までが好ま し い ｡ ま た, 原図をそ の まま印刷に使用す

るの で極力鮮明なもの を提出すること ｡

9 文字は明確に書き, 特 に数字や記号な どのう ち, 大文字と小文字, ロ
ー

マ 字とギリ シ ャ文字, 下 ツ キ ,

上 ツ キ
,
な どで区別の まぎらわし いも の は鉛筆で注記しておくこ と｡

た とえば
,

C , E , 0 , P , S , U , Ⅴ , W ,

0 ( オ
ー

) と0 ( ゼ ロ)

r ( ア
ー

ル) と ァ ( ガ ン マ)

抑 ( ダ ブ リ ュ
ー

) と ∽ ( オ メ ガ)

1 と ( イ チ) と 1 ( エ ル)

E ( イ
ー

) と E ( イ ブ シ ロ ン)

Ⅹ
,
Z の 大文字と小文字

｡ ( エ
ー

) と α
‾
-
‾
( ア ル フ ァ)

良 ( ケイ) とん
_.
( カ ッ パ)

ズ ( エ ッ ク ス) -とズ ( カイ)

g ( ジ
ー ) とq ( キ ュ

ー )

u ( ブ イ) と レ ì
7

ゝ
1( ウ プ ロ シ ン)

な ど

10 分数式は2 行な い し3 行にとり余裕をもたせ て書く ごと ｡

1 1 数表とそれをグラ フ に したもの と の並哉はさけ, どちらか にする こ と｡

12 本文中に引用 した文献は原典をネのまま揚げる場合は引用に 『 』 を付 し引用 文献を本文中に記

載する｡ 孫引きの場合は ,

＼

番号を付 し, 末尾 に原著者名 : 原著論文表題, 雑誌名, 巻 ; 頁
～ 頁 . 年号

,

又 は
` `

引用者氏名 , 年
･

号 より引用
”

と明示するこ と｡

1 3 投稿 の採否 , 掲載順は編集委員会に
一

任する ことム

14 掲載の分は稿料を呈 す｡

15 別刷は , 実費を著者が負担する ｡
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1 . 創立3 0 周年を迎えた ｢農業土木技術研究会+

本研究会は, 全国の農業土木技術者の自主的な研究会です｡ そ の 歴史は , 昭和28 年の ｢ コ ンク リ ー ト

ダ ム研究会+ にまでさか の ぼり
,
事業 の展開方向に即 して変遷 して きま した｡ 現在 の ｢ 農業土木技

術研究会+ と しても, 平成1 1 年度には設立30 周年を迎えた歴史ある研究会です｡

く農業土木技術研究会の変遷〉

昭和2 8 年 ｢ コ ン ク リ
ー ト ダ ム研究会+ の発足 : 会誌 ｢ コ ン ク リ ー ト ダ ム+ の 発刊

昭和31 年 フ ィ ル ダ ム を含めて ｢ ダ ム研究会+ に拡大 : 会誌 ｢ 土 と コ ン クリ ー ト+ に変更

昭和3 6 年 ｢ 水路研究会+ め発足 : 会誌 ｢水路+ の 発刊

昭和4 5 年 両研究会の 合併

｢農業土木技術研究会+ の発足 : 会誌 ｢水と土+ の 発刊

き

り

と

り
i

…
…
=

2 . 技術力向上に資する ｢ 農業土木技術研究会+

本研究会は
, 時代 の ニ

ー ズ を反映した事業の円滑な推進に必要な技術力の向上の ため, 農業農村

整備事業の 計画 ･ 設計 ･ 施工事例や技術的検討内容な どの 現場技術情報の発信 と交流を
一

貫 して展

開して い ます｡

研究会で は
, 現場 の技術報文を中心と した会誌 ｢ 水と土+ を年間4 回発行 し会員の 皆様にお届けし

て い ます｡ ま た
, 時代に即 した技術的な情報を撞供する研修会も開催 して い ます ｡

. 会 員が支える ｢農業土木技術研究会+

本研究会の活動は , 皆様 の年会費によ っ て まかなわれ て い ます｡

2 1 世紀を迎え農業
･

農村 の位置付けが ますます重要にな っ て い る今日 , 本研究会に入会 い ただき, そ

の振興の 基礎となる ｢農業土木技術+ に根ざした研究会の活動を支えて頂ければ幸 い です｡ 会費は

2
,
3 0 0 円で す (会費は51 年度より据置) ｡

入 会 の手続きは, 研究会 へ 直接又は各職場の連絡員に会費を添えて申し込んで下さ い ｡

申 し込み様式は以下 を参考にして下 さ い ｡

入会申し込み

平成

私は農業土木技術研究会に入会します｡

氏名 :

職場 ･ 所属 :

職場住所 (会誌送付先) :

電話番号 問 い 合わせ先 : 農業土木技術研究会 事務連絡 大平

〒10 5 - 00 0 4 東京都港区新橋5 - 34 - 4

農業土 木会館内 T E L O3 (3 43 6) 19 6 0

F A X O3 (3 5 7 8) 7 1 7 6
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｢ 水と土+ 通信 イ ー ■■ ■ ◆ + ■■ ■ ◆ + ■ ■ ■ ◆ + ■ ◆ t ■ ◆ + ■ ■ - ◆ + l■■ { ト ■ ■■ = ト

F A X 宛先 : 農業土木技術研究会 大平 : 0 3
- 3 5 7 8 -

7 1 7 6

★ ｢ 水と土+ をより充実したものとするため ,
下記様式であなたの ご意見をお寄せ頂けれ ば幸 い です｡

1 . 本号 (13 6 号) で興味をもたれた報文に つ い て記載下 さ い

(1) 報文タイ ト ル :

(2) 興味を持たれた具体的内容

2 ∴本号の 編集に つ い て ご意見をお 聞かせ下 さ い

3 . とりあげて欲 しい テ ー マ な ど本誌に対するご意見や ご要望をお書き下さ い

所属 : 氏名

編 集 後 記

独立行 政法 人線資源 機構 は , 平 成1 1 年10 月1 日 ,

そ れ ま で の 農 用地 整備公団が廃止 とな り, そ の 業

務 を旧森林開発公 団 が承継 の 上
,
新 た に 中山間地

域 に おけ る農林
一

体 の 保全整備 事業 (特 定 中山間

保 全整備事業) を 実施す る こ と で 法改正 され , さ

ら に 平成13 年12 月 閣 議決定 された ｢ 特 殊法 人等整

理合理化計画+ に 基 づ き , 組 織 形態 を独立行 政法

人とす る こ ととな り
,
鯨 資 源 機構法 に基 づ き

,
平

成15 年 10 月1 日 に 発足 しま した｡

こ れ に よ り機 構 は
,
独 立 行 政法人通則法 に 基 づ

き
, 農 林 水産 大臣 の 定 め る 中期目標 に即 して , 中

期 計画 ･ 年 度 計画 を策定 し, 農 林 水産省独 立行政

法人 評価委員会 林野分科会及 び総務省 に設置 さ れ

て い る 政策評価 ･ 二独 立 行政法 人評価委員会 の評 価

を受 け , 中期 目標期 間 の 終 了時あ る い わ 終 了を待

たず に , 機 構 の 業 務 を継続 さ せ る 必要性 , 組 織 の

在 り方 そ の 他細. 織 及
び 業務 の 全般 の 検 討 が行 わ

れ
,
そ ? 結 果 に 基 づ き事業 の 改 廃 を含 む所要 の 措

置 が講 じら れ る こ ととなりま した｡

中 期 計 画 ( 中期 目標 の 期 間 は 平成 15 年1 0 月 1 日

か ら平成2 0 年 3 月3 1 日 ま で の 4 年 6 ケ 月) で 当 機構

で は
, ｢

一

般 管 理費 の 削減 , 執 行 体制 の 整備 ( 平

成1 5 年 10 月1 日 に は 農用 地部 門と造林部 門 の 地方

組織 を整備 局と して 一 元 化) , 計 画 的 で 的確 な事

業 の 実施 , 事 業 実施 コ ス ト の 削 減 , 事 業 実施手法

の 高 度化+ な どを主 な内容 と して い ます ｡ ま た
,

線 資 源機構 法 で は , ｢ 環 境 の 保 全 へ の 配 慮+ す る

こ と が 明記 さ れ
,
中期 計 画 で , 事 業 の 実 施 に 当 た

っ て は
,
環 境 の 保 全及 び地域資源 の 活用 に 配慮 し

た 事 業 の実 施 に つ い て の 具 体的 な手 法 に つ い て ,

数 値 目標化 し て い ます ｡

こ の よ う な, 環 境 の 中 ,
過 去 の 実 績 を ベ ー

ス と

し て
, 今 後 とも , 農 用 地整備 と森林整備 の 専 門家

集団 と して , 農 業 ･ 林 業 ･ 農 林 一 体 の 事 業 を通 じ,

農 林 業 の 振興と , 森 林 及 び 農用地 の 有 す る公益 的

機能 の 維持増進 に貢 献す ると とも に , 海 外 に お い

て も , 長 年 蓄積 した 技術 を活用 し, 海 外 に おけ る

持続可能 な農業農村 開発 に 資する調 査等 の 事業 を

実施 し て行 く こと は基 より ,
独 立 行政法 人 と し て

期待 され る 業務 の 効率化 及び ホ ー ム ペ ー ジ等 を通

じ た 情 報提 供 等 の 透 明性 の 確 保 を 図 る こ と と な

り,
一

職 員 と して も努力 し てま い ります ｡

な お , 当 機 橋 本部も平成 16 年2 月 末 , J R 川 崎 駅

西 口 の ミ ュ
ー ザ 川 崎 セ ン ト ラ ル タ ワ

ー

1 2
～

1 3 階 へ

移 転 し
,
こ れ ま で 2 カ 所 に 分かれ て い た 農 ･ 林 の

本 部機能 を
一

本 化 しまし た ｡

( 独立行政法入線資源機構計画評価部専門役 江川春彦)
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